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腐
敗
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し
て
外
資
企
業
の
リ
ス
ク
（
簗
場
）

一
（
一
）

1
．
は
じ
め
に

2
．
中
国
の
光
と
影
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
際
立
た
せ
る
中
国
の
影
の
部
分
―

　
　

（
1
）
超
大
国
の
出
現

　
　
　

（
超
大
国
の
出
現
と
諸
外
国
の
懸
念
）

　
　
　

（
中
国
の
影
の
部
分
）

　
　

（
2
）
中
国
と
世
界
の
距
離

　
　
　

（
グ
ー
グ
ル
撤
退
で
暴
露
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
検
閲
）

論　

説

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
中
国
の
経
営
と
腐
敗
、
そ
し
て
外
資
企
業
の

リ
ス
ク

―
―
中
国
・
Ｎ
Ｚ
合
弁
企
業
・
三
鹿
集
団
粉
ミ
ル
ク
事
件
を
中
心
に
―
―

簗　
　

場　
　

保　
　

行
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究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

二
（
二
）

　
　
　

（「
世
界
の
工
場
」
の
現
実
と
経
済
の
腐
敗
、
投
資
リ
ス
ク
）

3
．
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
中
国
企
業
経
営
の
腐
敗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
1
）
外
資
系
企
業
の
中
国
で
の
腐
敗
行
為

　
　

（
2
）
外
国
企
業
の
腐
敗
行
為
の
形
態
と
そ
の
影
響

　
　

（
3
）
腐
敗
の
手
口

　
　

（
4
）
中
国
企
業
に
よ
る
外
国
で
の
腐
敗
行
為

4
．
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
有
毒
粉
ミ
ル
ク
事
件
―
―
中
国
・
Ｎ
Ｚ
フ
ォ
ン
テ
ラ
合
弁
・
三
鹿
集
団
粉
ミ
ル
ク
事
件
―
―

　
　

（
1
）
事
件
の
経
緯

　
　
　

（
事
件
の
発
生
と
そ
の
波
及
）　

　
　
　

（
事
件
の
原
因
）

　
　

（
2
）
後
日
談

　
　
　

（
網
民
の
声
）　

　
　
　

（
後
日
談
）

　
　

（
3
）
三
鹿
集
団
粉
ミ
ル
ク
事
件
の
判
決

む
す
び
に
か
え
て

　
　
　
　
　

1
．
は
じ
め
に

　

超
大
国
と
し
て
台
頭
し
た
中
国
の
企
業
経
営
は
多
く
の
困
難
な
社
会
的
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
中
国
の
成

長
を
促
進
し
た
が
中
国
の
影
の
部
分
を
む
し
ろ
際
立
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
最
初
に
最
近
の
主
要
な



グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
中
国
の
経
営
と
腐
敗
、
そ
し
て
外
資
企
業
の
リ
ス
ク
（
簗
場
）

三
（
三
）

事
件
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
中
国
の
経
営
と
政
治
の
あ
り
か
た
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
が
直
接
間
接
、
原
因
に
な
っ

て
い
る
。
短
期
的
な
利
益
の
追
求
、
企
業
理
念
・
倫
理
の
欠
如
、
官
民
の
腐
敗
・
癒
着
が
人
命
軽
視
、
環
境
破
壊
、
法
を
無
視
し
た
企
業

活
動
を
常
態
化
さ
せ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
外
国
企
業
を
現
地
化
、
中
国
化
さ
せ
、
ま
た
中
国
企
業
の
腐
敗
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
。

そ
こ
で
次
に
外
国
企
業
の
中
国
で
の
腐
敗
活
動
の
形
態
と
方
法
を
考
察
し
、
ま
た
中
国
企
業
の
海
外
活
動
と
腐
敗
の
輸
出
の
事
例
を
紹
介

し
た
。
最
後
に
中
外
合
資
企
業
で
あ
る
三
鹿
集
団
の
有
毒
粉
ミ
ル
ク
事
件
の
検
討
を
つ
う
じ
て
中
国
企
業
の
官
民
癒
着
・
腐
敗
の
構
造
、

そ
し
て
外
国
企
業
に
と
っ
て
の
中
国
投
資
の
か
か
え
る
問
題
点
を
考
察
し
た
。

　
　
　
　
　

2
．
中
国
の
光
と
影
―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
際
立
た
せ
る
中
国
の
影
の
部
分
―
―

　

（
1
）
超
大
国
の
出
現

　

（
超
大
国
の
出
現
と
諸
外
国
の
懸
念
）

　

中
国
が
経
済
大
国
と
し
て
台
頭
し
二
〇
一
〇
年
に
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
追
い
越
し
、
ま
た
近
い
将
来
、
米
国
を
も
追
い
越
す
こ
と
が
語
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
国
際
社
会
の
反
応
は
決
し
て
好
意
的
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
中
国
の
成
長
に
よ
る
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
資
源
争
奪

戦
へ
の
影
響
、
そ
し
て
そ
の
領
土
的
野
心
な
ど
へ
の
懸
念
か
ら
で
あ
る
。

　

中
国
企
業
の
成
長
も
顕
著
で
あ
る
。
世
界
の
企
業
の
株
式
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
中
国
国
有
企
業
の
ペ
ト
ロ
チ
ャ
イ
ナ
（
中
国
石

油
天
然
気
股
份
公
司
）、
中
国
工
商
銀
行
、
チ
ャ
イ
ナ
モ
バ
イ
ル
（
中
国
移
動
通
信
集
団
公
司
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
四
、
一
〇
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
入
り
し
て
い
る
（
出
所
：Financial Tim

es G
lobal 5

0
0 2

0
1
0

）。
こ
の
よ
う
に
中
国
企
業
の
急
速
な
大
規
模
化
が
顕
著
で
あ
る

（
１
）

。
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四
（
四
）

　

た
だ
上
記
三
社
を
含
む
中
国
上
位
ラ
ン
キ
ン
グ
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
資
源
、
イ
ン
フ
ラ
、
金
融
等
の
基
幹
産
業
の
独
占
企
業
で
あ
り
、

ま
た
国
有
企
業
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
ち
な
み
に
上
記
ペ
ト
ロ
チ
ャ
イ
ナ
は
米
国
や
香
港
で
上
場
し
て
い
る
が
政
府
が
株
式
の
大

半
を
所
有
す
る
中
国
石
油
天
然
気
集
団
（China N

ational Petroleum
 Corporation, 

略
称
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
傘
下
の
子
会
社
で
あ
り
、
実
態
は

中
央
政
府
が
経
営
権
を
握
る
国
策
会
社
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
、
英
豪
系
の
鉄
鉱
石
メ
ジ
ャ
ー
の
リ
オ
テ
ィ
ン
ト
社
（R

io Tinto lim
ited / R

io Tinto plc

）
に
対
す
る
国
有
企
業
・
中

国
ア
ル
ミ
（
中
国
铝
业
公
司
）
の
出
資
計
画
が
豪
州
側
の
撤
回
で
頓
挫
し
た
。
計
画
の
公
表
後
、
豪
州
の
野
党
が
買
収
に
反
対
し
て
い
た

の
も
中
国
の
資
源
支
配
に
対
す
る
懸
念
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
事
実
、
中
国
鉄
鋼
企
業
を
は
じ
め
中
国
大
手
企
業
の
膨
大
な
資
源
需

要
が
多
く
の
国
に
脅
威
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
中
国
の
影
の
部
分
）　
　
　
　

　

二
〇
〇
八
年
有
毒
粉
ミ
ル
ク
事
件
が
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
。
被
害
者
の
数
が
膨
大
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
へ
も
被
害
が
拡
散
し
た
。

二
〇
一
一
年
八
月
現
在
で
も
有
毒
粉
ミ
ル
ク
が
流
通
過
程
か
ら
回
収
さ
れ
ず
被
害
者
が
続
出
し
て
い
る
。
中
国
で
は
食
品
汚
染
の
事
件
が

非
常
に
多
発
し
て
お
り
、
事
業
者
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
法
令
順
守
の
精
神
の
欠
如
そ
し
て
政
府
の
監
督
体
制
が
問
わ

れ
る
問
題
で
あ
る
。
ま
た
当
局
が
事
件
を
秘
密
裏
に
処
理
し
よ
う
と
す
る
結
果
、
被
害
が
拡
散
・
大
規
模
化
す
る
こ
と
も
多
い
。

　

ち
な
み
に
中
国
で
毎
年
、
発
表
さ
れ
る
富
豪
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
多
く
の
炭
鉱
経
営
者
が
登
場
す
る
。
労
働
災
害
の
発
生
件
数
が
非
常
に

多
い
が
、
特
に
炭
鉱
事
故
が
頻
発
し
て
お
り
死
亡
者
数
は
世
界
一
で
あ
る
。
荷
请
漣
女
史
に
よ
れ
ば
、
安
全
対
策
の
不
備
が
深
刻
な
事
故

の
一
因
で
あ
る
が
、
法
定
基
準
を
守
ら
な
い
違
法
な
操
業
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
安
全
局
公
務
員
へ
の
贈
賄
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
公
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五
（
五
）

務
員
の
炭
鉱
へ
の
投
資
は
原
則
的
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
。
多
く
の
公
務
員
が
炭
鉱
に
直
接
も
し
く
は
間
接
に
投

資
を
す
る
か
無
償
株
の
譲
渡
を
受
け
て
お
り
、
労
働
者
の
安
全
を
軽
視
し
て
利
益
を
追
求
す
る
結
果
、
炭
鉱
事
故
が
多
発
し
て
い
る

（
２
）

。
法

令
順
守
の
精
神
の
欠
如
そ
し
て
政
府
の
監
督
体
制
の
不
備
は
食
品
汚
染
事
件
の
発
生
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

（
2
）
中
国
と
世
界
の
距
離

　

（
グ
ー
グ
ル
撤
退
で
暴
露
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
検
閲
）

　

こ
の
他
に
も
大
規
模
な
環
境
汚
染
や
医
療
過
誤
な
ど
事
件
が
多
発
し
て
い
る
が
、
大
規
模
な
事
件
が
中
国
の
多
く
の
民
衆
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
官
製
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
な
い
生
の
真
実
の
情
報
を

伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
庶
民
が
は
じ
め
て
意
見
を
表
明
し
間
接
的
な
方
法
で
当
局
や
共
産
党
を
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
当
局
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
「
社
会
の
安
定
」
を
脅
か
す
存
在
に
な
る
こ
と
は
最
大

限
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
実
、
中
国
共
産
党
の
独
裁
廃
止
を
求
め
た
「
零
八
憲
章
」
が
ネ
ッ
ト
で
広
が
っ
た
よ

う
に
、
民
主
活
動
家
の
主
舞
台
が
ネ
ッ
ト
上
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
検
閲
と
統
制
が
近
年
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
グ
ー
グ
ル
（G

oogle

）
の
中
国
本
土
撤
退
の
事
件
は
中
国
の
政
治
の
あ
り
か
た
を
改
め
て
知
ら
し
め
た
事
件
で
あ
っ
た
。「
社

会
の
安
定
」
を
根
拠
に
ネ
ッ
ト
の
検
閲
を
合
理
化
す
る
当
局
と
「
言
論
の
自
由
」
を
価
値
と
す
る
グ
ー
グ
ル
の
対
立
は
二
つ
の
世
界
の
対

立
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ネ
ッ
ト
を
舞
台
に
自
由
に
権
力
を
批
判
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
腐
敗
を
批
判
す
る
こ
と
を
当
局
が
検
閲
や
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
通
じ
て
制
限

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
当
局
の
対
応
は
む
し
ろ
権
力
と
そ
の
腐
敗
と
が
無
縁
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
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し
れ
な
い
。
中
国
の
腐
敗
の
根
の
深
さ
、
権
力
と
腐
敗
の
関
連
そ
し
て
民
主
主
義
を
抑
圧
す
る
権
力
の
存
在
を
改
め
て
知
ら
し
め
る
事
件

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

（「
世
界
の
工
場
」
の
現
実
と
経
済
の
腐
敗
、
投
資
リ
ス
ク
）

　

中
国
富
士
康
社
・
深
圳
工
場
で
起
き
た
工
員
の
連
続
飛
び
降
り
死
事
件
は
、
そ
の
生
産
現
場
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
「
世
界
の
工
場
」

と
い
わ
れ
る
現
実
を
改
め
て
知
ら
し
め
た
事
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
中
国
の
産
業
構
造
、
労
務
管
理
な
ど
の
問
題
点
を
中
国
内

外
に
提
起
す
る
事
件
で
も
あ
っ
た
。
米
ア
ッ
プ
ル
社
（A

pple Inc.

）
のiPad

を
は
じ
め
デ
ル
社
（D

ell Inc.

）、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
パ
ッ
カ
ー

ド
（H

ew
let Packard Co.

）、
ソ
ニ
ー
な
ど
の
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
製
品
が
同
社
で
受
託
生
産
さ
れ
て
い
る
。
八
〇
万
人
を
超
え
る
従
業
員
を

有
す
る
大
企
業
で
あ
る
が
、
中
国
の
典
型
と
い
え
る
労
働
集
約
型
加
工
組
立
産
業
企
業
の
収
益
水
準
は
決
し
て
高
く
な
い
。
ま
た
労
働
者

の
賃
金
水
準
も
先
進
国
の
二
〇
分
の
一
ほ
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
三
度
も
中
国
富
豪
ラ
ン
キ
ン
グ
第
一
位
に
な
っ
た
企
業
家
が
二
〇
〇
八
年
、
禁
錮
一
四
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
た
。
中
国
最
大
の

家
電
量
販
店
国
美
電
器
の
創
業
者
で
あ
り
会
長
の
黄
光
裕
氏
が
兄
の
経
営
す
る
会
社
株
式
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
と
贈
賄
な
ど
で
有
罪
と

な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
一
月
同
氏
の
拘
留
に
続
き
中
国
公
安
部
長
補
佐
（
副
大
臣
相
当
）、
同
公
安
部
経
済
捜
査
局
副
局
長
ら
も
捜
査
・

拘
留
さ
れ
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
。
以
後
七
ヶ
月
間
同
社
株
式
の
売
買
が
停
止
す
る
な
ど
改
め
て
投
資
リ
ス
ク
が
浮
上
し
た
。
二
〇
一
一

年
七
月
現
在
、
同
社
は
外
国
フ
ァ
ン
ド
も
巻
き
込
み
黄
一
族
と
現
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
が
委
任
状
争
奪
を
め
ぐ
り
争
っ
て
い
る
こ
と
で
も
話
題
と

な
っ
て
い
る
。
中
国
の
経
済
が
証
券
投
資
面
で
も
国
際
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
る
が
、
同
時
に
当
局
へ
の
賄
賂

な
し
に
は
事
業
に
成
功
で
き
な
い
中
国
の
腐
敗
文
化
と
投
資
リ
ス
ク
を
海
外
に
知
ら
し
め
た
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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七
（
七
）

　
　
　
　
　

3
．
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
中
国
企
業
経
営
の
腐
敗

　

（
1
）
外
資
系
企
業
の
中
国
で
の
腐
敗
行
為　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

厳
し
く
腐
敗
行
為
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
本
国
で
法
を
遵
守
す
る
企
業
が
海
外
で
の
腐
敗
行
為
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
中

国
で
は
腐
敗
行
為
に
手
を
染
め
る
事
件
が
多
い
。
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
（W

al-M
art Stores, Inc.

）
や
ア
ル
カ
テ
ル
ル
ー
セ
ン
ト
（A

lcatel-Lucent, 

Inc.

）、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
ダ
イ
ア
ノ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（D

iagnostics, Inc.

）、
シ
ー
メ
ン
ス
（Siem

ens A
G

）
な
ど
外
国
企
業
が
こ
れ
ま
で
中
国
で
の
賄

賂
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
き
た
。
中
国
の
成
長
率
が
高
い
こ
と
、
外
国
企
業
に
と
っ
て
腐
敗
の
コ
ス
ト
を
支
払
っ
て
も
リ
タ
ー
ン
が
あ
る

こ
と
で
外
国
企
業
の
中
国
で
の
事
業
活
動
は
旺
盛
で
あ
る
。

　

「
人
民
網
」
に
よ
る
と
シ
ー
メ
ン
ス
子
会
社
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
〇
七
年
ま
で
に
一
四
四
〇
万
ド
ル
も
の
賄

賂
を
仲
介
者
に
贈
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
同
社
は
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
中
国
国
有
病
院
五
院
に
医
療
設
備
を
販
売
し
二
兆
九
五
〇
〇
億

ド
ル
も
の
売
り
上
げ
を
得
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
米
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
伝
え
て
米
最
大
の
ラ
ベ
ル
メ
ー
カ
ー
の
エ
イ
ブ
リ
ー
デ
ニ
ソ

ン
社
（Avery D

ennison C
orp.

）
が
中
国
の
地
方
官
僚
に
賄
賂
を
贈
っ
た
と
し
て
二
〇
万
ド
ル
の
罰
金
を
課
さ
れ
た
と
い
う
（
人
民
網

二
〇
〇
九
年
八
月
一
四
日
ほ
か

（
３
）

）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
「
金
羊
網
」
に
よ
る
と
米
国
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
（C

ontrol C
om

ponents Inc.

、
略
称
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
は
二
〇
〇
三

年
か
ら
〇
七
年
ま
で
に
三
十
数
カ
国
で
約
二
三
六
回
賄
賂
を
渡
し
、
リ
ス
ト
に
あ
が
っ
た
会
社
に
中
国
の
資
源
系
大
手
の
国
有
企
業
六
社

が
含
ま
れ
る

（
４
）

。

　

こ
の
よ
う
に
海
外
の
企
業
が
賄
賂
に
手
を
染
め
る
の
は
、
中
国
市
場
が
広
大
で
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
た
め
、
賄
賂
で
支
払
う
金
額
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八
（
八
）

の
数
十
倍
も
の
見
返
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
中
国
が
最
も
腐
敗
の
容
易
な
国
で
あ
る
こ
と
、
賄
賂
を
求
め
る
傾

向
（
外
国
企
業
が
求
め
ら
れ
る
）
が
強
い
こ
と
が
外
国
企
業
に
よ
る
腐
敗
行
為
増
大
の
要
因
で
あ
る
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
2
）
外
国
企
業
の
腐
敗
行
為
の
形
態
と
そ
の
影
響　
　
　

　

世
界
銀
行
の
ア
ナ
リ
ス
トC

heryl W
. G

ray &
 D

aniel K
aufm

ann

は
外
国
企
業
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
投
資
に
際
し
頻
発
す
る
腐

敗
行
為
と
そ
の
影
響
を
五
類
型
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
．
政
府
契
約
：　

公
的
な
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
民
間
当
事
者
の
選
択
と
そ
の
財
の
供
給
契
約
の
条
件
が
賄
賂
に
よ
り
影
響
さ

れ
る
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
執
行
中
に
も
再
契
約
の
条
件
が
影
響
を
受
け
る
。

二
．
政
府
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
：　

賄
賂
に
よ
り
貨
幣
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
（
税
、
補
助
金
、
年
金
、
失
業
補
償
な
ど
）
と
実
物
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

（
特
権
学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
医
療
、
保
険
、
住
居
、
企
業
の
株
式
な
ど
）
の
分
配
が
影
響
を
受
け
る
。

三
．
公
共
収
入
：　

賄
賂
に
よ
り
政
府
に
よ
り
民
間
側
か
ら
徴
収
さ
れ
る
税
あ
る
い
は
そ
の
他
費
用
が
減
少
す
る
。

四
．
監
督
の
時
間
の
減
少
と
免
除
：　

賄
賂
に
よ
り
政
府
の
認
可
が
ス
ピ
ー
ド
化
さ
れ
る
。

五
．
司
法
活
動
の
結
果
と
規
制
の
過
程
へ
の
影
響
：　

賄
賂
に
よ
っ
て
不
正
行
為
の
阻
止
や
法
の
公
正
な
執
行
が
阻
害
さ
れ
る

（
５
）

。

　

以
上
の
五
類
型
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
け
る
外
資
企
業
の
腐
敗
活
動
に
も
こ
の
す
べ
て
が
該
当
す
る
。
た
だ
中
国
に
は
中
国
独
特
の
腐

敗
の
構
造
的
要
因
が
存
在
し
実
際
の
腐
敗
は
も
っ
と
広
範
か
つ
多
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
外
国
企
業
は
中
国
で
の
腐
敗
行
為
で
は
中
国
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九
（
九
）

特
色
の
ル
ー
ル
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
腐
敗
に
手
を
染
め
る
。

　

ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
に
譬
え
れ
ば
中
国
で
は
政
府
が
ル
ー
ル
の
制
定
者
、
審
判
で
あ
る
と
同
時
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
と
い
え
る
。
政
府

の
官
員
が
政
策
を
決
定
し
事
業
の
発
展
の
資
源
を
掌
握
し
、
ま
た
事
業
へ
の
参
入
と
制
限
を
監
督
す
る
責
任
も
も
つ
。
国
内
企
業
に
対
し

て
官
員
は
こ
の
権
限
を
利
用
し
、
不
法
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
外
国
企
業
か
ら
は
国
内
企
業
と
は
異
な
る
便
益
を
も
得
る

（
例
え
ば
非
常
に
多
い
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
子
女
を
国
外
に
留
学
さ
せ
る
、
外
国
に
家
族
を
移
民
さ
せ
る
な
ど
、
何
静
漣
が
賄
賂
を
取

得
す
る
た
め
の
「
社
会
資
本
」
と
呼
ぶ
官
僚
の
権
限
で
あ
る

（
６
）

）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
般
論
で
あ
る
が
多
国
籍
企
業
は
規
則
を
守
り
本
国
で
は
比
較
的
「
遵
法
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
特
に
米
国
の
「
連
邦
海
外
腐
敗
行

為
防
止
法
」（The Foreign C

orrupt Practices A
ct of 1

9
7
7, 1

5 U
.S.C

. 7
8m

, et seq.

）
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
国
際
機
関
の
取
り
決
め
は

厳
し
く
腐
敗
行
為
を
禁
じ
て
い
る
。
し
か
し
腐
敗
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
こ
の
中
国
で
は
利
潤
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
外
国
企
業
も
郷
に

入
れ
ば
郷
に
従
え
で
あ
る
。
賄
賂
を
使
っ
て
迅
速
に
市
場
の
参
入
権
と
各
種
便
益
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
腐
敗
し
た
く
な
け
れ

ば
中
国
市
場
を
退
出
す
る
し
か
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　

（
3
）
腐
敗
の
手
口

　

そ
れ
で
は
外
国
資
本
は
い
か
に
訓
練
し
て
腐
敗
の
達
人
に
な
る
か
？
中
国
の
市
場
環
境
を
経
験
し
た
外
国
企
業
の
腐
敗
の
手
口
は
多
様

か
つ
巧
妙
で
あ
る
。
中
国
『
瞭
望
東
方
週
（
中
国
語
表
記
で
は
周
）
刊
』
に
よ
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
手
口
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
７
）

。　

一
．
贈
賄
対
象
の
子
女
に
留
学
の
機
会
を
提
供
：　

官
員
の
子
女
の
海
外
留
学
と
住
居
を
手
当
て
。（
筆
者
注
：
前
記
Ｃ
Ｃ
Ｉ
社
の
案



政 

経 

研 
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
〇
（
一
〇
）

件
で
は
同
社
が
中
国
国
有
企
業
の
収
賄
者
の
子
女
の
大
学
学
費
を
提
供
し
て
い
た
）

二
．
退
職
な
い
し
そ
の
後
事
業
を
営
む
官
員
に
「
顧
問
料
」
を
給
付
す
る
。

三
．
関
連
取
引
：　

官
員
の
親
族
と
商
取
引
を
つ
う
じ
て
利
益
を
送
る
。

四
．
口
座
に
送
金
：　

官
員
の
海
外
親
族
な
い
し
友
人
に
銀
行
の
通
帳
、
カ
ー
ド
を
交
付
。
一
般
に
〈
営
業
員
―>

顧
問
会
社
―>

顧

客
（
収
賄
者
）〉
の
形
の
取
引
を
つ
う
じ
て
顧
問
料
の
名
目
で
送
金
さ
れ
る
。

五
．
虚
偽
の
職
位
：　

官
員
あ
る
い
は
国
有
企
業
の
幹
部
の
親
族
や
、
は
て
は
運
転
士
を
高
額
で
招
い
て
高
級
主
管
に
就
任
さ
せ
る
。

特
に
銀
行
業
は
こ
の
方
法
を
と
る
。
投
資
銀
行
の
事
例
で
は
高
官
や
重
要
な
機
関
の
職
員
の
子
女
を
招
聘
し
て
人
脈
を
構
築
し
多
く

の
取
引
の
獲
得
に
成
功
し
た
。

六
．
顧
問
に
招
聘
：　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
業
務
と
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
新
会
社
を
設
立
し
顧
問
に
招
聘
し
高
額
サ
ラ
リ
ー
を
給

付
。

七
．
株
主
権
供
与
：　

不
動
産
業
で
普
遍
的
な
方
法
で
あ
る
。
設
立
す
る
開
発
会
社
の
株
式
を
贈
与
。

八
．
広
告
：　

メ
デ
ィ
ア
が
不
利
な
事
実
の
報
道
を
準
備
し
て
い
る
の
を
知
る
と
広
告
会
社
を
と
お
し
て
記
者
か
管
理
者
を
買
収
す
る
。

広
告
費
を
使
っ
て
一
時
的
な
安
全
を
得
る
方
法
で
あ
る
。

九
．
旅
行
接
待
：　

官
員
ら
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
り
五
つ
星
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
事
例
で
は
ハ
ワ
イ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、

ラ
ス
ベ
ガ
ス
が
目
的
地
で
あ
る
。（
筆
者
注
：
Ｃ
Ｃ
Ｉ
社
の
案
件
で
は
工
場
見
学
と
研
修
の
名
目
で
同
社
は
米
国
観
光
に
招
待
）

十
．
販
売
商
を
つ
う
じ
た
贈
賄
：　

米
国
の
電
信
設
備
会
社
員
に
よ
れ
ば
米
国
の
関
連
法
規
の
制
裁
を
回
避
す
る
た
め
販
売
商
に
安
い

価
格
で
製
品
を
販
売
し
現
地
販
売
商
に
賄
賂
を
送
ら
せ
る
。



グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
中
国
の
経
営
と
腐
敗
、
そ
し
て
外
資
企
業
の
リ
ス
ク
（
簗
場
）

一
一
（
一
一
）

　

以
上
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
中
国
で
は
商
業
腐
敗
と
官
員
腐
敗
と
が
密
接
に
関
連
が
あ
る
こ
と
を
実
例
が
語
っ
て
い
る
。
腐
敗

の
原
因
は
法
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
法
が
あ
っ
て
も
法
に
依
ら
な
い
悪
し
き
伝
統
も
無
関
係
で
は
な
い
。
前
述

の
最
強
者
の
「
ル
ー
ル
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
問
題
の
原
因
な
の
で
あ
る
。

　

（
4
）　

中
国
企
業
に
よ
る
外
国
で
の
腐
敗
行
為

　

中
国
企
業
に
よ
る
海
外
で
の
腐
敗
行
為
が
増
大
し
て
い
る
。
資
源
の
確
保
や
国
家
戦
略
遂
行
の
役
割
を
も
つ
も
の
も
あ
る
反
面
、
賄
賂

な
ど
の
不
正
な
手
段
に
よ
る
受
注
や
事
業
を
利
用
し
て
官
僚
自
身
が
不
正
な
利
益
を
取
得
す
る
仕
組
み
を
内
包
す
る
も
の
が
あ
る
。
以
下

代
表
的
事
例
で
あ
る
。

　

◆
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
公
共
工
事
受
託
の
中
国
企
業
に
対
し
賄
賂
嫌
疑
で
世
界
銀
行
融
資
停
止

世
銀
廉
潔
局
（W

orld B
ank's anti-corruption unit

）
の
調
査
に
よ
り
世
銀
が
一
・
五
億
ド
ル
を
融
資
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
国
道
路

改
善
管
理
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
注
で
中
国
四
社
の
腐
敗
行
為
が
発
見
さ
れ
融
資
を
停
止
し
た
。
四
社
の
社
名
と
そ
の
処
分
は
中

国
路
橋
集
団
（
停
止
八
年
）、
中
国
武
夷
実
業
公
司
（
同
六
年
）、
中
国
地
質
工
程
集
団
公
司
（
同
五
年
）、
中
国
建
築
工
程
総
公
司

で
あ
る
。
同
時
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
韓
国
の
建
設
会
社
も
処
分
さ
れ
た

（
８
）

。　
　
　
　
　
　
　
　

　

◆
胡
主
席
の
長
男
に
嫌
疑

「
精
華
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
」
の
子
会
社
・
威
視
公
司
は
世
界
各
地
で
Ｘ
線
検
査
機
の
納
入
実
績
を
も
つ
が
持
株
会
社
で
あ
る
同
社
の



政 
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
二
（
一
二
）

党
書
記
は
胡
主
席
の
長
男
胡
海
峰
氏
で
あ
る
。
英
国
港
湾
の
入
札
に
つ
い
て
英
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
ス
ミ
ス
社
（Sm

iths G
roup 

uk ltd.
）
が
不
当
な
競
争
を
理
由
に
Ｅ
Ｃ
委
員
会
に
提
訴
。
同
社
の
入
札
価
格
が
特
別
に
廉
価
な
う
え
中
国
政
府
の
特
別
融
資
が
付
帯

し
て
い
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。

ナ
ミ
ビ
ア
で
も
同
社
入
札
に
同
様
な
嫌
疑
が
浮
上
。
三
名
の
中
国
人
を
賄
賂
容
疑
で
逮
捕
。
現
地
代
理
店
（
中
国
人
）
へ
の
頭
金
の

支
払
い
に
海
峰
氏
の
関
与
の
有
無
が
焦
点
と
さ
れ
た

（
９
）

。

　

◆
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ロ
ヨ
政
権
側
へ
贈
賄
疑
惑　
　

中
国
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
構
築
、
鉄
道
復
旧
、
南
シ
ナ
海
の
共
同
探
査
な
ど
一
連
の
援
助
を
め
ぐ
り
、
中
国

企
業
の
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
ア
ロ
ヨ
政
権
側
、
大
統
領
の
夫
へ
の
贈
賄
疑
惑
が
浮
上

）
10
（

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

◆
中
国
輸
出
入
銀
行
が
低
利
融
資　

シ
ー
レ
ー
ン
上
の
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
等
に
援
助
攻
勢
。
中
国
の
輸
入
石
油
の
七
割
が
シ
ー
レ
ー
ン
経

由
の
た
め
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
資
源
確
保
の
た
め
の
援
助
と
も
い
え
る
が
、
腐
敗
行
為
を
と
も
な
う
こ
と
も
多
い
と
い
わ
れ
る

）
11
（

。

　
　
　
　
　

　

い
ず
れ
に
し
て
も
中
国
と
中
国
人
の
関
わ
る
腐
敗
行
為
が
き
わ
め
て
多
い
。
国
内
の
腐
敗
レ
ベ
ル
が
高
け
れ
ば
中
国
お
よ
び
中
国
企
業

の
活
動
の
国
際
化
に
と
も
な
い
腐
敗
も
国
際
化
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
な
お
上
の
事
例
は
腐
敗
と
権
力
の
関
係
、
ま
た
中
国
独
特
と
も

い
え
る
家
族
観
念
が
腐
敗
と
も
無
関
係
で
な
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
を
執
行
す
る
企
業
に
党
の



グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
中
国
の
経
営
と
腐
敗
、
そ
し
て
外
資
企
業
の
リ
ス
ク
（
簗
場
）

一
三
（
一
三
）

現
職
な
い
し
高
官
Ｏ
Ｂ
の
子
弟
が
密
接
な
関
係
を
有
す
る
事
例
は
事
欠
か
な
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　

4
．
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
有
毒
粉
ミ
ル
ク
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
中
国
・
Ｎ
Ｚ
フ
ォ
ン
テ
ラ
合
弁
・
三
鹿
集
団
粉
ミ
ル
ク
事
件
―
―

　

有
毒
粉
ミ
ル
ク
事
件
は
中
国
で
事
業
展
開
す
る
外
国
企
業
に
と
っ
て
投
資
リ
ス
ク
の
存
在
と
製
品
の
安
全
性
の
確
保
の
難
し
さ
を
改
め

て
知
ら
し
め
た
事
件
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
同
時
に
中
国
の
政
治
の
あ
り
か
た
が
事
件
の
発
生
と
事
態
の
深
刻
化
と
無
関
係
で
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
1
）
事
件
の
経
緯

　

（
事
件
の
発
生
と
そ
の
波
及
）

　

二
〇
〇
八
年
九
月
、
中
国
河
北
省
「
三
鹿
集
団
」
の
製
造
す
る
粉
ミ
ル
ク
に
有
毒
物
質
の
メ
ラ
ミ
ン
が
含
ま
れ
て
お
り
多
数
の
幼
児
が

腎
臓
機
能
障
害
を
発
症
す
る
事
件
が
相
次
い
で
報
道
さ
れ
た
。
六
人
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
三
〇
万
人
に
疾
患
が
見
つ
か
っ
た
。
メ
ラ
ミ
ン

は
有
機
化
学
製
品
生
産
工
場
で
生
産
さ
れ
る
も
の
で
、
粘
着
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
、
中
国
の
二
つ
の
会
社
が
米
国

に
向
け
て
輸
出
し
た
植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
に
こ
の
メ
ラ
ミ
ン
が
添
加
さ
れ
て
い
た
た
め
、
米
国
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
が
汚
染
さ
れ
、
犬
や
猫

が
四
千
匹
以
上
死
亡
し
て
い
る
。
同
集
団
以
外
に
も
国
内
二
二
社
の
乳
製
品
メ
ー
カ
ー
が
生
産
す
る
乳
児
用
粉
ミ
ル
ク
と
そ
の
他
の
乳
製

品
に
も
メ
ラ
ミ
ン
が
検
出
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
た
。
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一
四
（
一
四
）

　

同
集
団
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
乳
業
大
手
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
（Fonterra C

o-operative G
roup Lim

ited

）
が
四
三
%
の
株
を
保
有
す

る
合
弁
資
本
で
あ
る
。
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
も
急
遽
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内
で
、
妊
婦
用
保
健
牛
乳
の
回
収
を
公
表
し
た
。
ま
た
日
本
の

丸
大
食
品
も
同
社
子
会
社
が
中
国
か
ら
購
入
し
た
食
材
に
メ
ラ
ミ
ン
混
入
の
疑
い
が
あ
り
五
品
目
の
商
品
を
自
主
回
収
し
た
。
韓
国
で
も

中
国
産
飼
料
か
ら
メ
ラ
ミ
ン
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
中
国
産
乳
製
品
か
ら
メ
ラ
ミ
ン
が
検
出
さ
れ
中
国
産
飼
料
、
乳
製
品
の
輸
入
と

販
売
禁
止
を
命
じ
た
。
そ
の
ほ
か
多
く
の
国
が
直
接
間
接
中
国
の
乳
製
品
を
輸
入
し
て
お
り
中
国
内
外
の
取
引
企
業
が
対
応
に
追
わ
れ
た
。

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
九
月
二
一
日
、
中
国
が
情
報
を
す
ぐ
に
開
示
し
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
。

　

な
お
中
国
衛
生
部
当
局
の
発
表
に
よ
れ
ば
有
毒
物
質
の
混
入
は
人
為
的
な
も
の
で
、
河
北
省
当
局
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
牛
乳
提
供
業

者
が
二
〇
〇
五
年
に
は
す
で
に
牛
乳
の
中
に
メ
ラ
ミ
ン
を
添
加
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
粉
ミ
ル
ク
メ
ー
カ
ー
の
三
鹿
集
団
が
早
期
に
問
題

を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
隠
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
九
月
一
七
日
、
明
ら
か
に
な
っ
た

）
12
（

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
一
〇
月
二
九
日
、
北
京
の
弁
護
士
グ
ル
ー
プ
が
北
京
・
天
津
・
山
東
・
河
北
な
ど
合
わ
せ
て
九
人
の
三
鹿
有
毒
粉
ミ
ル
ク
被
害
者

の
た
め
に
、
三
鹿
集
団
に
対
し
て
石
家
荘
新
華
区
裁
判
所
へ
民
事
訴
訟
を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
各
地
で
被
害
者
は
裁
判
所
に
対
し
三
鹿
集

団
を
訴
え
賠
償
金
を
求
め
た
が
、
裁
判
所
か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
。
情
報
に
よ
る
と
、
各
地
裁
判
所
は
早
く
か
ら
政
府
上
層

部
か
ら
、
三
鹿
有
毒
粉
ミ
ル
ク
に
関
連
す
る
賠
償
提
訴
を
受
理
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
通
達
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
一
方
、
被
害
者

家
族
は
、
三
鹿
集
団
へ
の
訴
え
に
対
し
て
、
政
府
が
介
入
し
た
こ
と
に
つ
い
て
双
方
の
間
に
関
係
が
あ
れ
ば
ま
さ
に
官
民
結
託
で
は
な
い

か
と
疑
問
を
抱
い
て
い
る
と
い
う

）
13
（

。

　

こ
う
し
て
三
鹿
有
毒
ミ
ル
ク
事
件
は
メ
ラ
ミ
ン
混
入
と
い
う
生
産
者
に
よ
る
直
接
的
原
因
の
ほ
か
に
行
政
の
監
督
体
制
、
司
法
行
政
の

あ
り
か
た
が
問
題
に
な
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
行
政
に
対
す
る
疑
い
は
根
拠
が
な
い
わ
け
で
な
く
司
法
の
独
立
性
の
欠
如
、
監



グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
中
国
の
経
営
と
腐
敗
、
そ
し
て
外
資
企
業
の
リ
ス
ク
（
簗
場
）

一
五
（
一
五
）

督
機
関
と
企
業
の
癒
着
が
原
因
、
温
床
と
な
る
事
件
が
頻
発
し
て
お
り
人
民
の
行
政
に
対
す
る
怨
嗟
が
蔓
延
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

（
事
件
の
原
因
）

　

同
製
品
の
メ
ー
カ
ー
三
鹿
集
団
は
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
国
内
屈
指
の
業
界
大
手
で
あ
り
、
年
間
売
り
上
げ
ト
ッ
プ
の
座
を
一
一

年
間
確
保
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
そ
の
開
発
商
品
は
中
国
当
局
か
ら
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
優
良
」
企
業
は
政

府
の
検
査
免
除
の
認
定
を
得
て
、
所
定
の
期
間
無
検
査
で
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
中
国
で
は
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
、
有
毒
物
質
を
食
品
に
使
用
す
る
の
は
日
常
茶
飯
事
と
も
言
わ
れ
る
。
富
阪
氏
の
著

書
に
そ
の
数
多
く
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
事
例
は
中
小
の
生
産
者
や
農
民
が
有
毒
物
質
を
使
用
し
て
食
品
を
生
産
し
た
事

例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
三
鹿
集
団
の
メ
ラ
ミ
ン
投
入
が
公
表
さ
れ
る
以
前
の
事
件
で
あ
る
が
三
鹿
同
様
、
牛
乳
を
水
で
薄
め
有
毒
物
質
を

混
入
す
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

）
14
（

。

　

多
量
の
メ
ラ
ミ
ン
混
入
は
生
産
過
程
で
意
図
的
に
た
ん
ぱ
く
質
を
増
加
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
判
決
で
は
メ
ラ
ミ
ン
の
混

入
は
三
鹿
が
原
乳
を
購
入
す
る
前
に
二
人
の
農
民
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
〇
万
人
以
上
の
多
数
の
被
害
者
と

数
年
の
間
メ
ラ
ミ
ン
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
で
も
三
鹿
集
団
が
意
図
的
に
投
入
し
て
い
た
と
疑
わ
れ
る
理
由
は
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
メ
ラ
ミ
ン
の
混
入
と
食
品
中
毒
の
発
生
を
知
り
な
が
ら
対
応
を
と
ら
ず
隠
し
て
い
た
三
鹿
集
団
、
そ
れ
に
加
え
、
行
政
の
監
督
倫
理

の
欠
如
、
責
任
の
回
避
は
責
任
重
大
で
あ
る
。
当
局
の
安
全
管
理
の
監
督
体
制
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
原
因
と
し
て
行
政
と
企
業
の

官
民
が
癒
着
し
監
督
が
形
骸
化
し
て
い
る
疑
い
は
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
上
、
当
局
が
報
道
統
制
を
つ
う
じ
て
事
件
が
明
る
み
に
な
る
の
を

防
ご
う
と
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
被
害
が
拡
大
し
被
害
者
が
増
大
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
当
局
は
司
法
に
介
入
し
審
理
を
妨
害
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六
（
一
六
）

し
た
。
当
局
の
こ
う
し
た
姿
勢
も
被
害
を
拡
大
し
た
原
因
と
い
え
る
。

　

事
件
は
こ
う
し
た
行
政
と
企
業
の
癒
着
、
司
法
の
独
立
性
の
欠
如
の
制
度
的
環
境
の
な
か
で
発
生
し
た
と
い
え
る
。
同
社
は
同
社
粉
ミ

ル
ク
に
国
家
質
量
監
督
検
験
検
疫
総
局
（「
国
家
質
検
局
」）
の
検
査
免
除
の
認
定
を
得
て
メ
ラ
ミ
ン
の
投
下
さ
れ
た
粉
ミ
ル
ク
を
生
産

し
、
各
地
で
多
く
の
乳
児
が
発
症
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
有
毒
粉
ミ
ル
ク
を
販
売
し
続
け
た
。
監
督
当
局
も
知
ら
ぬ
存
ぜ
ず
の
態
度

に
終
始
し
事
態
を
悪
化
さ
せ
た
。
問
題
発
生
か
ら
数
年
経
た
二
〇
〇
九
年
九
月
、
国
家
衛
生
部
に
よ
り
メ
ラ
ミ
ン
混
入
が
発
表
さ
れ
た
の

は
中
毒
発
症
被
害
が
も
は
や
隠
せ
な
い
ほ
ど
拡
大
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

（
2
）
後
日
談

　

（
網
民
の
声
）

　

中
国
で
は
政
府
の
発
表
、
政
府
系
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
信
じ
な
い
人
民
が
増
え
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
口
コ
ミ
を
信
じ
る
人
が
多
い
。
実

際
、
口
コ
ミ
の
内
容
が
後
日
真
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
が
多
い
。
い
わ
ゆ
る
「
網
民
」
と
は
広
義
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
七
月
現
在
、
約
四
億
の
網
民
が
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ネ
ッ
ト
新
聞
・
報
道
の
サ
イ
ト
上
に
網
民
の
投
書
欄
を

設
け
た
も
の
が
多
く
、
狭
義
に
は
ネ
ッ
ト
上
で
積
極
的
に
発
言
す
る
者
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
に
は
本
名
や
偽
名
で
学
術
的
論

文
を
掲
載
す
る
者
か
ら
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
政
府
批
判
の
投
書
や
誹
謗
中
傷
ま
で
あ
る
。
水
準
も
多
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ネ
ッ
ト
は
現

代
の
口
コ
ミ
と
も
い
え
る
。「
網
民
」
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
事
件
の
真
相
を
知
り
経
営
環
境
を
知
る

資
料
と
し
て
検
討
・
研
究
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
最
良
の
材
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
三
鹿
に
関
す
る
「
網
民
」
の
声
を
集
約
し
紹
介
す

る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
府
発
表
と
相
反
す
る
内
容
で
あ
る
。
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一
七
（
一
七
）

○
メ
ラ
ミ
ン
を
投
入
し
た
と
さ
れ
る
生
産
者
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
で
あ
り
三
鹿
が
た
ん
ぱ
く
質
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
組
織
的
に
添
加

し
た
の
が
原
因
で
あ
る

○「
国
家
質
検
局
」
の
「
検
査
免
除
」
の
許
可
を
獲
得
す
る
ま
で
に
は
、
五
つ
の
段
階
を
ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
賄
賂

次
第
で
簡
単
に
許
可
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
、
三
鹿
の
検
査
免
除
の
認
定
も
例
外
で
は
な
い

○
権
限
を
有
す
る
当
局
に
と
っ
て
そ
れ
（
許
認
可
）
は
ま
さ
に
絶
好
の
利
殖
機
会
で
も
あ
る

○
三
鹿
の
有
毒
ミ
ル
ク
を
許
可
し
た
責
任
を
回
避
し
た
い
当
局
が
真
相
解
明
を
す
る
は
ず
も
な
い

○
司
法
に
対
す
る
審
理
の
差
し
止
め
も
真
相
解
明
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る

　

こ
う
し
た
声
に
根
拠
が
な
い
、
事
実
無
根
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
当
局
の
発
表
が
真
実
で
な
い
こ
と
が
後
日
判
明
す
る
こ

と
が
多
く
、
疑
い
を
も
た
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
中
国
の
食
品
汚
染
の
闇
は
深
い
と
い
え
る
。

　

（
後
日
談
）

　

政
府
衛
生
部
発
表
後
、
中
国
内
外
で
公
表
さ
れ
た
重
要
事
実
と
そ
の
概
要
を
以
下
紹
介
す
る
。
改
め
て
政
治
と
経
営
の
不
透
明
、
責
任

を
追
及
す
る
こ
と
の
困
難
性
、
そ
し
て
中
国
投
資
リ
ス
ク
の
問
題
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
内
容
で
あ
る
。

①
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
は
問
題
を
伝
え
て
い
た　

公
表
拒
否
し
た
の
は
中
国
共
産
党
幹
部

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
営
テ
レ
ビ
局
チ
ャ
ン
ネ
ル
１
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
九
日
、
中
国
「
三
鹿
有
毒
粉
ミ
ル
ク
」
の
事
件
調
査
を
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報
道
し
た
。
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
フ
ェ
リ
エ
会
長
（A

ndrew
 Ferrier

）
は
取
材
に
対
し
、
有
毒
粉
ミ
ル
ク
事
件
が
発
覚

し
た
当
時
、
中
国
共
産
党
幹
部
は
「
国
家
安
全
」
を
理
由
に
、
有
毒
三
鹿
粉
ミ
ル
ク
製
品
を
公
に
回
収
す
る
こ
と
を
強
く
反
対
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
三
鹿
集
団
は
す
で
に
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
粉
ミ
ル
ク
の
問
題
が
発
覚
し
た
と
し
、
二
〇
〇
八
年
の
六
月
に
上
層
幹
部
ま
で
粉

ミ
ル
ク
の
中
に
メ
ラ
ミ
ン
が
含
有
し
て
い
る
こ
と
が
広
が
っ
た
。
し
か
し
、
一
一
月
か
ら
九
ヶ
月
が
経
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
株
主
の

フ
ォ
ン
テ
ラ
社
に
知
ら
せ
た
と
い
う
。
フ
ェ
リ
エ
会
長
は
、
当
初
、
わ
れ
わ
れ
は
メ
ラ
ミ
ン
が
有
毒
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
食
品
が
汚
染
さ
れ
た
以
上
、
情
報
公
開
し
て
製
品
を
回
収
す
る
し
か
な
い
と
決
定
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
て
、
中
共
幹

部
は
『
決
し
て
公
開
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
否
定
的
な
内
容
が
返
っ
て
来
た
。
弊
社
と
三
鹿
の
要
求
に
対
し
て
、
中
共
幹
部
は
『
製
品
回

収
し
て
も
い
い
が
、
情
報
公
開
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
強
く
拒
ん
だ
と
い
う

）
15
（

。

②
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
は
同
社
が
中
国
の
酪
農
大
手
・
三
鹿
集
団
へ
の
投
資
し
た
一
・
〇
七
億
ド
ル
は
全
額
回
収
不
能
に
な
っ
た
と
公
表
し
た

）
16
（

。

③
三
鹿
集
団
、
社
名
変
更
し
て
生
産
再
開

　

社
名
を
変
更
し
た
三
鹿
集
団
は
優
良
資
産
を
移
転
す
れ
ば
、
そ
の
実
体
は
空
に
な
り
、
被
害
者
と
債
権
者
へ
の
賠
償
も
事
実
上
空
論
に

な
る

）
17
（

。

④
河
北
省
石
家
荘
市
中
級
人
民
法
院
は
二
〇
〇
九
年
一
月
二
二
日
、
メ
ラ
ミ
ン
を
投
入
し
た
と
さ
れ
る
被
告
に
対
し
死
刑
以
下
判
決
。
ま

た
二
月
一
二
日
三
鹿
社
の
破
産
を
宣
告
。

⑤
三
鹿
有
害
粉
ミ
ル
ク
事
件
：
責
任
問
わ
れ
た
政
府
関
係
者
、
実
質
昇
進

　

重
大
過
失
の
あ
る
「
国
家
質
検
局
」
食
品
生
産
監
管
司
副
局
長
・
鮑
俊
凱
氏
は
す
で
に
、
数
か
月
前
（
二
〇
〇
八
年
内
）
に
安
徽
省
出
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経
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（
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一
九
（
一
九
）

入
国
検
験
検
疫
局
局
長
に
就
任
し
た
。
河
北
省
紀
律
委
員
会
、
省
監
察
庁
か
ら
処
分
を
受
け
た
河
北
省
農
業
庁
元
庁
長
の
劉
大
群
氏
は

二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
邢
台
市
の
市
委
副
書
記
に
人
事
異
動
さ
れ
、
さ
ら
に
今
年
一
月
に
邢
台
市
市
長
に
就
任
し
た

）
18
（

。

　

上
記
の
①
に
あ
る
よ
う
に
、
三
鹿
集
団
の
株
式
の
四
三
％
を
所
有
す
る
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
が
役
員
を
二
名
も
派
遣
し
な
が
ら
、
メ
ラ
ミ
ン

混
入
の
事
実
に
つ
い
て
長
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
事
実
で
あ
る
か
否
か
問
わ
れ
る
。
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
経
営
姿
勢
は
も
ち

ろ
ん
品
質
管
理
面
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
、
安
全
な
製
品
を
提
供
す
る
努
力
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
厳
し
い
品
質
管
理
が
ど
う
し
て
三
鹿
集
団
に
根
付
か
な
か
っ
た
の
か
も
疑
問
で
あ
る
。

同
時
に
こ
の
事
件
か
ら
、
中
国
で
の
合
弁
企
業
経
営
の
う
え
で
外
資
企
業
に
と
っ
て
管
理
困
難
な
不
透
明
な
政
治
の
問
題
が
存
在
す
る
こ

と
も
明
る
み
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
事
件
後
、
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
よ
う
に
一
度
処
分
を
受
け
た
責
任
重
大
な
政
府
関
係
者
が
昇
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
多
く

の
人
々
に
と
っ
て
も
理
解
不
可
能
だ
と
い
う
が
、
中
国
に
お
い
て
強
力
な
官
僚
制
度
の
存
在
が
経
営
環
境
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
る
事
例
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

（
3
）
三
鹿
集
団
粉
ミ
ル
ク
事
件
の
判
決

　

二
〇
〇
九
年
一
月
二
四
日
、
河
北
省
石
家
荘
市
中
級
法
院
に
お
い
て
メ
ラ
ミ
ン
混
入
の
実
行
犯
の
農
民
三
人
に
対
し
死
刑
（
一
人
は
執

行
猶
予
二
年
付
き
）、
事
件
当
時
の
三
鹿
集
団
社
長
兼
会
長
で
あ
り
河
北
省
共
産
党
委
員
会
書
記
（
党
ト
ッ
プ
）
の
田
文
華
ら
経
営
陣
三

人
の
う
ち
田
は
無
期
懲
役
と
罰
金
が
命
じ
ら
れ
た
（
田
は
上
訴
し
た
が
高
級
人
民
法
院
は
一
審
判
決
を
維
持

）
19
（

）。
し
か
し
監
督
機
関
の
中
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二
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（
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〇
）

央
・
地
方
の
官
僚
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
本
稿
で
官
僚
の
地
位
が
強
固
で
あ
る
一
端
を
垣
間
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
中
国
官
僚
制
と
司
法
の
あ
り
か
た
は
外
国
企
業
が
苦
慮
す
る
中
国
の
経
営
環
境
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

中
国
の
市
場
開
放
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
経
済
成
長
を
も
た
ら
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
そ
の
あ
り
方
は
い
び
つ
で
あ
り
多
く
の
問
題
が

噴
出
し
て
い
る
。
食
品
の
製
造
に
か
ぎ
ら
ず
安
全
な
製
品
を
製
造
・
販
売
す
る
こ
と
は
事
業
者
の
倫
理
で
あ
る
。
有
毒
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
て
販
売
し
て
い
た
の
は
言
語
道
断
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
合
弁
企
業
の
共
同
出
資
者
も
共
同
責
任
を
有
す
る
。
有
毒
な
粉
ミ
ル
ク

が
販
売
さ
れ
て
い
る
の
は
倫
理
感
が
欠
如
し
て
い
る
ば
か
り
か
違
法
で
あ
る
が
フ
ォ
ン
テ
ラ
社
は
そ
の
事
実
を
久
し
く
知
ら
な
い
で
い
た

と
い
う
。
ま
た
こ
の
事
実
を
認
識
し
た
後
に
も
共
産
党
中
央
か
ら
公
表
を
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
が
こ
れ
は
確
認
が
困
難
な
レ
ベ
ル
の
問
題

で
あ
る
。
政
治
の
不
透
明
性
と
中
国
で
の
合
弁
事
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
難
し
さ
を
知
ら
し
め
た
事
件
で
あ
る
。

　

経
済
成
長
の
一
方
で
急
速
に
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
最
も
多
く
富
の
配
分
に
あ
ず
か
る
者
が
元
共
産
党

高
級
幹
部
子
弟
や
共
産
党
官
僚
、
大
企
業
経
営
者
な
ど
「
赤
色
資
本
家
」
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
政
府
や
公
的
機
関
、
国

営
企
業
な
ど
の
官
僚
、
経
営
者
と
し
て
資
源
配
分
の
決
定
権
限
を
有
し
、
ま
た
家
族
関
係
や
「
関
係
」（guanxi

）
と
い
っ
た
中
国
独
特

の
関
係
網
を
つ
う
じ
て
利
益
共
同
体
を
形
成
し
利
益
を
独
占
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ー
ニ
ー
（
縁
故
）
資
本
主
義
が
新
旧
党
官
僚
に

よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
彼
ら
の
経
済
行
為
が
不
法
な
腐
敗
行
為
を
と
も
な
う
こ
と
も
な
か
ば
常
態
化
し
て
い
る
が
彼
ら
は
権
力
そ
の
も
の
で
あ
る
か
権



グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
中
国
の
経
営
と
腐
敗
、
そ
し
て
外
資
企
業
の
リ
ス
ク
（
簗
場
）

二
一
（
二
一
）

力
と
癒
着
し
て
お
り
不
正
を
摘
発
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
ま
た
官
僚
や
経
営
者
の
腐
敗
の
摘
発
が
お
こ
な
わ
れ
る
か
否
か
処
分
が
公
正

に
お
こ
な
わ
れ
る
か
否
か
は
党
権
力
の
維
持
、
党
幹
部
間
の
権
力
闘
争
、
力
関
係
と
無
関
係
で
は
な
い
。
ま
た
司
法
も
独
立
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
本
稿
の
前
半
で
紹
介
し
た
の
は
そ
う
し
た
な
か
で
露
見
し
た
官
僚
の
不
正
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
三
鹿
集
団
粉
ミ
ル

ク
事
件
の
公
判
を
つ
う
じ
て
真
正
な
責
任
の
追
及
が
ど
こ
ま
で
な
さ
れ
た
か
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
本
稿
で
官
僚
の
地
位
が
強
固
で
あ

る
一
端
を
垣
間
見
た
が
、
こ
う
し
た
中
国
官
僚
制
と
司
法
の
あ
り
か
た
は
外
国
企
業
が
し
ば
し
ば
苦
慮
す
る
中
国
の
経
営
環
境
の
一
つ
で

も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
食
の
安
全
の
問
題
は
政
治
的
な
導
火
線
と
な
る
問
題
で
あ
る
。『
南
方
週
（
中
国
語
表
記
で
は
周
）
末
』
で
報
道
さ
れ
た
後
、

ほ
ど
な
く
削
除
さ
れ
た
よ
う
に
、
党
幹
部
食
品
用
専
用
農
場
が
中
国
各
地
に
存
在
す
る
こ
と
は
公
然
た
る
秘
密
で
あ
る

）
20
（

。
多
く
の
貧
し
い

人
に
と
っ
て
は
党
幹
部
が
食
す
る
安
全
だ
が
高
価
な
食
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
食
の
差
別
、
党
幹
部
の
倫
理
感
欠
如

は
党
幹
部
に
対
す
る
怨
嗟
を
生
む
原
因
で
あ
り
貧
富
の
格
差
は
ま
た
火
に
油
を
そ
そ
ぐ
要
因
で
あ
る
。

　

貧
富
の
格
差
が
も
た
ら
す
不
平
等
感
は
中
国
で
は
も
っ
と
も
敏
感
な
問
題
で
あ
り
政
治
的
な
導
火
線
に
な
る
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て

い
る
。
ま
た
言
論
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
治
変
革
を
求
め
る
声
は
依
然
と
し
て
止
ま
な
い
。「
社
会
の
安
定
」
を
口
実
と
し
て
弾
圧
さ

れ
て
い
る
が
、
言
論
の
弾
圧
が
効
果
を
も
た
な
い
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。
中
国
社
会
の
表
面
的
な
発
展
と
裏
腹
に
社
会
変
革
を

求
め
る
マ
グ
マ
が
蓄
積
さ
れ
外
国
企
業
に
と
っ
て
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス
ク
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

（
1
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企
業
情
報
開
示
の
統
合
化
（
田
中
）

二
五
（
二
五
）

　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
企
業
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
の
考
え
方
及
び
経
緯
を
整
理
し
、
今
後
の
情
報
開
示
の
在
り
方
と
方
向
性
に
つ
い
て
示
唆

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
開
示
を
論
者
に
よ
っ
て
は
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
情
報
開
示
と

す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
、
情
報
発
信
主
体
は
上
場
企
業
（
株
式
公
開
企
業
）、
情
報
受
領
者
は
株
主
、
投
資
家
を
は
じ
め
従
業
員
、

顧
客
、
取
引
先
、
地
域
社
会
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
企
業
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
す
る
。

　

企
業
情
報
開
示
を
法
律
や
規
則
等
に
基
づ
い
て
求
め
ら
れ
る
情
報
開
示
と
企
業
の
自
発
的
な
意
志
に
基
づ
く
情
報
開
示
、
前
者
を
制
度

企
業
情
報
開
示
の
統
合
化

―
―
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
展
開
―
―田　

　

中　
　

襄　
　

一
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二
六
（
二
六
）

的
（
あ
る
い
は
強
制
）
情
報
開
示
、
後
者
を
自
発
的
（
あ
る
い
は
任
意
）
情
報
開
示
と
に
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
上
場
企
業
の
情
報

開
示
に
関
し
て
い
え
ば
、
情
報
の
有
用
性
は
企
業
価
値
形
成
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
制
度
的
で
あ
る
か
自
発
的
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
制

度
的
情
報
開
示
の
内
容
は
近
年
充
実
し
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
自
発
的
情
報
開
示
の
内
容
が
社
会
の
要
請
の
も
と
で
多
種
多
様
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
制
度
的
情
報
開
示
の
比
重
が
相
対
的
に
低
下
す
る
中
で
、
そ
の
融
合
が

進
み
つ
つ
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る

（
１
）

。

　

情
報
開
示
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
を
広
く
捉
え
、
情
報
開
示
を
「
社
会
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と

（
２
）

」
と
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の

「
情
報
を
伝
え
る
」
と
い
う
よ
う
な
見
方
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
開
示
に
つ
い
て
静
的
な
側
面
が
強
い
印
象
を
受
け
る
。
情
報
開
示
は
た

だ
単
に
「
伝
え
る
こ
と
」
つ
ま
り
、
伝
達
だ
け
で
は
な
く
よ
り
積
極
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
は
非

公
開
で
あ
っ
た
も
の
、
つ
ま
り
ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
て
い
た
も
の
を
解
く
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
消
極
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
情
報
開
示
を
単
に
「
公
表
し
た
」「
伝
達
し
た
」
と
い
う
静
的
な
意
味
で
用
い

る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
、
情
報
開
示
に
よ
り
積
極
的
な
内
容
を
持
た
せ
、
情
報
開
示
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
得
を
得
、
信
頼
の

獲
得
を
目
指
す
と
い
う
、
能
動
的
な
姿
勢
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
。

　

な
お
、
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
表
現
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に

「
複
数
の
者
ど
う
し
が
、
言
語
な
ど
の
や
り
と
り
を
す
る

（
３
）

」
こ
と
で
あ
り
、
相
互
に
情
報
交
換
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
情
報
の
公
表

が
あ
っ
て
そ
の
後
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
あ
る
と
い
う
一
連
の
行
動
全
体
を
情
報
開
示
と
す
る
な
ら
ば
、
情
報
開
示
に
よ
り
積
極

的
意
味
合
い
を
持
た
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
情
報
開
示
は
単
に
開
示
、
伝
達
の
意
味
で
は
な
く
、
情
報
の
受
け
手
側
の
立
場
か
ら

み
て
そ
の
情
報
が
伝
え
る
内
容
に
つ
い
て
納
得
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
価
値
は
な
い
と
い
え
る
。
た
と
え
、そ
れ
が
情
報
受
領
者
に
と
っ



企
業
情
報
開
示
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統
合
化
（
田
中
）

二
七
（
二
七
）

て
都
合
の
悪
い
情
報
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
情
報
に
納
得
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
行
動
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
静
的
な
情

報
開
示
で
は
な
く
、
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
動
的
な
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
、
情
報
の
相
互
交
換
機
能
を
強
調
し
て
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（Tw

o w
ay com

m
unication

）
と
い
う
表
現
を
用

い
る
場
合
も
あ
る

（
４
）

。
本
稿
で
は
、
も
と
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
双
方
向
の
情
報
交
換
が
含
ま
れ
る
と
考
え
る
た
め
、
単
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
情
報
開
示
は
公
表
、
伝
達
だ
け
で
は
な
く
情
報
受
領
者
か

ら
の
予
想
さ
れ
る
反
応
を
踏
ま
え
た
上
で
の
行
動
と
い
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
情
報
受
領
者
か
ら
の
納
得
を
も
ら
う
、
信
頼
を
得
る

と
い
う
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
主
に
株
主
、
投
資
家
と
す
る
資
本
市
場
に
限
っ
て
み
る
と
、
情
報
開
示
を
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（Investor  R
elations:

以
下 

Ｉ
Ｒ
と
す
る
）
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
Ｉ
Ｒ
と
い
う
言
葉
は
米
国
に
お
い
て
一
九
五
〇
年
代
か
ら
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
資
本
市
場
に
お
け
る
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
指
し
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
企
業
財
務
の
領
域

を
包
含
す
る
幅
広
い
概
念
へ
と
展
開
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
と
に
資
本
市
場
関
係
者
の
間
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
企
業
評
価
を
行
な

う
た
め
企
業
に
対
し
て
法
律
や
規
則
で
定
め
ら
れ
た
情
報
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
求
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｒ
の
重
要
性
が
企
業
経
営
者
に
意
識
さ
れ
積
極
的
に
そ
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
の
Ｉ
Ｒ
活
動
が
推
進
さ
れ
た
の
は
一
九
九
〇
年

代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る

（
５
）

。
こ
こ
で
、
こ
の
Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｒ
の
定
義
と
し
て
、
全

米
Ｉ
Ｒ
協
議
会
（N

ational Investor R
elations Institute:N

IR
I

）
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
Ｉ
Ｒ
は
「
企
業
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
及
び
そ
の
他
の
関
係
者
の
最
も
効
果
的
な
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
た
め
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
及
び
証
券
諸
法
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
統
合
し
、
究
極
的
に
は
企
業
の
証
券
の
フ
ェ
ア
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バ
リ
ュ
ー
の
達
成
の
た
め
の
戦
略
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
責
務
で
あ
る

（
６
）

」
と
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｒ
活
動
に
お
け
る
情
報
開
示
の
対
象
は
株
主
、

投
資
家
か
ら
時
と
と
も
に
、
顧
客
、
従
業
員
、
地
域
社
会
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
資
本
市
場
関
係
者
以
外
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
に
米
国
に
お
い
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
第
一
人
者
と
も
い
え
る
ポ
ー
ル
・
ア
ー
ジ
ェ

ン
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
全
米
Ｉ
Ｒ
協
議
会
の
報
告
書

（
７
）

を
み
る
と
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
も

と
Ｉ
Ｒ
は
膨
ら
み
を
も
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
Ｉ
Ｒ
は
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
の
株
主
、
投
資
家
へ
の

開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
資
本
市
場
を
含
む
社
会
全
体
で
の
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
情
報

開
示
に
よ
っ
て
、
信
頼
を
得
る
と
い
う
内
容
へ
と
進
化
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
企
業
価
値
に
つ
い
て
み
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
示
的
に
理
解
さ
れ
る
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
に
加
え
、
明
示

的
に
示
す
こ
と
の
困
難
な
社
会
的
存
在
と
し
て
の
企
業
価
値
、
つ
ま
り
一
般
社
会
で
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
評
価
す
る
企
業
価

値
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
た
。
通
常
、
前
者
を
株
主
価
値
と
呼
ぶ
が
こ
こ
で
は
後
者
を
社
会
的
企
業
価
値
と
表

現
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
企
業
価
値
の
多
面
的
側
面
に
つ
い
て
経
済
価
値
と
社
会
価
値
と
い
う
見
方
で
の
取
り
上
げ
方
も
あ
る

（
８
）

。
先

に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
努
力
を
Ｉ
Ｒ
（
狭
義
の
Ｉ
Ｒ
）

と
呼
ぶ
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｒ
（
広
義
の
Ｉ
Ｒ
）
の
目
的
は
広
い
意
味
で
の
企
業
価
値
、
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
つ
ま
り

株
主
価
値
と
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
描
く
社
会
的
企
業
価
値
双
方
の
企
業
価
値
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

情
報
開
示
と
企
業
価
値

　

企
業
に
よ
る
情
報
開
示
の
目
的
は
企
業
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
企
業
の
実
体
お
よ
び
行
動
へ
の
理
解
を
促
し
、
企
業
の
示
す
姿
勢
、



企
業
情
報
開
示
の
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化
（
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中
）

二
九
（
二
九
）

情
報
内
容
が
信
頼
に
値
す
る
と
い
う
評
価
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
高
い
企
業
価
値
の
創
造
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
が
社
会
の
中
で
、
事
業
活
動
を
す
る
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
や
規
則
に
基
づ
い
た
情
報
開
示
を
行
う
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
な
い
た
め
、
そ
れ
に
加
え
企
業
独
自
の
自
発
的
な
情
報
開
示
に
よ
っ
て
理
解
を
求
め
る
行

動
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
今
日
、
企
業
の
事
業
活
動
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
満
足
を
得
る
よ
う
な
内
容
で
な
け
れ
ば
社
会
の
中
で
存
在

で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
企
業
が
社
会
と
の
相
互
関
係
性
を
維
持
し
、
そ
の
上
で
事
業
活
動
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
企
業
経
営
の
目
的
は
株
主
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
株
主
価
値
を
生
む
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
企
業
の

行
動
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
反
映
し
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
描
く
企
業
の
社
会
的
存
在
と
し
て
企
業
価
値
（
社
会
的
企
業

価
値
）
を
高
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
社
会
そ
の
も
の
の
価
値
を
高
め
て
行
く
、
つ
ま
り
社
会
を
豊
か
に
し
て
行
く
と
い
う
こ

と
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
企
業
価
値
は
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
（
株
主
価
値
）
と
社
会
的
企
業
価
値
を

統
合
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
は
株
主
価
値
あ
る
い
は
時
価
総
額
と
い
う
形
で
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
、
数
値
表
現
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
社
会
的
企
業
価
値
は
概
念
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
数
値
表
現
さ
れ
に

く
い
内
容
を
も
つ
。
通
常
、
貨
幣
数
値
で
表
現
さ
れ
る
企
業
価
値
に
つ
い
て
は
企
業
財
務
論
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
企
業
価
値
が
あ
り
、
そ

の
企
業
価
値
は
負
債
価
値
と
株
主
価
値
の
総
和
で
あ
る
。
一
般
的
に
負
債
の
変
化
率
は
株
式
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
極
め
て
小
さ
く
、
負
債

の
金
利
は
外
部
変
数
で
あ
り
経
営
者
の
統
制
の
で
き
な
い
フ
ァ
ク
タ
ー
の
た
め
、
企
業
価
値
の
増
大
と
い
う
場
合
は
、
株
主
価
値
の
向

上
を
意
味
す
る
こ
と
と
同
じ
意
味
で
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
株
主
価
値
は
資
本
市
場
に
お
い
て
は
、
時
価
総
額
つ
ま
り
発
行
済
株
式

数
（
潜
在
株
式
数
を
含
む
こ
と
も
あ
る
）
に
株
価
を
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
資
本
市
場
に
お
い
て
貨
幣
数
値
で
の
表
現
が
可
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能
な
も
の
を
企
業
価
値
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
経
済
、
社
会
の
発
展
と
と
も
に
、
企
業
価
値
に
対
す
る
考
え
方
も
多
様
化
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

社
会
的
企
業
価
値
の
考
え
方
は
企
業
の
社
会
的
責
任
（C

orporate Social R
esponsibility:

以
下
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
す
る
）
と
対
を
な
す

関
係
に
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
企
業
の
社
会
的
責
任
に
つ
い
て
そ
の
情
報
開
示
と
の
関
わ
り
で
み
る
と
、「
経
営
者
と
し
て
の
報
告
責
任

（A
ccountability

）
は
所
有
者
だ
け
で
な
く
そ
の
他
企
業
へ
の
貢
献
者
、
社
会
に
対
し
て
生
じ
る
も
の

（
９
）

」
と
す
る
視
点
も
あ
る
が
、
さ
ら

に
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
も
つ
考
え
方
と
し
て
「
企
業
活
動
プ
ロ
セ
ス
に
社
会
的
公
正
性
や
環
境
へ
の
配
慮
等
を
組
み
込
み
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
（
株
主
、
従
業
員
、
顧
客
、
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
）
に
対
し
て
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
は
た
し
て
い
く
こ
と
。
そ

の
結
果
、
経
済
的
・
社
会
的
・
環
境
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と

）
10
（

」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
社
会
的
企
業
価
値

を
経
営
者
が
認
識
す
る
と
同
時
に
、
企
業
経
営
の
現
状
と
将
来
像
に
つ
い
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
企
業
が
社
会
全
体
の
持
続
的
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て

く
る
と
、
企
業
の
情
報
開
示
は
、
そ
れ
が
制
度
的
で
あ
る
か
、
自
発
的
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
株
主
を
始
め
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
そ

れ
ぞ
れ
が
描
く
企
業
価
値
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
情
報
開
示
は

上
場
企
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
開
示
た
と
え
ば
、
株
主
、
投
資
家
向
け
あ
る
い
は
顧
客
、
取
引
先
、
さ
ら
に
は
一
般
社

会
向
け
な
ど
で
あ
る
と
し
て
も
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
介
し
て
瞬
時
に
あ
る
い
は
タ
イ
ム
ラ
グ
を
お
い
て
一
部
ま
た
は
、
す
べ
て
の
情

報
が
、
資
本
市
場
に
伝
播
し
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
、
即
ち
株
主
価
値
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
問
題
は
近
年
別
の
視
点
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（Environm

ental, Social, and G
overnance

）
問
題
と
捉
え
る
見
方
も
定

着
し
つ
つ
あ
る
。
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企
業
活
動
と
情
報
開
示

　

本
稿
で
前
提
と
し
て
い
る
株
式
会
社
形
態
の
企
業
は
多
く
の
出
資
者
が
資
金
を
持
ち
よ
り
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
人
々
が
企
業
を
形
成

し
、
そ
の
中
で
研
究
開
発
、
生
産
、
販
売
体
制
等
を
整
備
し
、
そ
の
仕
組
み
を
維
持
、
向
上
さ
せ
、
そ
し
て
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
利
益
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
利
益
の
中
か
ら
配
当
を
行
な
っ
た
後
に
残
っ
た
資
金
を
再
生
産
に
ま
わ
す
と
い
う
効
率
的
な
仕
組
み

を
構
成
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
的
な
概
念
と
し
て
「
法
人
」
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
組
織
形
態
の
も
と
で
、

法
人
に
属
す
る
人
々
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
と
そ
の
人
々
に
経
営
を
委
託
す
る
人
々
（
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）
と
の
関
係
が
課
題
と
も
な
っ
た

）
11
（

。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
と
背
景
の
も
と
で
は
、
企
業
の
情
報
開
示
の
対
象
は
も
っ
ぱ
ら
株
主
、
投
資
家
中
心
の
い
わ
ゆ
る
英
米
型
資
本
主
義

が
ひ
と
つ
の
潮
流
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
時
代
が
進
む
と
と
も
に
、
い
わ
ば
自
由
な
資
本
主
義
か
ら
国
の
規
制
を
受
け
る
規
制
型
資
本

主
義
と
な
り
、
株
主
資
本
主
義
の
考
え
方
が
見
直
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
米
国
に
お
い
て
は
「
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
経
営
者
が
株
主
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
に
配
慮
す
る
こ
と
を
認
め
る
法
律
を
制
定
し
た
。
…
…
（
中
略
）
…
…
イ
ギ
リ
ス
で
も
…
…
（
中

略
）
…
…
取
締
役
が
株
主
だ
け
で
は
な
く
労
働
者
の
利
害
に
も
配
慮
す
る
よ
う
義
務
づ
け
た

）
12
（

」
こ
と
の
影
響
は
大
き
い
。

　

こ
と
に
、
企
業
へ
の
社
会
か
ら
の
関
与
の
増
大
と
い
う
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
中
で
、
企
業
は
社
会
的
存
在
と
し
て
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
社
会
的
責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
企
業
は
社
会
が
求
め
る
、
あ
る
い

は
求
め
る
で
あ
ろ
う
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
研
究
、
開
発
し
、
生
産
そ
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
中
で
成
長
と
存
続
に
必
要
な

利
益
を
生
む
こ
と
が
社
会
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
、
販
売
と
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
フ
ロ
ー
の
中
で
、
企
業
は
さ
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ま
ざ
ま
な
情
報
開
示
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
企
業
の
提
供
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
が
間
違
い
の
な
い
も
の
、
信
頼
さ
れ
る

も
の
と
し
て
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
広
告
・
宣
伝
活
動
と
い
わ
れ
る
。
加
え
て
、
当
該

企
業
が
提
供
す
る
も
の
は
間
違
い
の
な
い
と
い
う
企
業
そ
の
も
の
へ
の
信
頼
を
得
る
た
め
の
開
示
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
開
示
は
、
広
報
、

Ｐ
Ｒ
あ
る
い
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
名
称
で
表
さ
れ
る
事
が
多
い
。
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

開
示
活
動
を
通
じ
て
、
企
業
と
社
会
の
相
互
信
頼
関
係
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
企
業
不
祥
事
に
よ
っ
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
相
互
信
頼
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
不
祥
事
は
企
業
の
提
供
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
に
欠
陥
が
あ
る
、
質
が
十
分
で
は
な
い
な
ど
顧
客

が
直
接
的
に
被
害
を
被
る
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
企
業
内
部
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
不
全
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
た
と
え
ば
不
正
会

計
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
、
第
三
者
割
り
当
て
に
絡
む
不
正
な
取
引
な
ど
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
雪
印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件
、
カ
ネ

ボ
ウ
粉
飾
決
算
事
件
、
三
菱
自
動
車
リ
コ
ー
ル
隠
し
事
件
、
西
武
鉄
道
有
価
証
券
報
告
書
虚
偽
記
載
事
件
、
最
近
で
は
オ
リ
ン
パ
ス
の
損

失
隠
し
事
件
等
で
あ
る
。
企
業
に
内
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
正
、
不
誠
実
が
表
面
化
し
て
不
祥
事
が
判
明
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
そ
こ

に
至
ら
な
い
こ
と
も
多
く
存
在
す
る
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
社
会
は
不
祥
事
の
な
い
企
業
を
期

待
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
は
、
情
報
開
示
に
よ
る
社
会
か
ら
の
監
視
も
一
定
の
役
割
を
果
た
す
と

考
え
ら
れ
る
。
経
営
者
は
基
本
的
に
は
資
本
の
提
供
者
で
あ
る
株
主
か
ら
委
託
を
う
け
て
い
る
た
め
、
株
主
に
対
し
て
の
責
任
が
優
先
さ

れ
る
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
株
主
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
も
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
経
営
者
は
社
会
全
体
の
利
益
に
資
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め

の
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
企
業
は
事
業
活
動
に
際
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
、
た
と
え
ば
環
境
問
題
、
児
童
労
働
問
題
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
こ
の

よ
う
な
問
題
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
企
業
は
収
益
を
生
む
と
い
う
こ
と
と
社
会
と
の
摩
擦
を
限

り
な
く
逓
減
さ
せ
る
と
い
う
社
会
性
の
双
方
を
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
企
業
の
社
会
的
責
任
企
業
を
問
う
ひ
と

つ
の
背
景
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
経
営
者
は
株
主
の
み
に
責
任
を
負
う
の
で
は
な
く
顧
客
、
従
業
員
、
地
域
社
会
等
の
全
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
も
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
適
切
な
経
営
が
行
な

わ
れ
て
い
る
か
否
か
は
企
業
の
情
報
開
示
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
他
な
い
と
い
う
の
も
現
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
情
報
開
示
の
内
容
に
対

す
る
信
頼
度
が
誠
実
な
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
も
と
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
経
営
者
は
事
業
活
動

の
面
の
み
な
ら
ず
、
情
報
開
示
の
面
に
お
い
て
も
適
正
な
経
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
持
続
可
能
な
企
業
と
し
て
利
益
を
生
む
と

い
う
こ
と
が
前
提
に
あ
る
も
の
の
、
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
内
部
統
制
の
構
築
と
運
用
を
適
切
に
行
な
う
と
同
時
に
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
期
待
す
る
事
柄
に
対
し
て
貢
献
し
、
そ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
を
開
示
す
る
と
い
う
責
務
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
へ
の
貢
献
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
結
果
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
を
説
明
責
任
と
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
は
結
果
責
任
を
も
伴
う
の
で
あ
る

）
13
（

。

　
　
　
　
　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
情
報
開
示

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
定
義
は
多
様
で
あ
る
。
経
営
学
、
法
学
、
社
会
学
等
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

法
に
よ
っ
て
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
企
業
統
治
と
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
祥
は
英
米
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
英
米
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
の
違
い
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
は
お
の
お
の
固
有
の
考
え
方



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

三
四
（
三
四
）

が
あ
る
。
欧
州
の
大
陸
諸
国
に
お
い
て
も
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は

主
に
英
米
型
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
的
、
社
会
的
、
文
化
的
背
景
の
相
違
に
よ

り
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
考
え
方
、
運
用
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
の
が
実
態
で
あ
る

）
14
（

。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
考
え
方
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
機
関
投
資
家
の
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
代
表
格
と
も
い
え
る
米
国
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
公
務
員
退
職
基
金
（The C

alifornia Public Em
ployees ’ R

etirem
ent System

:C
alPER

S

：
以
下
カ
ル
パ
ー
ス
と
す

る
）
は
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
企
業
の
指
揮
及
び
業
績
の
決
定
に
む
け
た
各
参
加
者
の
関
係
で
あ
る
と
し
、
主
た
る
参
加
者

は
株
主
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
主
導
さ
れ
た
経
営
者
、
取
締
役
会
」
で
あ
る
と
い
う
定
義
づ
け
を
お
こ
な
っ
た

）
15
（

。
こ
の
考
え
方
の
基
本
は
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
株
主
と
経
営
者
の
直
接
的
関
係
に
結
び
つ
け
、
株
主
は
企
業
業
績
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
株
主
に
も
た
ら
す

よ
う
経
営
者
に
委
託
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
託
す
る
経
営
者
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
を
委
託
者
で
あ
る
株
主
に
説
明
す

る
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
米
国
の
資
本
市
場
に
お
い
て
機
関
投
資
家
が
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
一
九
六
〇
年
代
以
降
の

い
わ
ゆ
る
機
関
化
現
象
が
進
む
に
つ
れ

）
16
（

、
カ
ル
パ
ー
ス
の
よ
う
な
考
え
方
が
次
第
に
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
、
英
米
等
の

機
関
投
資
家
の
投
資
対
象
が
日
本
な
ど
の
海
外
市
場
に
向
か
う
と
そ
れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
も
英
米
流
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

浸
透
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
機
関
投
資
家
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
企
業
経
営
者
は
無
視
し
得
な
く
な
っ
て

き
た
。
株
主
構
成
に
お
け
る
機
関
投
資
家
の
比
重
の
上
昇
は
機
関
投
資
家
の
企
業
へ
の
発
言
力
強
化
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
般
に
、
機
関
投
資
家
は
業
績
が
悪
化
し
た
企
業
な
ど
に
対
し
て
は
、
当
該
企
業
の
株
式
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
口
を
求
め
る
。

こ
れ
を
ウ
ォ
―
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ル
ー
ル
と
呼
ぶ
。
機
関
投
資
家
が
巨
大
化
す
る
に
つ
れ
、
保
有
株
式
が
巨
額
に
な
り
、
保
有
株
式
の
売
却

が
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
、
売
却
す
れ
ば
株
価
が
下
が
り
、
損
失
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
の
要
因
で
ウ
ォ
―
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ル
ー
ル
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を
単
純
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
保
有
し
た
株
式
の
も
つ
発
言
力
を
生
か
し
て
経
営
に
介
入
し
、
業
績
を
建

て
直
し
、
株
価
の
回
復
や
配
当
の
増
加
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
企
業
経
営
者
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
へ
の
関
心
を
払
わ
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
主
に
株
主
と
経
営
者
と
の
関
係
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
機
関
投
資
家
の
行
動
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

従
来
、
経
営
者
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
わ
り
の
中
で
は
、
株
主
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
経
営
者
に
対
し

て
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
わ
が
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
独
特
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
制
や
株
式
持
ち
合
い
の
中
で
、
経
営
者
と
株
主
と
の
間
に
は
英
米

ほ
ど
明
確
な
委
託
―
受
託
の
関
係
が
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
日
本
的
経
営
と
い
わ
れ
る
従
業
員
等
に
配
慮
す
る
経

営
が
行
な
わ
れ
て
き
た
と
い
う
よ
う
な
社
会
風
土
、
経
営
環
境
の
も
と
で
、
株
主
主
権
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
な
く
、
従
業

員
に
も
比
重
を
お
い
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
考
え
方
も
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

）
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（

。
経
営
者
に
と
っ
て
株
主
へ
の
配
慮

は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
配
慮
も
ま
た
同
等
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
経
営
者
の
責
任
に
つ
い
て
は
、「
株
主
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
他
の
利
害
関
係
者
に

対
す
る
社
会
責
任
の
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
…
…
株
主
を
優
先
す
る
傾
向
が
強
い
と
い
わ
れ
る
英
米
に
お
い
て
も
企
業
の
社

会
責
任
を
重
視
す
る
姿
勢

）
18
（

」
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
株
主
の
役
割
は
経
営
者
を
信
認
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
経
営
者
に
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
も
ま
た
経
営
者
に
信
頼
を
寄
せ
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
期
待

す
る
こ
と
に
な
る
。
経
営
者
の
株
主
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
受
託
し
た
企
業
経
営
全
般
に
つ
い
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
及
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び
将
来
像
を
説
明
す
る
責
任
で
あ
る
。
同
時
に
、
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
企
業
の
社
会

的
責
任
を
果
た
す
重
要
な
一
環
と
し
て
、
事
業
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
及
び
将
来
像
を
説
明
す
る
責
任
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
企
業
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
株
主
を
含
む
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
情
報
開
示
を
行
な
い
、
納
得
を
得
る
こ

と
で
あ
る
。

　

企
業
は
顧
客
、
取
引
先
、
従
業
員
、
行
政
、
地
域
社
会
な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
情
報
開
示
を
行
な
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
顧
客
に
対
し
て
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
そ
れ
ら
を
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
は
成
り
立
っ
て
お
り
、

企
業
は
財
・
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
を
認
知
、
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
開
示
し
、
購
入
を
誘
発
し
よ
う

と
す
る
。
ひ
と
つ
の
側
面
で
は
、
企
業
が
提
供
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
が
信
頼
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
業
員
に
対
し
て
は
、
経
営
者
は
社
内
報
や
直
接
的
に
話
し
か
け
る
場
を
つ
く
る
な
ど
の
方
法
や
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
た
間
接
的
な
方
法
で
、
経
営
理
念
に
基
づ
く
事
業
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
、
さ
ら
に
は
将
来
の
企
業
の
姿
を
示
す
経
営
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
、
理
解
と
納
得
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
。
さ
ら
に
は
、
行
政
、
特
に
監
督
当
局
（
資
本
市
場
に
か
か
わ
る
も
の
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
の
事
業
活
動
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
金
融
庁
、
経
済
産
業
省
、
さ
ら
に
は
自
治
体
等
）
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
規
制
の
も
と
で
報
告
義
務
を
負
っ
て
い
る
情
報
開
示
が
あ
る
。
そ
の
全
て
が
一
般
に
開
示
さ
れ
る
情
報
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
も

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
一
端
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

　

加
え
て
、
企
業
は
販
売
促
進
、
人
材
の
採
用
の
た
め
、
さ
ら
に
は
資
本
市
場
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
る
。
こ
の
た
め
に
、
環
境
問
題
を
含
め
た
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
る
企
業
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
開
示
を
行
な
う
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
環
境
報
告
書
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
等
の
作
成
、
さ
ら
に
は
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（
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三
七
（
三
七
）

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
多
様
な
情
報
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
を
、
広
報
活
動
、
Ｐ
Ｒ
活
動
あ
る

い
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
情
報
を
提
供
し
、
理
解
と
納
得
を
得
よ
う
と
す
る
点
で
、
こ

れ
ら
の
行
動
も
ま
た
広
い
意
味
で
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
一
環
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

資
本
市
場
に
お
け
る
制
度
的
情
報
開
示
の
展
開

　

株
主
、
投
資
家
に
対
す
る
情
報
開
示
は
資
本
市
場
規
制
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
わ
が
国
で
は
金
融
商
品
取
引
法
や

会
社
法
及
び
証
券
取
引
所
規
則
等
が
柱
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律
や
規
則
等
に
基
づ
く
情
報
開
示
の
原
型
は
米
国
に
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
米
国
に
お
け
る
情
報
開
示
へ
の
要
求
は
、
一
九
〇
〇
年
代
の
巨
大
ト
ラ
ス
ト
の
出
現
時
に
遡
り
、
議
会
が
ト
ラ
ス
ト
に
対
し

て
財
務
情
報
の
提
出
を
求
め
た
こ
と
に
始
ま
る

）
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（

。
そ
れ
が
制
度
的
に
確
立
し
今
日
的
な
法
律
や
規
則
等
の
も
と
で
の
情
報
開
示
が
も
と
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
二
九
年
の
資
本
市
場
に
お
け
る
株
価
の
暴
落
を
契
機
と
し
た
い
わ
ゆ
る
大
恐
慌
時
代
で
あ
っ
た
。
具
体

的
に
は
一
九
三
三
年
の
証
券
法
（Security A

ct of 1
9
3
3

）
及
び
一
九
三
四
年
の
取
引
所
法
（Security Exchange A

ct of 1
9
3
4

）
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
二
つ
の
法
律
は
そ
の
後
の
米
国
資
本
市
場
法
制
の
基
本
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
日
本
を
含
む

多
く
の
国
々
の
資
本
市
場
規
制
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
両
者
の
違
い
は
「
証
券
法
の
内
容
が
情
報
開
示
と
い
う
理
念

に
忠
実
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
取
引
所
法
は
流
通
市
場
で
生
起
す
る
雑
多
な
問
題
を
扱
う

）
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（

」
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

な
お
、
取
引
所
法
に
よ
り
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（Securities and Exchange C

om
m

ission

：
証
券
取
引
委
員
会
）
が
設
立
さ
れ
証
券
法
、
取
引
所
法

の
運
用
が
委
ね
ら
れ
、
資
本
市
場
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
米
国
の
資
本
市
場
に
お
け
る
情
報
開
示

の
中
で
の
ひ
と
つ
の
柱
は
多
数
の
株
主
、
投
資
家
が
参
加
し
売
買
を
行
な
う
流
通
市
場
に
お
け
る
情
報
開
示
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
取
引
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所
法
等
に
よ
り
、
有
価
証
券
を
発
行
し
た
企
業
は
年
次
報
告
書
（A

nnual report

）
及
び
四
半
期
報
告
書
（Q

uarterly report

）
そ
し
て

臨
時
報
告
書
（C

urrent report

）
を
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
こ
れ
ら
報
告
書
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ａ
Ｒ
シ
ス
テ

ム
（
現
在
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
シ
ス
テ
ム
に
移
行
中
）
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ッ
ブ
上
で
直
ち
に
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
情
報
の
開
示
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
法
律
や
証
券
取
引
所
の
規
則
等
に
基
づ
く
い
わ
ゆ

る
制
度
的
情
報
開
示
で
あ
る
。
資
本
市
場
に
お
い
て
株
主
、
投
資
家
の
求
め
る
情
報
に
つ
い
て
み
る
と
、
年
次
報
告
書
、
四
半
期
報
告
書

と
い
っ
た
過
去
の
情
報
も
重
要
な
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
必
要
な
も
の
は
企
業
の
将
来
の
業
績
を
予
測
で
き
る
よ
う
な
情
報
で
あ

る
。
こ
れ
は
将
来
志
向
情
報
（Forw

ard looking inform
ation

）
と
呼
ば
れ
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
こ
の
情
報
に
つ
い
て
「
一
九
七
〇
年
代

後
半
ま
で
、
強
制
開
示
上
の
開
示
書
類
に
発
行
会
社
が
将
来
志
向
情
報
を
記
載
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
七
八
年
に

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
政
策
を
転
換
し
、
予
測
が
は
ず
れ
た
場
合
に
一
定
の
条
件
の
も
と
で
免
責
を
認
め
る
安
全
港
ル
ー
ル
（
筆
者
注
：Safe harbor 

rule

）
を
制
定
し
て
将
来
志
向
情
報
の
開
示
を
奨
励
し
て
い
る

）
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（

」。
加
え
て
、
年
次
報
告
書
に
お
い
て
は
経
営
者
に
よ
る
討
議
及
び
分
析

（M
anagem

ent  D
iscussion and A

nalysis:M
D

&
A

）
の
中
で
、
将
来
の
業
績
に
与
え
る
よ
う
な
合
理
的
要
因
に
つ
い
て
は
記
載
す
る
よ

う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
律
に
基
づ
く
情
報
開
示
の
中
に
も
一
定
の
条
件
付
き
と
は
い
え
将
来
の
業
績
を
検
討
す
る
上

で
、
必
要
な
情
報
を
加
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
二
〇
〇
一
年
の
エ
ン
ロ
ン
事
件
等
を
契
機
に
二
〇
〇
二
年
に
成
立
し
た
通
称
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ッ
ク
ス
リ
ー
法
（Sarbanes 

O
xley A

ct of 2
0
0
2

）
で
は
年
次
報
告
書
に
企
業
の
開
示
し
た
財
政
状
態
及
び
経
営
成
績
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ

（C
hief Executive O

ffi cer:

最
高
経
営
責
任
者
）
及
び
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（C

hief Financial O
ffi cer:

最
高
財
務
担
当
責
任
者
）
の
署
名
を
付
し
た

証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
示
へ
の
信
頼
性
を
一
層
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
開
示
さ
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業
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三
九
）

れ
た
情
報
が
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
同
様
の
手
だ
て
が
講
じ
ら
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
金
融
庁
が
公
表
し
た
金
融
再

生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
「
財
務
諸
表
の
正
確
性
に
関
す
る
経
営
者
に
よ
る
宣
言
」
に
お
い
て
代
表
取
締
役
に
署
名
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
有
価
証
券
報
告
書
の
添
付
書
類
と
な
り
、
二
〇
〇
四
年
に
は
東
京
証
券
取
引
所
は
会
社
情
報
の
適

時
、
適
切
な
提
供
に
つ
い
て
経
営
者
が
真
摯
な
姿
勢
で
臨
む
旨
を
宣
誓
し
た
「
宣
誓
書
」
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
わ
が
国
に

お
け
る
制
度
的
情
報
開
示
の
中
心
は
、
有
価
証
券
報
告
書
、
四
半
期
報
告
書
そ
し
て
米
国
に
は
な
い
決
算
短
信
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は

米
国
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
株
主
、
投
資
家
の
側
か
ら
み
る
と
、
財
務
諸
表
等
の
開
示
内
容
に
つ
い
て
、
比
較
可
能
性
の
視
点
で
の
課
題
が
残
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
は
会
計
基
準
が
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、
国
際
化
す
る
資
本
市
場
の
中
に
あ
っ
て
世
界
の
企
業
を
比
較
し
、
株
主
、
投
資
家

が
企
業
評
価
を
行
い
、投
資
判
断
を
す
る
際
に
は
不
都
合
な
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
長
年
に
わ
た
っ
て
会
計
基
準

の
世
界
的
統
一
化
の
努
力
が
行
な
わ
れ
、
国
際
財
務
報
基
準
（International Financial R

eporting Standards:

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
が
作
成
さ

れ
各
国
が
採
用
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
適
用
は
二
〇
〇
五
年
に
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
始
ま
り
、
各
国
に

広
が
っ
て
い
る
。
米
国
に
お
い
て
も
適
用
が
迫
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
二
〇
一
〇
年
三
月
期
か
ら
一
定
の
企
業
に
適
用
を
認
め
、
早
期

の
本
格
適
用
を
目
指
し
て
い
る

）
22
（

が
、
適
用
ま
で
に
は
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
導
入
は
企
業
の
情
報
開
示
に
情
報
の

量
と
質
の
面
か
ら
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
加
え
て
、
二
〇
一
〇
年
に
公
表
さ
れ
た
国
際
会
計
基
準
審
議
会
（International A

ccounting 

Standards Board : IA
SB

）
の
「
経
営
者
の
説
明
」（M

anagem
ent Com

m
entary : M

C

）
で
は
財
務
報
告
の
中
に
お
い
て
、
財
務
情
報
以

外
の
次
の
五
点
を
重
視
し
た
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①　

事
業
の
性
質
、
②　

経
営
者
の
目
標
及
び
そ

れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
の
戦
略
、
③　

企
業
の
最
も
重
要
な
資
源
、
リ
ス
ク
等
、
④　

事
業
の
成
果
及
び
予
測
、
⑤　

目
標
に
対
し
て
業
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務
遂
行
の
評
価
に
用
い
る
重
要
な
指
標
等
、
で
あ
る

）
23
（

。

　

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
財
務
諸
表
等
に
過
去
の
結
果
を
示
す
こ
と
と
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
と
い
う
経
緯
を
説
明
す

る
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
ら
が
企
業
の
将
来
を
み
る
上
で
ど
の
よ
う
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
や
将
来
の
経
営
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
経
営
戦
略
の
内
容
の
開
示
ま
で
求
め
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
資
本
市
場
で
の
制
度
的
情
報
開

示
に
お
い
て
も
内
容
が
充
実
し
、
世
界
共
通
の
尺
度
で
評
価
で
き
る
よ
う
な
試
み
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
財
務
情
報
の
み
な
ら

ず
、
非
財
務
情
報
に
つ
い
て
も
一
定
の
共
通
し
た
基
準
の
も
と
で
の
表
現
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
可
能
性
が
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
内
容
は
資
本
市
場
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
み
な
ら
ず
、
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
も

非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　

企
業
財
務
と
情
報
開
示

　

Ｉ
Ｒ
の
実
践
に
お
い
て
は
、
企
業
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
経
営
資
源
、
た
と
え
ば
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
企
業
財
務
）
機
能
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
機
能
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
等
を
総
動
員
し
て
企
業
価
値
の
維
持
、
向
上
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
、
特
に
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
資
本
市
場
に
お
け
る
株
主
価
値
の
増
大
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

企
業
財
務
と
は
株
主
価
値
の
創
造
、
言
い
換
え
れ
ば
株
主
価
値
の
最
大
化
を
目
的
と
す
る
財
務
活
動
を
指
す
。
一
般
に
、
企
業
財
務
の

意
思
決
定
は
、
投
資
活
動
の
意
思
決
定
、
資
本
構
造
（
資
金
調
達
）
の
意
思
決
定
、
配
当
の
意
思
決
定
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
投
資
の

意
思
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
投
資
の
期
待
収
益
率
が
資
本
コ
ス
ト
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
、
そ
れ
が
株
主
価
値
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
資
本
構
造
の
意
思
決
定
に
際
し
て
は
、
事
業
遂
行
の
た
め
の
投
資
を
す
る
際
の
資
金
調
達
を
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
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せ
で
行
な
う
の
か
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
株
主
資
本
と
負
債
を
ど
の
よ
う
な
比
率
で
組
み
合
わ
せ
れ
ば
全
体
の
資
本
コ
ス

ト
が
低
下
し
、
株
主
価
値
の
増
大
に
貢
献
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
配
当
の
意
思
決
定
は
、
事
業
活
動
の
成
果
と
し
て
生
ん
だ
利

益
を
ど
の
く
ら
い
株
主
へ
の
配
当
に
回
す
か
と
い
う
意
思
決
定
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
事
業
活
動
の
結
果
生
じ
た
利
益
は
株
主
に
帰
属
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
企
業
は
事
業
活
動
の
継
続
の
た
め
に
全
て
を
配
当
せ
ず
、
利
益
の
一
部
を
再
投
資
に
あ
て
る
こ
と
が
多
い
。
株
主
価

値
を
高
め
る
た
め
に
、
外
部
流
出
す
る
配
当
と
企
業
内
に
留
め
る
内
部
留
保
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
配
当
の
意

思
決
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
株
主
価
値
増
大
の
た
め
に
不
可
欠
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
価
値
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
、
つ
ま
り
事
業
活
動
と
財
務
活

動
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
及
び
将
来
像
に
つ
い
て
情
報
開
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
財
務
の
意
思
決
定
の
中
で
、
ど
ん
な
に
企
業
、
経
営

者
が
株
主
価
値
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
事
業
活
動
と
財
務
活
動
の
経
過
等
を
株
主
、
投
資
家
は
じ
め
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
評
価
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
株
主
価
値
の
増
大
は
表
面
化
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
資
本
市
場
に
お
い
て
は
適
正
な
、
あ

る
い
は
高
い
評
価
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
株
主
価
値
の
増
加
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
で
あ
る

）
24
（

。
従
っ
て
、
企
業
財
務
と
い
う
場
合
は
先

の
三
つ
の
意
思
決
定
に
加
え
、
こ
の
企
業
価
値
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
と
将
来
像
の
情
報
開
示
を
も
含
む
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
企
業
財
務
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
、
完
全
市
場
（
情
報
コ
ス
ト
ゼ
ロ
、
税
率
ゼ
ロ
と
い
っ
た
状
況
で
流
動
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
）
及
び
効
率
的
市
場
（
情
報
が
瞬
時
に
株
価
に
反
映
し
フ
ェ
ア
バ
リ
ュ
ー
に
な
る
こ
と
）
と
い
っ
た
条
件
は
現
実
に
は
満

た
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
条
件
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
た
め
に
も
資
本
市
場
に
対
し
て
は
十
分
か
つ
積
極
的
な
情
報
開
示
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

な
お
、
資
本
市
場
に
お
け
る
株
主
価
値
の
測
定
は
、
企
業
財
務
論
で
は
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
用
い
た
モ
デ
ル
、
つ
ま
り
そ
の
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企
業
が
将
来
生
み
出
す
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
資
本
コ
ス
ト
で
割
り
引
い
て
現
在
価
値
を
算
出
す
る
モ
デ
ル
で
行
な
わ
れ
る
こ
と

が
多
い

）
25
（

。
こ
れ
は
企
業
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
よ
っ
て
株
価
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
常
に
企
業
の

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に
よ
っ
て
株
価
が
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
資
本
市
場
は
「
企
業
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
に

基
づ
く
価
格
形
成
の
場
に
す
る
た
め
に
は
企
業
が
、
経
営
戦
略
、
経
営
成
果
に
関
す
る
情
報
を
十
分
に
開
示
し
、
投
資
家
が
そ
れ
ら
の
情

報
に
基
づ
い
て
自
由
に
取
引
で
き
る
市
場
環
境

）
26
（

」
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
算
出
に
際
し
て
は
、
企
業
の
財
務
情
報

以
外
の
、
い
わ
ゆ
る
非
財
務
情
報
を
も
加
味
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
非
財
務
情
報
は
数
値
で
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
定
性
的
情
報
と
し
て
開
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
制
度
的
情
報
開
示
の
中
に
も
非
財
務
情
報
が
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
機
関
投
資
家
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
と
い
っ
た
資
本
市
場
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
は
基
本
的
に
は
財
務
情
報
を
も
と
に
分
析
を
行
な
う
が
、
そ
の
際
に
は
経
済
、
社
会
、
環
境
等
企
業
を
取
り
巻
く
定
性
的
な
諸
要
因
及

び
企
業
自
体
の
非
財
務
情
報
を
織
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
最
終
的
な
企
業
評
価
を
行
な
う
。
従
っ
て
、「
企
業
は
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、

財
務
情
報
と
そ
れ
を
説
明
す
る
経
営
方
針
な
ど
の
定
性
的
な
非
財
務
情
報
を
整
合
的
に
説
明
し
、
企
業
評
価
者
が
こ
れ
ら
情
報
を
関
係
付

け
て
整
理
・
分
析
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
あ
た
え
る
必
要
が
あ
る

）
27
（

」。

　
　
　
　
　

イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
展
開

　

Ｉ
Ｒ
は
企
業
活
動
の
中
で
行
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
開
示
を
通
じ
て
株
主
価
値
、
社
会
的
企
業
価
値
の
増
大
を
目
的
す
る
も
の
で
あ
る
。

情
報
開
示
は
、
そ
れ
が
一
般
社
会
を
対
象
と
し
た
広
告
・
宣
伝
や
広
報
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
株
主
、
投
資
家
を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
は
行
政
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
社
会
と
の
情
報
交
換
と
い
わ
れ
る



企
業
情
報
開
示
の
統
合
化
（
田
中
）

四
三
（
四
三
）

も
の
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ら
の
情
報
開
示
の
結
果
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
描
く
企
業
価
値
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
Ｉ
Ｒ
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
は
主
に
株
主
、
投
資
家
を
対
象
と
し
た
情
報
開
示
を
指
す
こ
と
と
同
義
的
に
扱
わ
れ
て
き

た
が
、
資
本
市
場
、
社
会
環
境
の
変
化
と
と
も
に
Ｉ
Ｒ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
な
変
化
を
み
せ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
実
務
を
み
る
と
、
わ
が
国
企
業
の
中
で
、
情
報
開
示
に
あ
た
る
部
署
の
名
称
と
し
て
、
た
と
え
ば
広
報
・
Ｉ
Ｒ
部
な
ど
と
い
っ
た

用
語
を
用
い
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
情
報
開
示
は
そ
の
対
象
の
如
何
を
問
わ
ず
、
一
体
化
の
方
向

に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
株
主
、
投
資
家
に
限
ら
ず
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
全
体
へ
の
情
報
発
信
を
い
わ
ば
ワ
ン
ボ
イ
ス
化
す
る
た
め
の
工

夫
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
広
報
・
Ｉ
Ｒ
部
と
い
っ
た
名
称
は
上
場
企
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
資
本
市
場
を
意
識
し
た
情
報
開
示
を
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
の
象
徴
的
側
面
と
い
う
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
財
務
情
報
を
主
に
扱
う
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ

ポ
ー
ト
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
報
告
書
と
い
っ
た
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
非
財
務
情
報
を
扱
う
報
告
書
類
を
一
体
化
し

て
ゆ
こ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
統
合
レ
ポ
ー
ト
へ
の
動
き
も
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
事
実
も
あ
る
。

　

米
国
に
お
い
て
、
株
主
に
対
し
て
の
情
報
開
示
を
意
識
し
、
専
門
の
部
署
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
三
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
社
（
Ｇ
Ｅ
社
）
が
初
め
て
で
あ
っ
た

）
28
（

。
ま
さ
に
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
最
優
先
対
象
者
と
も
い
う
べ
き
株
主
を
対
象
に
絞
っ
た

情
報
開
示
が
強
く
意
識
さ
れ
始
め
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
資
本
市
場
を
意
識
し
た
情
報
開
示
が
基
礎
と
な
り
、
対
象
が
株
主
の
み
な
ら
ず
、

株
主
以
外
の
投
資
家
へ
と
広
が
り
を
見
せ
た
。
そ
し
て
、
対
象
が
株
主
・
投
資
家
以
外
へ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
と
展
開
し
、
今
日
的

な
Ｉ
Ｒ
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
の
形
成
は
一
義
的
に
は
資
本
市
場
に
対
す
る
情
報
開
示
を
反
映
し
て
行
な
わ
れ
る
が
、
資
本
市
場
を
意

識
し
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
受
け
と
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
言
動
を
通
じ
て
資
本
市
場
に
投
影
さ
れ
る
こ
と
に
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な
る
。
い
わ
ば
、
世
の
森
羅
万
象
を
映
し
て
企
業
価
値
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
Ｉ
Ｒ
は
企
業
価
値
を
形
成
す
る
た
め

の
企
業
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
別
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
Ｉ
Ｒ
の
成
果
が
問
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し
て
い
る
の
か
否
か
が
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
Ｉ
Ｒ
の
目
的
を
単
に
、
資
本
市
場
に
お
け
る
企
業
価
値
（
株
主
価
値
）
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
に
お

け
る
企
業
価
値
（
社
会
的
企
業
価
値
）
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
実
の
企
業
の
中
で
の
情
報
開

示
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
企
業
の
歴
史
的
、
組
織
的
変
遷
の
中
で
、
そ
の
担
当
部
署
は
広
告
・
宣
伝
、
広
報
、
Ｐ
Ｒ
、（
狭
義
の
）
Ｉ
Ｒ
、

最
近
で
は
、
広
報
・
Ｉ
Ｒ
あ
る
い
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
名
称
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
働
く
人
々
の
行
動
、
意
識
の
差
な
ど
か
ら
実
際
問
題
と
し
て
、
全
て
の
情
報
開
示
を
Ｉ
Ｒ
で
総
称
す
る
こ
と
に
は

抵
抗
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
上
場
会
社
の
目
的
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
株
主
価
値
、

社
会
的
企
業
価
値
の
維
持
、
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
Ｉ
Ｒ
は
ま
さ
に
、
企
業
の
発
信
す
る
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
一

体
化
し
効
率
的
な
運
営
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　

結
び
に
か
え
て

　

企
業
の
情
報
開
示
は
経
済
、
社
会
の
発
展
と
と
も
に
多
様
な
展
開
を
み
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
情
報
開
示
は
顧
客
な
ど
へ
の
財
・
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
開
示
に
始
ま
り
、
資
本
市
場
の
発
展
と
と
も
に
出
資
者
に
対
し
て
、
経
営
者
が
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
及
び
将

来
像
に
つ
い
て
報
告
す
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
開
示
の
領
域
に
お
い
て
開
示
内
容
と
方
法

は
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
と
に
、
資
本
市
場
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
企
業
の
情
報
開
示
の
姿
勢
は
、
社
会
か
ら
の
要
請
の
高
ま
り
と
と



企
業
情
報
開
示
の
統
合
化
（
田
中
）

四
五
（
四
五
）

も
に
積
極
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
情
報
開
示
は
当
初
、
財
務
情
報
が
中
心
に
な
る
も
の
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
入

る
と
そ
れ
は
狭
義
の
Ｉ
Ｒ
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
始
め
、
い
わ
ゆ
る
自
発
的
情
報
開
示
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、
非
財
務
の
情
報
も
加
わ

る
な
ど
内
容
は
充
実
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
の
企
業
価
値
（
株
主
価
値
）
を
意
識
す
る
投
資
家
の
存
在
は
、
企
業
経
営
者

に
も
企
業
財
務
論
を
基
礎
に
し
た
企
業
価
値
（
株
主
価
値
）
を
意
識
し
た
経
営
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
投
資
家
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
関
心
は
企
業
経
営
者
に
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
の
中
で
、
企
業
価
値
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
多
様
化
し
て
く
る
に
つ
れ
、
企
業
経
営
者
は
資
本
市

場
に
お
け
る
企
業
価
値
（
株
主
価
値
）
に
加
え
て
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
考
え
る
社
会
的
存
在
と
し
て
の
企
業
価
値

（
社
会
的
企
業
価
値
）
を
も
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
企
業
価
値
の
向
上
の
た
め
に
は
企
業
か
ら
の

適
時
、
適
切
か
つ
公
正
な
情
報
開
示
が
不
可
欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
株
主
、
投
資
家
を
始
め
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
推
移
を
見
せ
て
き
た
情
報
開
示
の
背
景
に
は
九
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら

急
速
に
企
業
に
浸
透
し
て
き
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
等
の
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
、
多
く
の
企
業
に
受
け
い
れ
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
ソ
ニ
ー
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ソ
ニ
ー
は
「
グ
ル
ー
プ
行
動
規
範
」
の
中
で
次
の
よ
う
な
考
え
方
を

公
表
し
て
い
る
。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
健
全
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
企
業
価
値
の
向
上
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
の

企
業
と
し
て
の
社
会
に
対
す
る
責
任
の
基
本
を
な
す
も
の
で
す
。
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
事
業
活
動
が
、
直
接
、
間
接
を
問
わ
ず
、

様
々
な
形
で
社
会
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
健
全
な
事
業
活
動
を
営
む
た
め
に
は
、
株
主
、
お
客
様
、
社
員
、
調
達
先
（
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
）、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
、
地
域
社
会
、
そ
の
他
の
機
関
を
含
む
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
心
に
配
慮
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し
て
経
営
上
の
意
思
決
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
事
業
を
遂
行
す

る
よ
う
努
力

）
29
（

」
す
る
と
し
て
情
報
を
積
極
的
に
開
示
す
る
姿
勢
を
み
せ
て
き
た
。
先
に
触
れ
た
経
緯
の
中
で
、
狭
義
の
Ｉ
Ｒ
で
の
情
報
開

示
か
ら
社
会
的
企
業
価
値
を
念
頭
に
置
い
た
Ｉ
Ｒ
へ
の
展
開
を
志
向
す
る
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
貢
献
の
努
力
は
企
業
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
責
任
の
遂
行
そ
の
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
ソ
ニ
ー
の
ケ
ー
ス
の
み
な
ら

ず
、
企
業
の
事
業
活
動
に
際
し
て
は
、
企
業
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
関
心
を
払
う
企
業
は
多
い
、
そ
う
で
な
く
て
は
企
業
と

し
て
の
存
在
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
関
心
は
同
時
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
か
ら
の
納
得
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
納
得
を
得
る
た
め
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の

情
報
開
示
が
不
可
欠
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
社
会
に
関
心
を
払
う
と
い
う
こ
と
は
情
報
開
示
を
徹
底
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
情
報
開
示
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
描
く
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
上
場
会
社
の
Ｉ
Ｒ
を
単
に
資
本
市
場
に
限
定
し
た
情
報
開
示
と
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
社
会
を
対
象
に
す
る
情

報
開
示
と
す
べ
き
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
Ｉ
Ｒ
（
広
義
の
Ｉ
Ｒ
）
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
情
報
開
示
に
よ
っ
て
企
業
価
値
を
高
め
る
と
い
う
Ｓ
Ｒ

（Stakeholder R
elations

）
と
呼
べ
る
も
の
に
変
化
し
て
い
る
か
の
も
し
れ
な
い
。

（
1
）

藤
原
博
彦
「
企
業
情
報
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
の
変
容
」
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
一
頁
―
一
六
二
頁
。

（
2
）

柴
健
次
、
須
田
一
幸
、
薄
井
彰
「
現
代
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
」
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
八
年
、
七
頁
。

（
3
）

橋
元
良
明
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
へ
の
招
待
」
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
五
頁
。

（
4
）

小
倉
重
男
、
瀬
木
博
道
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
Ｐ
Ｒ
」
電
通
、
一
九
九
八
年
、
三
七
頁
。
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）

（
5
）

田
中
襄
一
「
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
歴
史
と
思
想
」
政
経
研
究
三
九
巻
一
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七
三
頁

―
二
〇
二
頁
参
照
。

（
6
）Investor relations is a strategic m

anagem
ent responsibility that integrates fi nance, com

m
unication,m

arketing and securities law
 com

pliance 

to enable the m
ost effective tw

o-w
ay com

m
unication betw

een a com
pany, the financial com

m
unity, and other constituencies, 

w
hich ultim

ately contributes to a com
pany's securities achieving fair valuation.  (A

dopted by the N
IR

I B
oard of D

irectors, M
arch 

2
0
0
3.),N

ational Investor R
elations Institute  http://w

w
w.niri.org/FunctionalM

enu/A
bout.aspx

（
7
）

Paul A
rgenti “The pow

er of  Integretion ” N
ational Investor R

elations Institute, Septem
ber 2

0
0
5.

（
8
）

石
崎
忠
司
、
中
瀬
忠
和
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
企
業
価
値
」
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
五
頁
―
二
八
三
頁
。
こ
こ
で

は
、
経
済
価
値
、
社
会
価
値
の
議
論
を
踏
ま
え
、
株
主
価
値
重
視
と
多
元
的
価
値
重
視
の
調
和
化
と
い
う
議
論
を
展
開
を
し
て
い
る
。

（
9
）

十
川
廣
國
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
本
質
」
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
八
〇
頁
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
論
の
発
展
フ
ェ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）

谷
本
寛
治
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
」
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
四
年
、
五
頁
。

（
11
）

渡
部
亮
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
の
本
質
」
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
三
五
頁
―
二
六
五
頁
。

（
12
）

J.M
icklethw

ait,A
.W

ooldridge “The C
om

pany ” R
andom

 H
ouse,2

0
0
3 . pp

1
4
9-1

5
1

（
高
尾
義
明
監
訳
「
株
式
会
社
」
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講

談
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
二
頁
―
二
〇
四
頁
）。

（
13
）

吉
森
賢
、
齋
藤
正
章
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
九
年
、
六
三
頁
。

（
14
）

吉
森
賢
「
企
業
統
治
と
企
業
倫
理
」
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
八
年
、
七
九
頁
―
一
三
七
頁
。

（
15
）

関
孝
哉
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
論
」
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年
、
七
頁
。

（
16
）

三
和
裕
美
子
「
機
関
投
資
家
の
発
展
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
日
本
評
論
社
、
一
九
九
九
年
、
一
二
一
頁
。

（
17
）

伊
丹
敬
之
「
日
本
型
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四
九
頁
―
一
八
二
頁
。

（
18
）

関
孝
哉
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
。

（
19
）

大
西
清
彦
「
財
務
公
開
思
想
の
形
成
」
森
山
書
店
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
頁
―
四
四
頁
。
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（
20
）

黒
沼
悦
郎
「
ア
メ
リ
カ
証
券
取
引
法
」
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
、
五
頁
。

（
21
）

前
掲
書
、
一
四
〇
頁
。

（
22
）

野
村
嘉
浩
「
目
前
に
迫
る
国
際
会
計
基
準
の
適
用
」『
財
界
観
測
』
野
村
證
券
金
融
経
済
研
究
所
、
野
村
資
本
市
場
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
夏

号
、
二
〇
〇
九
年
、
四
頁
―
二
三
頁
。

（
23
）M

anagem
ent C

om
m

entary,IA
SB

, 2
0
1
0 ,para.2

4 .

（
24
）

高
橋
文
郎
「
企
業
財
務
と
Ｉ
Ｒ
」『
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
』Vol.2

日
本
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
学
会
、
二
〇
〇
五

年 

一
一
月
、
一
頁
―
二
五
頁
。
こ
こ
で
は
企
業
財
務
の
領
域
を
①
価
値
を
生
む
事
業
を
実
施
す
る
（
投
資
政
策
）
②
資
金
の
調
達
と
分
配
の
仕
組

み
を
考
え
る
（
資
金
の
調
達
と
分
配
政
策
）
③
価
値
創
造
の
状
況
を
投
資
家
に
伝
え
る
、
と
し
て
い
る
。

（
25
）

新
井
富
雄
、
渡
辺
茂
、
太
田
智
之
「
資
本
市
場
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
一
頁
―
一
四
一
頁
。

（
26
）

井
出
正
介
、
高
橋
文
郎
「
株
主
価
値
創
造
革
命
」
東
洋
経
済
新
報
、
一
九
九
八
年
、
一
三
一
頁
。

（
27
）

経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
「
知
的
資
産
経
営
報
告
の
視
点
と
開
示
実
証
分
析
調
査
」
経
済
産
業
省
、
二
〇
〇
七
年
、
二
七
頁
。

（
28
）

渡
部
亮
、
前
掲
書
、
三
五
七
頁
。

（
29
）

http://w
w

w.sony.co.jp/SonyInfo/csr/report/
二
〇
一
二
年
一
月
五
日
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

四
九
（
四
九
）

　
　
　
　
　
　

一　

南
シ
ナ
海
問
題

　

一
．
南
シ
ナ
海
問
題
の
現
在

　

南
シ
ナ
海
は
、
近
隣
住
民
の
生
活
圏
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
華
世
界
の
交
流
空
間
で
あ
っ
た
。
現
代
世
界
で
は
、
シ
ー
レ
ー
ン
と
し

て
戦
略
的
関
心
事
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
南
海
諸
島
に
お
け
る
石
油
開
発
が
展
望
さ
れ
る
な
か
、
南
海
に
お
け
る
領
土
支
配
と
開
発
を
め

ぐ
る
角
逐
が
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
中
国
人
民
解
放
軍
の
海
軍
艦
艇
は
、
二
〇
〇
八
年
以
降
、
太
平
洋

に
進
出
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
第
一
列
島
線
及
び
第
二
列
島
線
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
第
一
列

島
線
が
南
シ
ナ
海
に
も
拡
張
適
用
さ
れ
る
戦
略
分
析
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
の
分
析
を
通
じ
て
、
中
国
の
戦
略
は
南
海
の
内
海
化
あ
る
い

は
内
水
化
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
米
国
は
、
中
国
が
南
シ
ナ
海
で
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
（A

nti-access/A
rea D

enial

、
ア
ク
セ
ス
拒
否
・
海

南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）

浦　
　

野　
　

起　
　

央



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
〇
（
五
〇
）

域
防
衛
戦
略
）
を
と
り
、
南
海
に
お
け
る
戦
略
潜
水
艦
の
巡
航
な
ど
中
国
南
海
艦
隊
の
展
開
を
も
っ
て
、「
要
塞
化
」
戦
略
を
遂
行
し
て

い
る
、
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
海
南
島
上
空
で
の
米
軍
偵
察
機
と
中
国
軍
戦
闘
機
の
衝
突
事
件
当
時
の
そ
れ

と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
経
過
に
お
い
て
、
南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
が
現
在
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
『
南
海
諸
島
国
際
紛
争
史
』（
刀
水
書
房
、

一
九
九
七
年
）
以
後
の
局
面
を
新
た
に
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。
同
書
で
は
、
資
源
開
発
と
と
も
に
、
南
海
に
お
け
る
対
立
状
況
が
展
望

さ
れ
る
な
か
で
、
南
シ
ナ
海
問
題
の
経
緯
と
構
造
を
解
明
し
、
か
か
る
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
対
立
と
抗
争
の
激
化
で
、
一
九
九
〇
年
一
月

以
降
、
南
海
に
領
土
を
有
し
て
い
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
導
で
、
南
シ
ナ
海
の
潜
在
的
紛
争
の
管
理
に
関
す
る
関
係
国
非
公
式
協
議
が

開
催
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
中
国
が
同
九
〇
年
八
月
領
有
権
の
棚
上
げ
に
よ
る
共
同
開
発
提
案
を
行
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
文
脈
で
、

一
九
九
二
年
七
月
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
南
シ
ナ
海
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
信
頼
醸
成
の
促
進
が
確
認
さ
れ
た
。
中
国

と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
は
二
〇
〇
二
年
一
一
月
、
さ
ら
に
、
当
事
国
間
の
対
立
及
び
紛
争
の
平
和
的
・
恒
久
的
解
決
の
た
め
に
望
ま
し
い

条
件
を
創
造
す
る
べ
く
南
シ
ナ
海
各
行
動
宣
言
を
採
択
し
た
。
こ
う
し
た
海
洋
へ
の
関
心
か
ら
、
講
座
『
海
の
ア
ジ
ア
』
六
卷
（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
〇
―
〇
一
年
／
ソ
ウ
ル
、Bookcosm

oscon 
、 
二
〇
〇
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
第
五
巻
「
越
境
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
、

筆
者
も
「
海
の
支
配
―
―
南
シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
国
家
間
紛
争
の
歴
史
と
現
在
」
を
執
筆
し
た
。

　

他
方
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
及
び
シ
ー
レ
ー
ン
関
係
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
ア
ジ
ア
海
賊
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
安

全
保
障
の
追
求
と
そ
の
た
め
の
枠
組
み
に
向
け
て
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
状
況
下
に
お
け
る
視
点
で
の
分
析
は
、筆
者
は
『
南

シ
ナ
海
を
め
ぐ
る
安
全
保
障
と
問
題
点
』（
シ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
オ
ー
シ
ャ
ン
財
団
、
二
〇
〇
四
年
）
に
ま
と
め
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
以
後
の
局
面
に
お
け
る
新
し
い
安
全
保
障
の
状
況
と
そ
こ
で
の
戦
略
環
境
の
分
析
が
主
題
と
さ
れ
る
。
そ
の
論
点
は
、



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
一
（
五
一
）

南
シ
ナ
海
の
戦
略
性
の
分
析
を
前
提
に
、
南
シ
ナ
海
関

係
国
の
領
土
に
つ
き
現
状
と
問
題
点
を
分
析
し
、
そ
し

て
南
シ
ナ
海
の
管
轄
と
安
全
保
障
の
主
題
の
文
脈
を
解

明
す
る
こ
と
に
し
た
。
後
者
の
論
点
で
は
、（
一
）
中

国
の
南
海
戦
略
、（
二
）
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
枠
組
み
を
生
か

し
た
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
交
渉
／
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交

渉
、
そ
れ
と
は
別
の
（
三
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
海
洋
戦
略

と
米
国
の
関
与
、
及
び
（
四
）
米
国
の
南
シ
ナ
海
に
お

け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
南
シ
ナ
海
安
全
保
障
の
展
望
を
と

り
あ
げ
る

（
１
）

。

　

二
．
南
シ
ナ
海
問
題
の
経
緯

　

そ
こ
で
、
問
題
の
特
性
と
そ
の
推
移
を
把
握
す
る
た

め
に
、南
海
諸
島
問
題
史
を
、以
下
の
時
期
区
分
を
も
っ

て
要
約
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
期
ま
で
の
状
況
は
、
表
１
の
通
り

で
あ
る
。

1433年 鄭和の航海

1776 年 ベトナムの黄沙隊、広義府平山県

　　　 安永久村近くの岩礁で遭難者救済

1816 年 ベトナム、水軍と黄沙隊の黄沙派
       遣

1835 年 ベトナム、広義省黄沙に神祠建立

1803 年 英国、南沙群島隠遁暗沙測量

1813 年 英国、南沙群島測量

1815 年 阮黄沙調査隊、西沙群島調査

1835 年 米国、南沙群島で測量

1858 年 英国、中沙群島測量　

1909 年 中国、西沙群島籌弁庫処設置

1921 年 3 月 中国政府、西沙群島を海南省

　　　　　　管轄

1933 年 4 月 フランス軍、スプラトリー群

　　　　　　島占領

1939 年 3 月 日本軍、西沙群島上陸

1942 年12 月 大暴雨で新南群島壊滅

第１期

第２期

第３期

1800 年 

　～

1913 年

10 月

1915 年 

　～

1945 年

8月

区 分 時期 事　　　　　象 備　　　　　考

表１　第二次世界大戦期までの南シナ海の状況

生活圏とし
ての南海

ヨーロッパ
人の進出と
中国領土の
確認

開発、
調査、
及び支配



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
二
（
五
二
）

　

第
一
期　

生
活
圏
と
し
て
の
南
海

　

一
九
七
四
年
に
発
見
さ
れ
た
海
南
島
漁
民
の
記
録
『
更
路
簿
』
は
漁
民
の
古
い
生
活
を
記
録
し
て
お
り
、
南
海
が
漁
民
の
世
界
に
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
２
）

。

　

南
海
を
め
ぐ
る
人
の
往
来
は
古
く
、
一
四
三
三
年
鄭
和
の
航
海
図
、
一
六
〇
四
～
三
四
年
の
御
朱
印
船
貿
易
地
図
で
は
、
萬
里
石
塘
と

記
述
さ
れ
て
い
た
。
南
海
を
め
ぐ
る
交
易
は
漸
次
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
も
加
わ
っ
て
拡
大
し
た

（
３
）

。
一
七
五
〇
年
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

地
図
で
パ
ラ
セ
ル
（
東
沙
）
の
表
記
が
出
現
し
、
一
八
三
八
年
ル
イ
ス
・
タ
ー
ベ
ル
司
教
は
、
コ
ー
チ
シ
ナ
（
交
趾
支
那
）
の
付
属
島
嶼

と
し
て
ホ
ン
サ
（
黄
沙
）
が
あ
る
、
と
述
べ
た
。

　

一
五
三
七
年
の
『
粤
海
關
志
』、
一
七
三
〇
年
の
陳
倫
炯
『
海
国
聞
見
録
』、
一
七
七
六
年
の
黍
貴
惇
『
撫
邊
雑
録
』
な
ど
の
記
録
が

現
存
し
て
い
る
。
一
八
三
六
年
の
『
大
南
寔
録
』
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
王
国
の
記
録
と
し
て
、
南
海
に
関
す
る
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
期　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
進
出
と
中
国
領
土
の
確
認

　

南
海
は
、
南
海
諸
島
海
域
の
航
海
ル
ー
ト
に
あ
っ
た
。
一
八
〇
〇
～
一
七
年
英
国
が
西
沙
群
島
を
四
度
調
査
し
、
一
八
一
五
年
に
阮
黄

沙
調
査
隊
が
西
沙
群
島
を
調
査
し
た
。
一
八
三
五
年
米
国
が
、
南
沙
群
島
で
測
量
に
着
手
し
、
一
八
八
一
～
八
四
年
ド
イ
ツ
が
南
沙
群
島
・

西
沙
群
島
調
査
を
し
た
。

　

一
八
三
八
年
の
ル
イ
ス
・
タ
ー
ベ
ル
司
教
『
諸
国
民
の
歴
史
並
び
に
宗
教
、
慣
習
、
風
俗
に
関
す
る
記
述
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ

る
最
初
の
記
述
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
シ
ナ
に
植
民
地
進
出
を
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
八
七
年
六
月
清
国
と
の
ベ
ト
ナ
ム
境
界
画
定
に
調
印
し
、
そ
の
際
、
海
中
島

嶼
は
清
国
領
と
合
意
し
た
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
三
（
五
三
）

　

一
八
九
五
年
日
本
は
台 

湾
を
確
保
し
、
民
間
日
本
人
に
よ
る
南
海
諸
島
探
険
が
始
ま
り
、
一
九
〇
二
年
「
海
鳥
棲
息
ノ
島
嶼
ヲ
發
見
シ
」、

そ
の
帰
属
が
意
図
さ
れ
た
。
一
九
〇
五
年
貿
易
商
社
恒
信
社
長
風
丸
は
、
プ
ラ
タ
ス
の
無
帰
属
を
確
認
し
た
。
一
九
〇
九
年
三
月
中
国
政

府
は
、
在
広
東
日
本
総
領
事
に
対
し
東
沙
島
は
中
国
領
土
と
通
告
し
、
こ
れ
に
よ
り
一
〇
月
日
本
と
清
国
は
、
プ
ラ
タ
ス
島
引
渡
し
取
決

め
に
調
印
し
、
中
国
は
同
年
三
月
中
国
は
、
西
沙
群
島
籌
辨
處
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
一
九
一
三
年
一
〇
月
日
本
は
、
プ
ラ
タ
ス
島
を
中

国
に
引
き
渡
し
た
。

　

第
三
期　

開
発
、
調
査
、
及
び
支
配

　

一
九
一
七
年
中
国
企
業
が
西
沙
群
島
を
探
険
し
、
燐
鉱
開
発
を
申
請
し
た
が
、
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
以
降
、
台

湾
の
日
本
人
は
東
沙
群
島
海
域
で
漁
労
を
行
っ
て
お
り
、
一
九
一
九
年
ラ
サ
島
燐
鉱
株
式
會
社
が
南
沙
群
島
の
開
発
を
申
請
し
、
一
九
二

一
年
長
嶋
（
大
平
島
）
の
燐
鉱
及
び
グ
ア
ノ
の
日
本
へ
の
輸
送
が
行
わ
れ
、
同
社
は
同
二
一
年
四
月
東
京
地
方
裁
判
所
に
会
社
登
記
を
し

て
い
た
。
こ
の
事
業
は
一
九
二
九
年
四
月
中
止
さ
れ
た

（
４
）

。

　

一
九
二
一
年
三
月
中
国
政
府
は
、
西
沙
群
島
を
海
南
省
の
管
轄
と
決
定
し
、
一
一
月
日
華
合
弁
西
沙
羣
島
実
業
公
司
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
二
五
年
五
月
石
丸
庄
助
は
、
東
沙
島
近
海
の
漁
労
で
、
中
国
官
憲
に
始
末
書
を
提
出
す
る
事
件
も
起
き
た
。

　

こ
の
日
本
の
動
向
に
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
支
配
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
は
関
心
を
寄
せ
、
一
九
二
〇
年
以
降
、
パ
ラ
セ
ル
（
西
沙
）
群
島
を

聖
域
と
し
て
い
た
武
器
・
阿
片
取
引
を
封
じ
る
措
置
を
と
っ
た
。
一
九
二
一
年
フ
ラ
ン
ス
は
、
パ
ラ
セ
ル
島
の
潜
航
艇
基
地
化
の
可
能
性

を
検
討
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
二
年
四
月
フ
ラ
ン
ス
は
、
パ
ラ
セ
ル
群
島
の
領
有
権
を
主
張
し
、
六
月
日
本
に
対
し
パ
ラ
セ
ル
は
ア
ン
ナ

ン
（
安
南
）
に
属
す
る
と
通
告
し
、
一
九
三
三
年
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る
段
階
で
、
四
月
フ
ラ
ン
ス
は
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
（
南
沙
）

群
島
を
占
領
し
た
。
こ
の
事
態
に
、
八
月
中
国
は
日
本
海
軍
の
出
動
を
要
請
し
、
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
に
抗
議
を
申
し
入
れ
た
。
一
九
三
三



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
四
（
五
四
）

年
七
月
外
務
省
文
書
「
南
支
那
海
諸
島
に
関
す

る
件
」
が
作
成
さ
れ
、
八
月
在
サ
イ
ゴ
ン
日
本

領
事
は
、
本
省
に
文
書
「
水
上
機
基
地
と
し
て

の
新
南
群
島
」
を
本
省
に
送
付
し
た
。
一
九
三

九
年
二
月
日
本
軍
は
、
海
南
島
に
上
陸
し
、
三

月
続
い
て
西
沙
群
島
に
上
陸
し
た
、
そ
し
て
八

月
日
本
は
中
国
の
対
応
を
も
考
慮
し
て
占
有
の

検
討
に
入
り
、
一
九
三
九
年
九
月
日
本
は
、
新

南
群
島
の
管
轄
を
決
定
し
、
四
月
台
湾
の
管
轄

下
に
実
効
的
な
統
治
に
置
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、

日
本
の
支
配
に
抗
議
し
、
日
本
は
こ
れ
を
拒
否

し
た
。
一
九
四
二
年
一
二
月
大
暴
風
雨
で
新

南
群
島
全
島
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
、
日
本
の
支
配
は
、

一
九
四
五
年
八
月
終
結
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
状
況
は
、
現
代
世

界
に
お
け
る
局
面
を
形
成
し
て
き
て
い
る
。

第4期 1945 年

9月 ～

1957 年

12 月

区 　　分 時　期 事　　　　　象 備　　　　　考

表２　第二次世界大戦期までの南シナ海の状況

南海諸島

の中国継

承（新中

国支配へ

の移行 、

別に台湾

支配）　、

フランス

占領（南

ベトナム

占領への

移行）　、

フィリピ

ン占領

1947年4 月 中国、長島を

大平島と改称



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
五
（
五
五
）

第6期

第7期

1990 年

1月～

2006 年

12 月

2006 年

１月～

現在

非公式協
議と実務
的交渉

中国のＡ
２／ＡＤ
と米国の
新たな対
応

1990 年
  1 月 第1 回南シナ海資源の潜在的紛争の管
　　　 理に関する非公式協議開催
1992 年
  7 月 ＡＳＥＡＮ外相会議、南シナ海宣言採択
1995 年
  3月1 9 日 中国時報社論、南海中台共同開発
　　　　　 論提起
1996 年
  8 月 中国・フィリピン、8項目行動基準の原
　　　 則の共同声明
2000 年
 12 月 中国・ベトナム、トンキン湾排他的経
　　　 済水域・大陸棚画定協定調印
2001 年
 11 月 中国・ＡＳＥＡＮ南シナ海各行動宣言
　　　 採択
2006 年
 10 月 ＡＳＥＡＮ・中国首脳会議、2002年中
　　　 国・ＡＳＥＡＮ南シナ海各行動宣言の
　　　 履行合意

2001 年
  4 月 海南島上空での米軍機・中国軍機衝突
　　　 事件
2006 年
　　　 中国南海艦隊、南沙群島巡航
2009 年
  3 月 米海軍海洋調査船事件
2011 年
  6 月 米上院、南海問題での中国非難決議採択
 10 月 中国・ベトナム、海洋における紛争解
　　　 決の基本原則協定調印

第5期 1958 年

1月～

1989 年

12 月

中国・南
ベトナム
対立と主
権論争及
び対立事
件

1958 年
  9 月 中国、12 海里声明で南海諸島の主権声明
1959 年
  3 月 南ベトナム、ホアンサ群島で資源調査
1969 年
 10 月 南ベトナム、ホアンサ群島をクアンア
　　　 ム省に編入
1971 年
  6 月 南ベトナム、自国大陸棚で石油開発着手
1972 年
  4 月 フィリピン、カラヤーン群島をパラワ
　　　 ン省編入
1974 年
  1 月 西沙群島交戦事件
 10 月 マレーシア、スプラトリー群島ツルシ
　　　 ブ・ラヤン島占領
1976 年
  2 月 中国、西沙群島に軍事基地建設
  3 月 ベトナム、チュオンサ群島をドンナイ
　　　 省に編入
1978 年
  6 月 フィリピン、カラヤ－ン群島併合宣言
1979 年
  2 月 フィリピン、カラヤーン群島で石油開発
  8 月 中国、西沙群島に飛行禁止地域設定
1987 年
  5 月～6 月 中国、南海群島海域で軍事演習



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
六
（
五
六
）

　

第
四
期　

南
海
諸
島
の
中
国
継
承
（
新
中
国
支
配
へ
の
移
行
、
別
に
台
湾
の
支
配
）、
フ
ラ
ン
ス
占
領
（
南
ベ
ト
ナ
ム
占
領
へ
の
移
行
）、

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
占
領

　

中
国
は
、
日
本
の
敗
戦
で
、
一
九
四
六
年
九
月
南
海
諸
島
に
国
旗
を
掲
揚
し
、
そ
の
接
収
に
入
っ
た
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
同
四
六
年

七
月
パ
ラ
セ
ル
群
島
に
軍
隊
を
派
遣
し
、
占
領
し
た
。
一
方
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
一
九
四
六
年
七
月
の
独
立
で
、
南
沙
群
島
は
国
防
範
囲

に
含
ま
れ
る
と
宣
言
し
た
。
一
九
四
九
年
七
月
ベ
ト
ナ
ム
国
（
南
ベ
ト
ナ
ム
）
の
成
立
で
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
フ
ラ
ン
ス
は
、
西
沙
群

島
・
南
沙
群
島
の
主
権
を
ベ
ト
ナ
ム
国
へ
移
譲
し
た
。
一
九
五
〇
年
五
月
新
中
国
は
、
西
沙
群
島
永
興
島
に
軍
隊
を
派
遣
し
、
南
海
諸
島

の
主
権
声
明
を
発
し
た
。

　

一
九
五
一
年
九
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
対
日
条
約
の
調
印
で
、
日
本
は
、
正
式
に
新
南
群
島
の
主
権
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、

新
中
国
は
、
そ
の
支
配
を
継
承
し
、
一
九
五
六
年
三
月
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ア
ン
サ
（
西
沙
）
群
島
を
占
領
し
、
七
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ス
プ

ラ
ト
リ
ー
群
島
に
上
陸
し
て
人
道
王
国
を
樹
立
し
た
。

　

第
五
期　

中
国
・
南
ベ
ト
ナ
ム
対
立
と
主
権
論
争
及
び
対
立
事
件

　

一
九
五
八
年
九
月
中
国
は
一
二
海
里
の
領
海
宣
言
を
発
し
、
東
沙
群
島
、
西
沙
群
島
、
中
沙
群
島
、
及
び
南
沙
群
島
の
主
権
を
明
確
に

し
た
。
一
九
五
九
年
一
月
南
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
で
の
開
発
に
着
手
し
、
二
月
中
国
漁
船
の
拿
捕
事
件
が
起
き
、
そ
の
南
ベ
ト

ナ
ム
の
挑
発
行
動
は
続
き
、
そ
し
て
一
九
七
四
年
西
沙
群
島
事
件
が
起
き
た
。

　

南
ベ
ト
ナ
ム
は
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
ホ
ア
ン
サ
群
島
を
ク
ア
ン
ナ
ム
省
に
編
入
し
、
一
九
七
一
年
以
降
、
自
国
大
陸
棚
で
の
石
油
資

源
開
発
に
入
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
九
七
二
年
四
月
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
群
島
の
占
領
地
域
を
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
と
称
し
、
パ
ラ
ワ
ン
省
に

編
入
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
九
年
二
月
リ
ー
ド
・
バ
ン
ク
（
礼
樂
灘
）
で
の
石
油
開
発
に
入
っ
た
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

五
七
（
五
七
）

　

中
国
は
、
一
九
八
七
年
五
月
―
六
月
南
海
諸
国
の
軍
事
演
習
を
決
行
し
た
。

　

南
海
諸
島
は
、
開
発
と
紛
争
の
世
界
へ
突
入
し
た

（
５
）

。

　

第
六
期　

非
公
式
協
議
と
実
務
的
交
渉

　

そ
こ
で
、
一
九
九
〇
年
一
月
バ
ン
ド
ン
で
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
潜
在
的
紛
争
の
管
理
に
関
す
る
非
公
式
協
議
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
学

者
・
研
究
者
が
参
加
し
て
始
ま
っ
た
。
翌
九
一
年
七
月
の
第
二
回
非
公
式
協
議
に
は
、
中
国
・
台
湾
・
ベ
ト
ナ
ム
も
参
加
し
た
。
一
九
九

二
年
六
月
―
七
月
第
三
回
非
公
式
協
議
で
は
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
マ
ー
ク
・
バ
レ
ン
シ
ア
が
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
条
約
草
案
を
提
出
し
た
。
同
非

公
式
協
議
は
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
の
第
六
回
協
議
ま
で
続
く
一
方
、
そ
の
協
議
の
流
れ
の
な
か
、
一
九
九
〇
年
八
月
中
国
は
、
各
国
が

占
領
を
続
け
た
南
沙
群
島
の
主
権
棚
上
げ
と
共
同
開
発
を
提
起
し
、
一
九
九
二
年
七
月
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
は
、
南
シ
ナ
海
宣
言
を
採

択
し
、
信
頼
醸
成
の
取
組
み
へ
と
向
か
っ
た
。

　

一
方
、
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
実
務
交
渉
は
続
き
、
中
国
と
対
立
し
て
い
た
南
ベ
ト
ナ
ム
は
統
一
ベ
ト
ナ
ム
が
引
き
継
ぎ
、
中

越
紛
争
の
対
決
を
克
服
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ト
ン
キ
ン
湾
（
北
部
湾
）
の
排
他
的
経
済
水
域
・
大
陸
棚
画

定
協
定
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
南
シ
ナ
海
各
行
動
宣
言
を
成
立
さ
せ
て
平
和
的

解
決
が
求
め
ら
れ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
沙
群
島
海
域
で
は
、
発
砲
事
件
が
続
き
、
台
湾
は
大
平
島
の
支
配
を
強
化
し
た
。

　

第
七
期　

中
国
の
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
（
ア
ク
セ
ス
拒
否
・
海
域
防
衛
戦
略
）
と
米
国
の
新
た
な
対
応

　

米
国
は
、
南
沙
群
島
海
域
に
レ
ー
ダ
ー
施
設
を
維
持
し
つ
つ
、
一
九
九
五
年
五
月
国
務
省
声
明
で
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
直
接
関
与
せ
ず

と
し
、
そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
行
動
宣
言
の
方
針
を
支
持
し
て
き
た
。
依
然
、
米
国
は
、
偵
察
行
動
は
続
け
て
き
て
お
り
、
二
〇
〇



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

五
八
（
五
八
）

一
年
四
月
海
南
島
上
空
で
の
米
偵
察
機
・
中
国
軍
機
の
衝
突
事
件
、
そ
し
て
二
〇
〇
九
年
三
月
米
海
軍
海
洋
調
査
船
事
件
が
起
き
た
。
そ

し
て
、
米
上
院
は
、
二
〇
一
一
年
六
月
、
南
海
諸
島
の
中
国
非
難
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
米
国
防
総
は
二
〇
一
一
年
に
、
第
一
列
島

線
を
南
海
諸
島
海
域
へ
拡
大
す
る
一
方
、
中
国
封
じ
込
め
の
Ａ
２
／
Ａ
Ｄ
戦
略
を
発
動
し
、
南
シ
ナ
海
情
勢
は
、
新
た
な
米
国
の
関
与
に

よ
る
潜
在
的
冷
戦
構
造
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

（
1
）

南
シ
ナ
海
問
題
関
連
の
文
件
・
史
料
は
、
以
下
を
み
よ
。

陳
天
錫
編
『
西
沙
島
・
東
沙
島
成
案
彙
編
』
廣
東
、
廣
東
實
業
廰
、
一
九
二
八
年
。

中
華
人
民
共
和
国
『
越
南
政
府
承
認
西
沙
群
島
是
中
国
領
土
的
部
分
文
件
』
北
京
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
、
一
九
五
八
年
。

中
華
人
民
共
和
国
『
西
沙
群
島
和
南
沙
群
島
自
古
以
来
就
是
中
国
的
領
土
』
北
京
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
、
一
九
八
〇
年
。

楊
炳
南
撰
『
海
録
』
台
北
、
慶
文
書
房
、
一
九
六
八
年
。

外
務
省
記
録
『
各
国
領
土
発
見
及
び
帰
属
関
係
雑
件　

新
南
群
島
関
係
』
三
綴
、
外
交
資
料
館
。

外
務
省
記
録
『
東
沙
島
及
西
沙
島
ニ
於
ケ
ル
本
邦
人
ノ
理
研
事
業
関
係
』
三
綴
、
外
交
資
料
館
。

外
務
省
記
録
『
パ
ラ
セ
ル
群
島
燐
鉱
関
係
一
件
（
西
沙
群
島
）』
外
交
資
料
館
。

『
中
國
南
海
諸
島
文
獻
彙
編
』
二
八
・
二
九
、
台
北
、
臺
灣
學
生
書
房
、
一
九
七
五
年
。

浦
野
起
央
『
南
海
諸
島
国
際
紛
争
史
』
刀
水
書
房
、
一
九
七
七
年

『
中
国
対
西
沙
群
島
和
南
沙
群
島
敵
主
権
無
可
争
辨
―
―
評
越
南
外
交
部
関
干
越
中
関
係
的
白
皮
書
』
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
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二　

南
シ
ナ
海
の
地
域
性
と
戦
略
性

　

一
．
南
シ
ナ
海
の
地
域

　

南
海
諸
島
は
、
東
西
約
一
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
拡
が
り
、
そ
の
全
海
域
は
約
三
五
〇
万
平
方

キ
ロ
の
領
域
に
達
し
、
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
の
間
に
あ
っ
て
、
交
通
運
輸
上
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
一
（
六
一
）

香
港
、
マ
ニ
ラ
を
結
ぶ
三
角
地
帯
の
中
心
に
位
置
し
、
軍
事
・
安
全
保
障
上
、
南
洋
の
心
臓
部
と
い
わ
れ
る
戦
略
的
価
値
を
有
す
る
。

　

こ
の
珊
瑚
沙
洲
は
、
島
嶼
・
沙
洲
・
暗
礁
・
暗
灘
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
僅
か
で
も
海
水
面
か
ら
露
出
し
た
平
坦
な
砂
地
が
沙
洲
で
、

そ
れ
が
堆
積
す
る
と
、
陸
地
と
な
り
、
島
嶼
と
な
る
。
直
接
的
価
値
は
、
漁
業
資
源
、
海
鳥
の
糞
か
ら
な
る
燐
鉱
石
だ
け
で
な
く
、
石
油
・

天
然
ガ
ス
資
源
も
確
認
さ
れ
、
そ
の
戦
略
的
価
値
は
極
め
て
高
い
。

　

そ
こ
で
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
世
界
で
あ
っ
た
が
、
今
や
、
幾
多
の
歴
史
を
経
て
、
国
際
世
界
の
焦
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

二
八
〇
余
の
珊
瑚
砂
洲
の
地
名
が
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
、
マ
レ
ー
語
、
日
本
語
な
ど
多
様
極
め
る
こ
と
か
ら
も
理

解
さ
れ
る

（
１
）

。

　

そ
の
地
域
は
、
朝
貢
国
ベ
ト
ナ
ム
を
も
含
む
中
国
の
版
図
に
あ
る
が
、
版
図
は
、
現
実
政
治
の
な
か
に
流
れ
た
地
政
学
の
存
在
性
に
あ

る
。
中
国
の
辺
境
概
念
は
、
一
統
シ
ス
テ
ム
の
帝
国
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
継
続
性
の
理
解
を
経
て
き
て
お
り
、
現
在
の
領
土
概
念
も
、
そ

の
統
治
能
力
に
お
け
る
領
域
支
配
の
実
態
を
み
せ
て
い
る

（
２
）

。
こ
う
し
た
理
解
の
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
新
し
い
安
全
保
障
上
の

問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　

二
．
南
海
調
査
報
告

　

『
海
國
圖
志
』
に
南
海
諸
島
略
図
が
あ
る
が
、南
海
諸
島
の
調
査
は
、一
〇
四
四
年
の
『
武
經
摘
要
』
の
記
述
が
的
確
で
あ
る
。
明
代
で
は
、

『
康
煕
瓊
州
府
志
』
の
対
外
文
書
と
し
て
の
記
述
は
貴
重
で
あ
る
。
一
六
一
七
年
完
成
の
『
東
西
洋
考
』、
一
六
〇
二
年
イ
タ
リ
ア
の
イ
エ

ズ
ス
会
士
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
坤
輿
萬
圖
全
圖
』
の
検
証
を
通
じ
た
南
海
調
査
報
告
も
、
中
国
人
の
南
海
世
界
の
姿
を
み
せ
て
く
れ
る

（
３
）

。

　

英
国
、
米
国
の
探
険
の
記
録
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
日
本
海
軍
水
路
部
の
海
図
資
料
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
九
三
五

年
ま
で
の
海
図
に
従
っ
て
い
る
。
そ
の
一
八
八
一
―
八
五
年
に
英
海
軍
海
図
は
、
一
九
〇
〇
―
一
二
年
に
日
本
の
海
図
と
し
て
刊
行
さ
れ
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た
（
４
）

。

　

中
国
政
府
は
、
西
沙
群
島
を
回
復
し
た
後
、
広
東
政
庁
は
、
一
九
二
七
年
五
月
海
瑞
艦
を
派
遣
し
、
調
査
報
告
書
を
作
成
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
関
係
の
南
海
諸
島
の
地
名
が
確
定
し
た
。
一
九
二
九
年
四
月
東
沙
島
に
つ
い
て
、
広
東
建
設
庁
が
調
査
し
た

（
５
）

。

　

フ
ラ
ン
ス
は
パ
ラ
セ
ル
島
を
併
合
す
る
過
程
で
、
一
九
三
〇
年
五
月
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
が
文
書
「
パ
ラ
セ
ル
島
問
題
ノ

最
近
ノ
沿
革
」
を
ま
と
め
た
。

　

日
本
政
府
は
、
外
務
省
が
一
九
三
八
年
に
「
新
南
群
島
位
置
及
ヒ
状
況
」
を
ま
と
め
た
。

　

南
海
諸
島
の
調
査
・
開
発
が
進
ん
だ
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
、
そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

一
九
五
六
年
五
月　

フ
ラ
ン
ス
、
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
島
上
陸
記
録
。

　

一
九
七
四
年
三
月
～
六
月　

中
国
、
西
沙
群
島
で
文
物
調
査
、
一
九
七
五
年
三
月
～
四
月
第
二
回
調
査

（
６
）

。

　

一
九
七
七
年
～
一
九
七
八
年　

中
国
、
五
次
に
わ
た
る
南
海
調
査

（
７
）

。

　

一
九
八
四
年
七
月　

中
国
、
南
沙
諸
島
調
査
。

　

台
湾
で
は
、
中
国
領
土
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
「
中
國
南
海
諸
島
文
獻
彙
編
」
叢
書
が
刊
行
さ
れ
た

（
８
）

。

　

南
海
の
漁
業
調
査
、
海
底
資
源
調
査
は
進
ん
で
い
る

（
９
）

。

　

な
お
、
南
海
諸
島
調
査
と
と
も
に
、
東
銘
樞
ら
が
海
南
島
調
査
に
着
手
し
、
台
湾
総
督
府
も
こ
の
成
果
を
活
用
し
た

）
10
（

。

　

一
九
九
四
年
四
月
～
五
月
バ
ト
ナ
ム
は
、
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
の
第
三
回
総
合
調
査
を
実
施
し
た
。
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（
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（
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六
三
（
六
三
）

三
．
南
シ
ナ
海
の
戦
略
性

　

南
シ
ナ
海
は
、
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
を
経
て

イ
ン
ド
洋
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
至
る
シ
ー
レ
ー
ン
を
形

成
し
て
お
り
、
戦
略
資
源
の
航
行
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。

イ
ン
ド
洋
は
永
ら
く
「
イ
ギ
リ
ス
の
海
」
で
、
英
海
軍
が
そ

の
シ
ー
レ
ー
ン
を
維
持
し
て
き
た
。
一
九
六
七
年
英
国
が
ス

エ
ズ
以
東
か
ら
撤
退
し
、
一
九
七
一
年
末
、
イ
ン
ド
洋
は

一
つ
の
戦
略
的
空
白
状
態
が
生
じ
た
。
代
わ
っ
て
一
九
六
八

年
に
ソ
連
艦
隊
イ
ン
ド
洋
分
遣
隊
が
発
足
し
、
翌
六
九
年
ソ

連
艦
隊
の
イ
ン
ド
洋
常
駐
が
実
現
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ｖ
装
備
の
ポ
セ
イ
ド
ン
が
配
備
さ
れ
、
こ
れ
に
対
処
し
て
ソ

連
艦
隊
が
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
主
要
航
路
と
し
て
の

シ
ー
レ
ー
ン
の
存
在
が
経
済
的
生
存
戦
略
か
ら
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
一
年
一
一
月
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
三
カ
国
、
は
、
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
協
定
に
調
印
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
海
賊
問
題
が
登
場
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し
て
き
た
。
南
シ
ナ
海
は
、
バ
ー
ジ
ー
海
な
ど
他
の
東
南
ア
ジ
ア
・
ル
ー
ト
に
比
べ
て
船
舶
遭
遇
率
は
二
割
以
上
高
く
、
遭
遇
密
度
で
は

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
沖
の
一
・
五
倍
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
二
・
二
倍
と
さ
れ
る

）
11
（

。
二
〇
〇
四
年
一
一
月
ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定
が
締
結

さ
れ
、
日
本
の
支
援
活
動
が
続
い
て
き
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
、
二
〇
〇
六
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
そ
れ
ぞ
れ
海
上
保
安
機

関
が
設
立
さ
れ
、
ま
た
二
〇
〇
五
年
一
二
月
海
峡
三
カ
国
は
領
域
外
の
共
通
海
賊
追
跡
手
続
Ｓ
Ｏ
Ｐ
が
合
意
さ
れ
、
こ
う
し
て
そ
の
海
上

法
執
行
能
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
海
賊
の
発
生
件
数
は
著
し
く
減
少
し
た
。

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
賊
行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
と
の
戦
い
に
関
す
る
地
域
協
力
協
定
の
加
盟
国
は
、
日
本
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
中
国
、
ブ
ル
ネ
イ
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
七
カ
国
で
、
そ
の
要
点
は
、
以
下
の
三
点
に
あ
る
。

一
．
情
報
共
有
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｃ
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設
立
さ
れ
た
。

二
．
Ｉ
Ｓ
Ｃ
を
通
じ
た
情
報
供
給
及
び
協
力
態
勢
（
容
疑
者
、
被
害
者
、
及
び
被
害
船
舶
の
発
見
、
容
疑
者
の
逮
捕
、
容
疑
船
舶
の
拿

捕
、
被
害
者
の
救
助
な
ど
の
要
請
な
ど
）
の
構
築
。

三
．
Ｉ
Ｓ
Ｃ
を
経
由
し
な
い
締
約
国
同
士
の
二
国
間
協
力
の
促
進
（
犯
罪
人
の
引
渡
し
、
及
び
法
律
上
の
相
互
援
助
の
円
滑
化
、
並
び

に
能
力
の
開
発
な
ど
）。

　

対
象
と
さ
れ
る
海
賊
取
締
り
の
た
め
に
、
同
協
定
の
第
一
条
は
、「
海
賊
行
為
」
を
、
次
の
通
り
、
規
定
し
て
い
る
。

　

「
私
有
の
船
舶
ま
た
は
航
空
機
の
乗
組
員
ま
た
は
旅
客
が
私
的
目
的
の
た
め
に
行
う
す
べ
て
の
不
法
な
暴
力
行
為
、
抑
留
、
ま
た
は

（
a
）掠
奪
行
為
で
あ
っ
て
、
次
の
も
の
に
対
し
行
わ
れ
る
も
の
。

　

（
ⅰ
）
公
海
に
お
け
る
他
の
船
舶
ま
た
は
当
該
船
舶
内
に
あ
る
意
図
若
し
く
は
財
産
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
五
（
六
五
）

　

（
ⅱ
）
い
ず
れ
の
国
の
管
轄
権
に
も
服
さ
な
い
場
所
に
あ
る
船
舶
、
人
又
は
財
産
。

（
b
）

い
ず
れ
か
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
海
賊
船
舶
又
は
海
賊
航
空
機
と
す
る
事
実
を
知
っ
て
当
該
船
舶
又
は
航
空
機
の
通
航
に
自

動
的
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

（
c
）
（
a
）又
は（
b
）に
規
定
す
る
行
為
を
扇
動
し
、
又
は
好
意
に
助
長
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

　

「
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
」
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
a
）

私
的
目
的
の
た
め
に
船
舶
又
は
当
該
船
舶
内
に
あ
る
人
物
若
し
く
は
財
産
に
対
し
て
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
不
法
な
暴
力
行
為
、

抑
留
又
は
掠
奪
行
為
で
あ
っ
て
、
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
。

（
b
）

い
ず
れ
か
の
船
舶
を
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
を
行
う
た
め
の
船
舶
と
す
る
事
実
を
知
っ
て
当
該
船
舶
の
運
航
に
自
動
的
に

参
加
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

　
　

（
c
）
（
a
）又
は（
b
）に
規
定
す
る
行
為
を
扇
動
し
、
又
は
好
意
に
助
長
す
る
す
べ
て
の
行
為
。

　

締
約
国
は
、
以
下
の
一
般
的
義
務
を
第
三
条
に
お
い
て
遂
行
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
　

（
a
）

海
賊
行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
を
防
止
し
、
及
び
抑
止
す
る
こ
と
。

　
　

（
b
）

海
賊
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
を
行
っ
た
者
を
逮
捕
す
る
こ
と
。

（
c
）

海
賊
行
為
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
に
用
い
ら
れ
た
船
舶
又
は
航
空
機
を
拿
捕
す
る
こ
と
、
海
賊
又
は
船
舶
に
対
す
る

　
　
　

武
装
強
盗
を
行
っ
た
者
に
よ
っ
て
掠
奪
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
者
の
支
配
に
あ
る
船
舶
を
拿
捕
す
る
こ
と
及
び
当
該
船
舶

　
　
　

内
の
財
産
を
押
収
す
る
こ
と
。

　
　

（
d
）

海
賊
行
為
又
は
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
の
被
害
船
舶
及
び
被
害
者
を
救
助
す
る
こ
と
。



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

六
六
（
六
六
）

　

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年　

三
月　

船
舶
に
対
す
る
海
賊
行
為
と
武
装
強
奪
会
議
開
催
、
東
京
ア
ピ
ー
ル
採
択
。

　
　
　
　
　
　
　
　

四
月　

ア
ジ
ア
反
海
賊
チ
ャ
レ
ン
ジ
二
〇
〇
〇
措
置
。

二
〇
〇
一
年
一
一
月　

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
共
同
行
動
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
宣
言
二
〇
〇
一
。

二
〇
〇
二
年
一
一
月　

テ
ロ
リ
ズ
ム
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
宣
言
。

二
〇
〇
三
年　

六
月　

Ａ
Ｒ
Ｆ
、
国
境
管
理
に
関
す
る
テ
ロ
対
策
声
明
。

二
〇
〇
四
年　

六
月　

ア
ジ
ア
海
上
セ
キ
リ
ュ
テ
ィ
二
〇
〇
四
。

　
　
　
　
　
　
　

一
一
月　

ア
ジ
ア
海
賊
対
策
地
域
協
力
協
定
調
印
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
同
協
定
に
よ
る
情
報
共
有
セ
ン
タ
ー
設
立
。

二
〇
〇
五
年
一
二
月　

海
峡
三
カ
国
、
領
域
外
の
共
通
海
賊
追
跡
手
続
き
Ｓ
Ｏ
Ｐ
合
意
。

そ
の
シ
ー
レ
ー
ン
に
お
け
る
海
賊
行
為
へ
の
対
処
は
、
沿
岸
国
の
レ
ー
ダ
ー
管
理
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
海
上
重
視
と
そ
の
情
報
の
共

有
化
が
と
ら
れ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
い
ま
一
つ
の
課
題
は
、
潜
水
艦
に
よ
る
航
路
妨
害
で
、
そ
の
対
処
に
は
、
対
潜
水
艦
用
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、
対
哨
戒
機
に
よ
る
シ
ー
レ
ー
ン
内
外
及
び
周
辺
の
巡
視
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
は
、
海
軍
力
の
整
備
、
同
盟
関

係
の
構
築
に
よ
る
海
軍
力
の
運
用
が
課
題
と
な
る

）
12
（

。

　

か
く
し
て
、
確
立
が
展
望
さ
れ
る
海
洋
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
移
行
展
望
は
、
以
下
の
点
に
あ
る
。

１
．
国
家
管
轄
水
域
を
超
克
し
た
海
洋
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
。

２
．
沿
岸
国
の
十
分
適
切
と
は
さ
れ
な
い
管
理
の
超
克
。
資
源
は
沿
岸
国
の
独
占
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
は
、
国
家
の
環
境
は
許
さ

れ
え
な
い
。
沿
岸
国
海
軍
力
の
覇
権
支
配
は
認
め
ら
れ
な
い
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
七
（
六
七
）

３
．
海
洋
の
自
由
の
新
し
い
概
念
と
次
元
。
新
国
連
海
洋
法
条
約
に
対
応
し
た
海
洋
調
査
を
可
能
に
す
る
沿
岸
国
の
措
置
の
対
処
が
課

題
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
海
洋
調
査
船
事
件
、
例
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
一
月
イ
ン
ド
洋
英
海
洋
調
査
船
ス
コ
ッ
ト
号
事
件
、

二
〇
〇
九
年
三
月
南
シ
ナ
海
米
調
査
船
チ
ン
ペ
ッ
カ
プ
ル
号
事
件
、
あ
る
い
は
日
本
近
海
の
中
国
調
査
船
事
件
な
ど
が
あ
り
、
新

し
い
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

４
．
海
洋
管
理
の
新
し
い
概
念
。
海
洋
の
平
和
的
共
同
利
用
と
平
和
地
帯
化
。
一
九
七
一
年
一
一
月
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
は
、
東
南

ア
ジ
ア
中
立
化
構
想
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
構
想
は
生
き
て
い
る
。

５
．
海
洋
管
理
の
新
し
い
レ
ジ
ー
ム
。
国
家
管
轄
を
残
し
つ
つ
も
、
そ
の
枠
内
で
、
市
民
社
会
も
参
加
し
た
機
能
的
で
多
重
か
つ
争
点

別
の
地
域
レ
ジ
ー
ム
の
創
成
が
課
題
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
南
シ
ナ
海
電
子
海
図
は
二
〇
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
ひ
と
つ
ず
つ
海
洋
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
実
現
を
み
せ
つ
つ
あ
る

）
13
（

。

　

三
．
石
油
資
源
の
開
発
、
領
土
管
理
と
抗
争

　

一
九
六
〇
年
代
、
南
海
に
お
け
る
石
油
資
源
開
発
と
と
も
に
、
そ
の
領
土
支
配
を
め
ぐ
る
抗
争
へ
と
移
っ
た

）
14
（

。
南
ベ
ト
ナ
ム
は
、

一
九
七
一
年
そ
の
自
国
支
配
地
域
で
の
本
格
的
な
石
油
開
発
と
と
も
に
、
一
九
七
四
年
一
月
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
す
る
中
国
は
、
南
ベ

ト
ナ
ム
と
の
間
で
西
沙
群
島
交
戦
事
件
と
な
っ
た
。
一
九
七
九
年
八
月
中
国
は
、
西
沙
群
島
を
飛
行
禁
止
区
域
と
し
た
。

　

一
九
七
八
年
六
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
南
沙
群
島
の
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
併
合
宣
言
を
発
し
、
翌
七
九
年
二
月
石
油
生
産
を
開
始
し
た
。

　

中
国
は
、
南
海
諸
島
の
開
発
を
海
南
島
の
開
発
に
結
び
付
け
て
い
る

）
15
（

。

　

そ
の
経
過
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　

一
九
五
九
年　

三
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
で
資
源
調
査
。
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研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

六
八
（
六
八
）

　
　

一
九
六
九
年
一
〇
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
ホ
ア
ン
サ
群
島
を
ク
ア
ン
ナ
ム
省
編
入
。

　
　

一
九
七
〇
年
一
二
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
資
源
調
査
終
了
。

　
　

一
九
七
一
年　

六
月　

南
ベ
ト
ナ
ム
、
自
国
大
陸
棚
で
石
油
開
発
着
手
。

　
　

一
九
七
四
年　

一
月　

中
国
・
南
ベ
ト
ナ
ム
、
西
沙
群
島
で
交
戦
、
中
国
、
西
沙
群
島
制
圧
。

　
　

一
九
七
五
年　

二
月　

モ
ー
ビ
ル
・
他
、
南
ベ
ト
ナ
ム
沖
合
で
石
油
・
天
然
ガ
ス
発
見
。

　
　
　
　
　
　
　
　

四
月　

ベ
ト
ナ
ム
人
民
解
放
軍
、
チ
ュ
オ
ン
サ
群
島
に
上
陸
。

　
　

一
九
七
八
年　

六
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
沙
群
島
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
の
併
合
宣
言
。

　
　

一
九
七
九
年　

二
月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
沙
群
島
カ
ラ
ヤ
ー
ン
群
島
で
石
油
開
発
。

　
　

一
九
八
三
年　

六
月　

マ
レ
ー
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
、
共
同
石
油
採
掘
合
同
委
員
会
設
立
。

（
1
）

南
海
諸
島
の
地
理
性
は
、
以
下
を
み
よ
。

鄭
資
約
編
『
南
海
諸
島
地
理
誌
略
』
上
海
、
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
／
台
北
、
陽
明
荘
、
一
九
五
九
年
。

Lim
 Joo-Jock, G

eo-Strategy and the South C
hina Sea Basin: Regional Balance, M

aritim
e Issues, Future Patterns, Singapore: Singa-

pore U
. P., 1979.

Peter K
ien-hong Yu, ’A

 Study of the Pratas,’ M
acclesfi eld B

ank, Paracels, and Spratlys in the South C
hina Sea, Taipei: Tzeng B

roth-

ers Publications, 1988.

藤
島
範
孝
「
南
中
国
海
（
南
海
）
諸
島
の
島
嶼
名
に
つ
い
て
」
駒
澤
大
學
北
海
道
教
養
部
論
集
、
第
九
号
、
一
九
九
四
年
。

Sulan C
hen, Instrum

ental and Induced C
ooperation: Environm

ental Politics in the South C
hina Sea, A

nn A
rbor: U

M
I, 2006.

（
2
）
一
統
シ
ス
テ
ム
は
、
以
下
を
み
よ
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

六
九
（
六
九
）

金
観
涛
、
若
林
正
丈
・
村
田
雄
二
郎
訳
『
中
国
社
会
の
超
安
定
シ
ス
テ
ム
「
大
一
統
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
研
文
出
版
、
一
九
八
七
年
。

金
観
涛
・
劉
青
峰
『
興
盛
與
危
機
―
―
論
中
国
封
建
社
会
超
穏
定
結
構
』
長
沙
、
湖
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
／
『
興
盛
與
危
機
―
―
論
中

国
社
会
超
穏
定
結
構
』
香
港
、
中
文
大
学
出
版
社
、
増
訂
版
一
九
九
二
年
。

金
観
涛
・
劉
青
峰
『
解
放
中
変
遷
―
―
論
再
論
中
国
社
会
超
穏
定
結
構
』
香
港
、
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

中
国
版
図
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
以
下
を
み
よ
。

趙
宋
岑
『
中
國
的
版
圖
』
上
・
下
、
台
北
、
臺
灣
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
。

蘇
演
存
『
中
國
境
界
變
遷
大
勢
考
』
台
北
、
近
代
中
國
史
料
叢
刊
第
一
七
輯
、
文
海
出
版
社
、
一
九
六
八
年
。

中
村
充
一
・
秋
岡
家
栄
『
中
国
の
道
―
―
そ
の
歴
史
を
あ
る
く
』
三
省
堂
、
一
九
七
九
年
。

S. R
. Scham

 ed., The Scope of State Pow
er in C

hinese, H
ong K

ong: The C
hinese U

. P., 1985.

江
応
澄
・
趙
書
文
編
『
中
国
的
疆
界
』
上
海
、
学
林
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

胡
嘏
『
中
国
歴
代
疆
域
與
政
區
』
瀋
陽
、
遼
寧
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

願
頡
剛
・
史
念
海
『
中
国
疆
域
沿
革
史
』
北
京
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

華
奥
南
「
歴
史
路
境
中
的
王
朝
中
国
疆
域
概
念
辨
析
―
―
以
天
下
、
四
海
、
中
国
、
疆
域
、
版
図
為
例
」
中
国
辺
疆
史
研
究
、
二
〇
〇
六
年
第
二

期
。白

寿
彝
『
中
国
交
通
史
』
北
京
、
團
結
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

島
田
美
和
「
顧
頡
剛
の
「
疆
域
」
概
念
」、
西
村
成
雄
・
田
中
仁
編
『
中
華
民
国
の
制
度
変
容
と
東
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
。

川
島
真
「
近
現
代
中
国
に
お
け
る
国
境
の
記
憶
―
―
「
本
来
の
中
国
の
領
域
」
を
め
ぐ
る
」
境
界
研
究
、
第
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。

（
3
）
明
張
變
撰
『
東
西
洋
考
』
金
陵
、
王
起
宗
校
、
一
六
一
八
年
／
台
北
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
五
年
／
北
京
、
中
華
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。

駒
井
義
明
訳
『
英
訳
東
西
洋
考
』
八
冊
、
京
都
外
国
語
大
学
、
一
九
七
〇
―
八
〇
年
。

藤
田
豐
八
『
西
南
交
通
死
の
研
究
』
南
海
編
、
岡
書
院
、
一
九
三
二
年
。

木
村
宏
「「
東
南
ア
ジ
ア
東
部
島
嶼
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
―
―
「
坤
輿
万
国
全
図
」
収
載
の
東
南
ア
ジ
ア
東
部
島
嶼
」
一
～
二
、Cosm

ica



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

七
〇
（
七
〇
）

地
域
研
究
、
第
一
三
号
、
一
九
八
三
年
、
第
一
五
号
、
一
九
八
五
年
。

木
村
宏
「「
東
南
ア
ジ
ア
東
部
島
嶼
地
域
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
―
―F. Verbiest

（
南
懐
仁
）
作
「
坤
輿
全
図
」
収
載
のM

alay

諸
島
」
一
～
三
、

C
osm

ica

地
域
研
究
、
第
二
〇
号
、
一
九
九
〇
年
、
第
二
二
号
、
一
九
九
二
年
、
京
都
外
国
後
大
学
研
究
論
叢
、
第
四
三
号
、
一
九
九
四
年
。

（
4
）
英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
五
年
）
第
九
四
號
「
パ
ラ
セ
ル
群
島
」
日
本
水
路
部
、
一
九
〇
〇
年
。

英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
八
年
）
第
一
二
〇
號
「
支
那
海
諸
礁
」
日
本
水
路
部
、
一
九
〇
〇
年
。

英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
七
年
、
改
正
一
九
〇
四
年
）
第
一
二
六
三
號
「
支
那
海
」
日
本
水
路
部
、
一
九
〇
五
年
。

英
海
軍
海
圖
（
一
八
八
一
年
、
改
正
一
九
〇
三
年
）
第
一
二
六
〇
號
「
支
那
海
南
部
東
區
」
日
本
水
路
部
、
一
九
一
二
年
。

海
軍
省
水
路
部
『
廣
州
灣
―
―
南
シ
ナ
海
＝K

oang tcheou w
an: South C

hina sea

』
水
路
部
、
一
九
三
二
年
。

海
軍
省
水
路
部
『
南
支
那
海
―
―
北
部
東
區South C

hina sea: Vorthern portion

』
水
路
部
、
一
九
三
六
年
。

海
軍
省
水
路
部
『
南
支
那
海South C

hina sea

』
水
路
部
、
一
九
三
六
年
。

水
路
部
『
南
支
那
海
―
―
北
部
西
區
＝South C

hina sea: N
orthern portion

』
水
路
部
、
一
九
五
三
年
。

（
5
）
沈
鵬
飛
「
調
査
西
沙
群
島
報
告
書
」
民
國
日
報
、
一
九
二
八
年
五
月
一
九
日
／
中
國
南
海
諸
群
島
文
獻
彙
編
第
九
冊
、
台
北
、
臺
湾
學
生
書
局
、

一
九
七
五
年
。
廣
東
建
設
廳
「
東
沙
島
之
沿
革
及
状
況
」
新
華
報
、
一
九
二
九
年
四
月
一
八
日
、
一
九
日
。

（
6
）
広
東
省
博
物
館
『
西
沙
文
物
―
中
国
南
海
諸
島
之
―
―
西
沙
群
島
文
物
調
査
』
北
京
、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。

（
7
）
広
東
省
文
物
管
理
委
員
会
・
他
編
『
南
海
丝
綢
文
物
図
集
』
広
洲
、
広
東
科
技
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

中
国
国
家
博
物
館
水
下
考
古
研
究
中
心
・
海
南
省
文
物
保
护
管
理
办
公
室
編
『
西
沙
水
下
考
古
（
一
九
九
八
～
一
九
九
九
）』
北
京
、
科
学
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
。

広
東
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『「
二
〇
一
一
年
「
南
海
一
号
」
的
考
古
試
掘
」』
北
京
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
8
）
『
中
國
南
海
諸
島
文
獻
彙
編
』
一
〇
種
一
五
冊
、
台
北
、
臺
灣
學
生
書
房
、
一
九
七
五
年
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

一
冊　

段
成
式
撰
「
西
陽
雑
爼
」
／
趙
汝
适
撰
「
諸
蕃
志
」
／
汪
第
淵
撰
「
島
夷
誌
略
」
／
顧
玠
「
海
槎
餘
録
」。

二
冊　

趙
變
撰
『
東
西
洋
考
』
一
二
巻
。



南
シ
ナ
海
の
安
全
保
障
と
戦
略
環
境
（
一
）
（
浦
野
）

七
一
（
七
一
）

三
冊　

黄
衷
撰
「
海
語
」
／
陳
倫
炯
撰
「
海
國
聞
見
録
」
／
楊
炳
南
撰
「
海
録
」
／
繼
番
撰
「
徐
瀛
考
略
」。

四
冊　

巌
如
煜
『
洋
防
輯
要
』
四
冊
。

五
・
六
冊
、
王
錫
祺
『
小
万
壺
齋
地
叢
鈔
』
第
九
帙
・
第
一
〇
帙
三
冊
。

七
冊　

王
之
春
撰
『
國
朝
柔
遠
記
』
二
冊
。

八
冊　

李
準
撰
「
巡
海
記
」
／
沈
鵬
飛
撰
「
調
査
西
沙
群
島
報
告
書
」
／
凌
純
聲
「
中
國
今
日
之
邊
疆
問
題
」
／
張
振
國
「
南
沙
行
」。

九
冊　

「
海
軍
巡
弋
南
沙
海
疆
經
過
」。

一
〇
冊　

許
棠
灝
「
瓊
崖
誌
略
」
／
鄭
資
約
編
撰
「
南
海
諸
島
地
理
誌
略
」
／
杜
定
友
編
「
東
西
南
沙
群
島
資
料
目
録
」
／
丘
岳
栄
編
「
海
南
文

獻
目
録
」
／
「
中
國
南
海
諸
群
島
文
獻
資
料
展
覧
目
録
」。

（
9
）
臺
灣
總
督
府
専
賣
局
『
海
南
島
事
情
』
臺
灣
總
督
府
専
賣
局
、
一
九
一
九
年
。

臺
灣
總
督
府
調
査
課
（
村
上
勝
太
）『
海
南
島
事
情
』
台
北
、
臺
灣
總
督
府
調
査
課
、
一
九
二
一
年
。

後
藤
元
宏
『
海
南
島
―
―
南
シ
ナ
海
之
一
大
寶
庫
』
武
道
社
、
一
九
三
二
年
。

陳
銘
樞
總
纂
『
海
南
島
志
』、
上
海
、
神
州
國
光
社
、
一
九
三
三
年
／
臺
灣
總
督
府
熱
帯
産
業
會
訳
、
台
北
、
臺
灣
總
督
府
熱
帯
産
業
會
、
一
九

三
六
年
／
臺
灣
總
督
官
房
外
務
部
訳
『
海
南
島
志
―
―
附
・
海
南
島
奥
地
良
港
報
告
』
臺
灣
總
督
官
房
外
務
部
、
一
九
三
九
年
／
井
出
季
和
太
訳
『
海

南
島
志
』
松
山
房
、
一
九
四
一
年
。

（
10
）
青
木
三
郎
「
タ
イ
湾
お
よ
び
南
シ
ナ
海
堆
積
物
中
の
年
度
鉱
物
の
分
布
」
日
本
海
洋
法
学
会
誌
、
第
三
二
巻
第
四
号
、
一
九
七
六
年
。

中
国
科
学
院
南
海
海
洋
研
究
所
編
『
我
国
西
沙
、
中
沙
群
島
海
域
海
洋
生
物
調
査
研
究
報
告
集
』
北
京
、
科
学
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。

M
ark J. Valencia et al., Shipping, Energy, and Environm

ent: Southeast Asian Perspectives for Eighties: Preoccedings of a W
orkshop 

held in H
onolulu, H

aw
aii, 10-12 D

ecem
ber 1980, H

alifax: D
alhousie O

cean Studies Program
m

e, 1982.

B
rian M

orton &
 C

. K
. Tseng eds., The M

arine Flora and Fauna of H
ong K

ong and Southern C
hina: Proceedings of the First Interna-

tional M
arine Viological W

orkshop, H
ong K

ong, 18 April – 10 M
ay 1980, 2 Vols., H

ong K
ong: H

ong K
ong U

. P., 1982.

中
国
科
学
院
南
海
海
洋
研
究
所
編
『
南
海
海
洋
生
物
研
究
論
文
集C

ontributions on M
arline B

iological R
esearch of the South C

hina Sea

』



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

七
二
（
七
二
）

北
京
、
海
洋
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

台
灣
省
水
産
試
験
所
『
七
十
七
年
度
南
中
國
海
漁
場
開
發
調
査
報
告
＝C

ruise report on the investigation of fi shing ground in South Sea in 

1988
』
基
隆
、
台
灣
省
水
産
試
験
所
、
一
九
八
九
年
。

劉
海
齢
・
他
『
南
沙
地
坱
傳
裂
构
造
系
統
与
岩
石
圏
動
力
学
研
究
』
北
京
、
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

Pinxian W
ang &

 Q
ianyu Li eds., The South C

hina Sea: Pleoceanography and Sedim
enttology, D

ordurecht : Springer, 2009.

（
11
）
矢
田
殖
朗
・
高
山
久
明
「
主
と
し
て
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
遭
遇
船
の
実
態
」
航
海
、
第
五
四
号
、
一
九
七
七
年
。

（
12
）

山
本
尚
史
・
浅
川
公
紀
「
南
シ
ナ
海
の
シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
に
お
け
る
日
本
の
役
割
」
東
京
家
政
学
院
大
学
筑
波
女
子
大
学
紀
要
、
第
一
集
、　

一
九
八
七
年
。

John H
. N

oer &
 D

avid G
regory, C

hokepoints: M
aritim

e Econom
ic C

oncerns in Southeast Asia, W
ashington,D

C
: C

enter for N
aval 

A
nalyses/ N

ational D
efense U

. P., Institute for N
ational Strategic Studies, 1996.

（
13
）

梶
村
徹
「
電
子
海
図
南
シ
ナ
海
電
子
海
図
と
日
本
の
関
与
」
水
路
、
第
三
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
。

（
14
）

資
源
開
発
を
め
ぐ
る
南
シ
ナ
海
問
題
は
、
以
下
を
み
よ
。

R
oderick O

’B
rien, South C

hina Sea O
il: Tw

o Problem
s of O

w
nership and D

evelopm
ent, Singapore: Institute of Southeast A

sian Stud-

ies, 1977.

M
ark J. Valencia, John M

. Van D
yke, &

 N
oel A

. Ludw
ig, Sharing the Resources of the South C

hina Sea,  H
onolulu: U

niv. of H
aw

ai’i 

Press, 1999.

Institute of Southeast A
sian Studies, Energy and G

eopolities in the South C
hina Sea: Im

plications for ASEAN
 and its D

ialogue Part-

ners, Singapore: Institute of Southeast A
sian Studies, 2009.

久
保
田
英
二
郎
「
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
ン
ド
ン
油
田
―
―
南
シ
ナ
海
で
の
挑
戦
の
一
八
年
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
目
指
し
て
」
ペ
テ
ロ
テ
ッ
ク
ー

Petrotech

、
第
三
三
巻
第
九
号
、
二
〇
一
〇
年
。
こ
の
油
田
は
、
日
本
が
参
加
し
た
事
例
で
、
一
九
九
八
年
に
初
噴
出
に
成
功
し
た
。

（
15
）D

aojiong ZH
A

, C
hina’s Exploitation of South Sea Resources: the C

ase of H
ainan Province, 

大
和, IU

J R
esearch Institute, 2000.



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

七
三
（
七
三
）

　

第
二
十
三
師
団
長
小
松
原
道
太
郎
中
将
が
書
き
残
し
た
丹
念
な
日
記
（
防
衛
研
究
所
蔵
）
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
第

一
級
の
記
録
だ
が
、
事
件
発
生
の
前
日
に
当
る
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
年
）
五
月
十
日
の
項
に
「
東
京
物
資
漸
く
欠
乏
」
の
み
だ
し
で
、

9
項
目
の
具
体
例
を
列
挙
し
て
い
る
。

　

日
記
に
は
年
間
を
通
じ
て
こ
の
種
の
話
題
は
見
当
ら
な
い
の
で
、
や
や
奇
異
の
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
が
数
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、

1
．
市
中
に
金
屑
の
一
片
も
な
し
。
ハ
イ
ラ
ル
に
は
鉄
屑
、
古
釘
、
古
針
金
の
散
乱
遺
棄
せ
る
も
の
多
し
。

2
．
織
（
物
）
欠
乏
。
一
着
分
百
十
円
、
ハ
ル
ビ
ン
は
三
、四
十
円

3
．
足
袋
、
タ
オ
ル
、
繃
帯
、
殆
ん
ど
ス
フ
（
人
造
繊
維
）、
当
地
は
尚
木
綿
の
残
物
あ
り
。

ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防

―
―
第
二
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
―
―

秦　
　
　
　
　

郁　
　

彦



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

七
四
（
七
四
）

4
．
罐
詰
の
罐
、
殆
ん
ど
姿
を
没
す
。

5
．
紙
不
足
、
店
は
商
品
を
紙
で
包
ま
ず
。

　

な
ど
悲
観
的
な
材
料
ば
か
り
で
あ
る
。

　

情
報
の
出
所
は
不
明
だ
が
、
実
際
の
統
計
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
と
意
外
に
正
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
日
中
全
面
戦
争
に

突
入
し
た
一
九
三
七
年
に
比
べ
、
三
九
年
に
お
け
る
内
地
民
需
品
の
総
供
給
量
は
綿
布
で
六
割
、
毛
織
物
、
紙
は
三
分
の
一
、
ゴ
ム
製
品

は
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

　

主
食
の
コ
メ
も
在
庫
量
が
半
分
に
落
ち
、
四
一
年
か
ら
配
給
制
へ
移
行
し
た
。
物
価
上
昇
（
年
率
10
％
前
後
）
も
あ
っ
て
、
実
質
国
民

所
得
は
三
八
年
か
ら
下
降
線
に
入
っ
て
い
た

（
１
）

。
百
万
人
を
超
え
る
外
征
の
大
軍
を
賄
う
た
め
か
、
国
民
生
活
は
か
な
り
の
圧
迫
を
受
け
て

い
る
。
中
国
軍
を
相
手
に
し
た
前
近
代
的
戦
争
の
三
年
目
に
し
て
、
日
本
の
総
合
国
力
は
息
切
れ
し
始
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

陸
大
卒
の
知
性
派
と
目
さ
れ
、
大
使
館
付
武
官
補
佐
官
、
同
武
官
な
ど
情
報
将
校
と
し
て
革
命
前
後
の
ソ
連
に
勤
務
し
た
小
松
原
が
、

戦
時
経
済
の
実
情
に
関
心
を
寄
せ
て
い
て
も
ふ
し
ぎ
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
対
ソ
戦
の
リ
ス
ク
を
は
ら
む
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
国
境
紛

争
に
も
う
少
し
慎
重
な
姿
勢
で
臨
ん
で
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
逆
方
向
に
近
い
心
境
を
思
わ
せ
る
反
応
が
目
に
つ
く
。

　

東
京
の
物
資
欠
亡
ぶ
り
を
憂
え
た
翌
日
（
五
月
十
一
日
）
―
―
く
し
く
も
、
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
日
―
―
の
日
記
に
は
「
支
那
軍
に

対
す
る
必
勝
の
信
念
」
と
題
し
、

　
　

三
倍
な
れ
ば
殲
滅
し
得
べ
し

　
　

五
倍
な
れ
ば
相
当
大
な
る
打
撃
を
与
え
得
べ
し
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十
倍
な
れ
ば
攻
撃
し
得
べ
し

　

の
よ
う
な
勇
ま
し
い
所
見
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
小
松
原
に
は
支
那
軍
と
戦
っ
た
経
験
は
な
い
か
ら
、
誰
か
か
ら
の
受
け
売
り

だ
ろ
う
が
、
十
倍
の
敵
と
戦
う
の
も
辞
さ
な
い
と
い
う
の
は
、
お
よ
そ
兵
学
の
常
識
に
反
す
る
暴
論
で
あ
る
。
だ
が
支
那
軍
の
戦
力
を
極

端
に
軽
侮
す
る
風
潮
が
当
時
の
陸
軍
部
内
に
横
行
し
て
い
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
だ
っ
た
。
自
前
の
空
軍
も
戦
車
も
持
た
ぬ
劣
等

装
備
で
、
後
退
戦
略
を
重
ね
る
支
那
軍
に
対
す
る
連
勝
体
験
の
副
産
物
と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
満
州
事
変
の
成
功
を
背
景
に
、「
泣
く
子
も
黙
る
関
東
軍
」
の
威
勢
を
誇
る
「
独
立
王
国
」
を
形
成
し
て
い
た
関
東
軍
の
な
か

に
は
、「
支
那
軍
」
を
「
外
蒙
軍
」
や
「
ソ
蒙
軍
」
に
置
き
か
え
た
「
必
勝
の
信
念
」
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

第
一
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
は
第
二
十
三
師
団
、
第
二
次
以
降
は
関
東
軍
司
令
部
が
主
導
し
た
作
戦
計
画
を
見
る
と
、
兵
力
差
を
計
算

し
た
と
は
思
え
な
い
独
善
的
な
思
考
と
運
用
が
目
に
つ
く
。
第
一
次
で
小
松
原
が
手
元
の
兵
力
を
出
し
惜
し
ん
で
、
東
捜
索
隊
の
全
滅
を

招
い
た
の
は
、
既
述
の
通
り
だ
が
、
戦
訓
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

七
月
初
頭
の
ハ
ル
ハ
河
渡
河
作
戦
を
立
案
し
た
関
東
軍
の
作
戦
参
謀
た
ち
は
、
対
決
す
る
ソ
蒙
軍
兵
力
を
歩
兵
九
大
隊
、
戦
車
一
五
〇

両
と
算
定
し
た
う
え
で
、
歩
兵
十
二
大
隊
、
戦
車
約
七
〇
両
と
い
う
「
関
東
軍
と
し
て
は
未
曽
有
な
る
大
規
模
の
地
上
作
戦

（
２
）

」
を
発
動
す

れ
ば
「
牛
刀
を
も
っ
て
鶏
を
割
く
よ
う
な
も
の
」
と
楽
観
し
て
い
た
。
こ
の
渡
河
作
戦
は
失
敗
し
、
一
日
で
東
岸
へ
撤
退
せ
ざ
る
を
え
ず
、

虎
の
子
の
安
岡
戦
車
団
も
甚
大
な
損
害
を
受
け
、
戦
線
は
膠
着
状
況
に
陥
っ
た
。

　

満
を
持
し
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
第
一
集
団
軍
が
八
月
二
十
日
に
歩
兵
四
個
師
団
、
戦
車
・
装
甲
車
五
個
旅
団
の
兵
力
を
投
入
し
た
大
包
囲

作
戦
に
出
た
時
も
、
関
東
軍
と
第
六
軍
は
消
耗
し
て
戦
力
が
半
減
し
た
第
二
十
三
師
団
だ
け
で
支
え
ら
れ
る
と
誤
算
し
た
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
一
個
旅
団
強
を
加
え
た
だ
け
で
、
八
月
二
十
四
日
か
ら
無
謀
な
反
転
攻
勢
を
試
み
て
い
る
。
も
し
ソ
蒙
軍
が
か
ね
て
か
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ら
主
張
し
て
い
た
国
境
線
で
自
発
的
に
停
止
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
第
六
軍
は
玉
砕
同
然
の
破
局
に
陥
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
関
東
軍
に
は
戦
術
上
の
計
算
ど
こ
ろ
か
、
傷
つ
け
ら
れ
た
プ
ラ
イ
ド
へ
の
こ
だ
わ
り
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
全
軍

を
あ
げ
て
の
対
ソ
決
戦
を
決
意
し
た
植
田
関
東
軍
司
令
官
は
、「
暴
戻
不
遜
な
る
蘇
蒙
軍
を
撃
滅
し
以
て
皇
軍
の
威
武
を
中
外
に
宣
揚
せ

ん
（
３
）

」（
九
月
二
日
の
訓
示
電
）
と
、
な
お
も
強
気
だ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
見
込
薄
と
判
断
し
た
大
本
営
の
介
入
で
中
止
と
な
り
、
四
か
月

に
わ
た
っ
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
は
終
結
し
た
。

　

軍
事
的
観
点
か
ら
は
日
本
軍
の
敗
北
は
隠
し
よ
う
も
な
い
が
、
関
東
軍
を
ひ
き
ず
っ
た
主
戦
派
の
辻
政
信
参
謀
は
、
戦
後
に
刊
行
し
た

著
書
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』
で
所
々
に
反
省
の
弁
を
加
え
な
が
ら
も
、「
戦
争
は
敗
け
た
と
感
じ
た
も
の
が
、敗
け
た
の
で
あ
る

（
４
）

」
と
し
め
く
く
っ

た
。
責
任
を
取
ら
さ
れ
る
形
で
一
時
左
遷
さ
れ
た
服
部
卓
四
郎
、
辻
の
コ
ン
ビ
は
、
二
年
後
に
大
本
営
の
作
戦
課
長
、
兵
站
班
長
（
つ
い

で
作
戦
班
長
）
と
し
て
返
り
咲
き
、
似
た
発
想
と
手
法
で
対
米
英
戦
へ
全
軍
を
ひ
き
ず
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

少
し
進
み
す
ぎ
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
第
一
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
終
っ
た
一
九
三
九
年
五
月
末
ま
で
戻
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　

「
委
せ
た
ら
い
い
で
は
な
い
か
」

　

小
松
原
師
団
長
が
山
県
支
隊
へ
ハ
イ
ラ
ル
へ
の
撤
退
命
令
を
く
だ
し
、
関
東
軍
司
令
官
と
参
謀
次
長
か
ら
健
闘
ぶ
り
を
評
価
す
る
「
祝

電
」
が
舞
い
こ
ん
だ
五
月
三
十
一
日
に
は
、
事
件
の
そ
の
後
の
展
開
を
暗
示
す
る
次
の
よ
う
な
関
連
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

1
．
ソ
連
の
モ
ロ
ト
フ
新
外
相
は
最
高
会
議
の
決
定
に
基
づ
き
東
郷
茂
徳
駐
ソ
大
使
へ
、
全
力
を
あ
げ
て
モ
ン
ゴ
ル
国
境
を
守
る
つ
も
り

　
　

だ
と
表
明
し
た
。

2
．
事
件
が
全
面
戦
争
に
拡
大
す
る
可
能
性
は
「
万
無
き
も
の
と
信
ず
る
」
が
、
も
し
ソ
蒙
軍
が
攻
勢
を
か
け
て
き
て
も
、
第
二
十
三
師
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団
だ
け
で
対
処
で
き
る
と
す
る
関
東
軍
の
見
通
し
が
中
央
部
へ
打
電
さ
れ
た

（
５
）

。

3
．
大
本
営
作
戦
課
は
、
関
東
軍
の
不
拡
大
方
針
に
信
頼
し
早
期
終
結
を
期
待
す
る
。
そ
の
た
め
ハ
イ
ラ
ル
を
爆
撃
さ
れ
て
も
、
航
空
隊

　
　

の
越
境
進
攻
は
実
施
し
な
い
と
い
う
主
旨
の
「〈
ノ
モ
ン
ハ
ン
〉
国
境
事
件
処
理
要
綱

（
６
）

」
を
作
成
し
て
い
る
（
た
だ
し
関
東
軍
に
は

　
　

示
達
さ
れ
ず
）。

4
．
陸
軍
の
主
唱
で
年
初
か
ら
進
行
し
て
い
た
防
共
協
定
を
軍
事
同
盟
へ
強
化
し
よ
う
と
す
る
日
本
と
ド
イ
ツ
の
外
交
交
渉
の
過
程
で
、

　
　

対
米
英
刺
激
を
警
戒
し
て
強
硬
に
反
対
す
る
海
軍
に
右
翼
か
ら
の
圧
力
が
強
ま
っ
た
。
テ
ロ
に
会
う
覚
悟
を
き
め
た
山
本
五
十
六
海

　
　

軍
次
官
は
、
こ
の
日
の
日
付
で
「
述
志
」
と
題
し
た
遺
書
を
書
き
、
金
庫
に
収
め
て
い
る
。

5
．
四
月
に
天
津
の
イ
ギ
リ
ス
租
界
で
起
き
た
親
日
派
中
国
要
人
の
殺
害
犯
引
き
渡
し
問
題
で
、
日
英
関
係
は
緊
張
を
高
め
つ
つ
あ
っ
た

　
　

が
、
こ
の
日
在
天
津
の
日
本
総
領
事
か
ら
英
総
領
事
へ
期
限
付
要
求
が
提
出
さ
れ
た
（
六
月
十
四
日
に
は
北
支
那
方
面
軍
に
よ
る
天

　
　

津
租
界
の
封
鎖
へ
発
展
）。

　

い
ず
れ
も
九
月
に
勃
発
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
へ
向
か
う
巨
大
な
潮
流
が
残
し
た
指
標
で
あ
っ
た
が
、
渦
中
に
あ
っ
た
当
事
者
た
ち
の

視
界
は
限
ら
れ
て
い
る
。
当
面
の
課
題
と
取
り
組
む
の
に
追
わ
れ
、
右
往
左
往
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

国
家
的
観
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
段
階
で
の
最
優
先
課
題
は
半
年
余
の
間
に
七
十
数
回
の
五
相
会
議
で
も
み
に
も
ん
で
決
着
が
つ
か
な

か
っ
た
4
の
三
国
軍
事
同
盟
問
題
だ
っ
た
ろ
う
。
ド
イ
ツ
と
結
ん
で
筆
頭
仮
想
敵
国
の
ソ
連
を
東
西
か
ら
挟
撃
で
き
る
か
ら
、
陸
軍
が
実

現
に
熱
意
を
持
っ
て
も
ふ
し
ぎ
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
五
月
頃
か
ら
、
日
本
が
同
盟
に
応
じ
な
い
な
ら
ド
イ
ツ
は
馬
を
乗
り
か
え
て
ソ
連
と
手
を
結
ぶ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
情
報
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が
流
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
に
英
仏
と
の
提
携
に
見
切
り
を
つ
け
た
ソ
連
は
八
月
二
十
三
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
分
割
を
密
約
し

た
う
え
で
独
ソ
不
可
侵
条
約
を
結
び
、
呆
然
自
失
の
平
沼
内
閣
は
五
日
後
に
「
欧
州
の
天
地
は
複
雑
怪
奇
」
の
一
言
を
残
し
、
倉
皇
と
し

て
総
辞
職
す
る
。

　

こ
う
し
て
短
期
間
に
変
転
を
重
ね
た
日
独
ソ
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
処
理
策
に
反
映
さ
せ
た
が
、

同
盟
問
題
で
多
忙
な
陸
軍
中
央
は
、
ソ
連
に
事
件
拡
大
の
意
図
が
な
さ
そ
う
だ
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
暴
走
気
味
の
関
東
軍
に

ひ
き
ず
ら
れ
る
ま
ま
半
ば
放
任
し
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
国
軍
の
七
割
以
上
を
中
国
大
陸
の
戦
場
に
釘
づ
け
さ
れ
て
い
た
陸
軍
に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
は
、
日
中
戦
争
の
早
期
解
決

で
あ
り
、
政
治
・
外
交
的
手
段
に
よ
る
和
平
工
作
も
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
中
国
に
影
響
力
の
強
い
イ
ギ
リ
ス

と
の
関
係
を
、
天
津
租
界
問
題
で
悪
化
さ
せ
ず
、
日
本
に
有
利
な
形
で
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
の
畑
俊
六
侍
従
武
官
長
日
誌
を
見
る
と
、
昭
和
天
皇
の
関
心
が
圧
倒
的
に
同
盟
問
題
と
天
津
問
題
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
ひ
と
つ
に
は
米
英
協
調
を
重
視
す
る
天
皇
が
三
国
同
盟
を
嫌
い
、
天
津
で
の
実
力
行
使
を
抑
え
た
い
と
希
望
し
て
い
た
の
に
、
そ

れ
に
逆
ら
う
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
陸
軍
と
の
や
り
と
り
が
く
り
返
さ
れ
た
せ
い
で
も
あ
る
。

　

五
月
末
に
一
段
落
し
た
第
一
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
つ
い
て
、
陸
軍
は
侍
従
武
官
長
を
通
じ
一
応
の
情
報
は
上
げ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

天
皇
が
始
め
て
関
心
を
示
し
た
記
録
は
、
六
月
二
十
二
日
の
畑
日
誌
に
「
昨
日
御
前
に
召
さ
れ
…
…
昨
今
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
外
蒙
軍
の
活

躍
は
天
津
租
界
問
題
と
関
係
あ
る
如
く
思
わ
る
ゝ
が
―
」
と
あ
る
の
が
最
初
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
畑
は
夕
方
に
板
垣
陸
相
を
訪
れ
て
懇
談
し
た
が
、「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
原
因
は
未
だ
参
謀
本
部
に
て
適
確
な
る
判
断
な
き
も
、

大
し
た
こ
と
に
な
ら
ざ
る
や
に
察
せ
ら
れ
る
」
と
聞
い
て
い
る
。
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お
そ
ら
く
天
皇
に
も
伝
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
す
で
に
二
十
一
日
に
は
関
東
軍
か
ら
第
二
十
三
師
団
に
安
岡
戦
車
団
を
加
え
、
ハ
ル

ハ
河
を
越
え
て
進
入
し
た
ソ
蒙
軍
を
膺
懲
す
る
と
通
報
さ
れ
、
陸
軍
省
・
参
謀
本
部
首
脳
の
会
同
で
論
争
に
な
っ
て
い
た
。

　

陸
軍
省
側
か
ら
は
か
な
り
強
い
反
対
意
見
も
出
た
が
、「
一
師
団
ぐ
ら
い
い
ち
い
ち
や
か
ま
し
く
言
わ
な
い
で
、
現
地
に
委
せ
た
ら
い

い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
板
垣
の
一
言
で
容
認
し
て
し
ま
う
。
容
認
派
の
稲
田
作
戦
課
長
は
、
戦
後
に
「
結
果
論
に
み
る
と
、
初
め
か
ら

中
止
を
命
ず
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
感
じ
も
あ
る
が
、
関
東
軍
は
か
な
り
忠
実
に
中
央
の
意
向
に
同
調
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
」
の
で
、
あ
え
て
認
め
た
も
の
の
「
事
後
承
諾
を
求
め
て
き
た
そ
の
や
り
方
に
…
…
胸
中
一
ま
つ
の
不
安
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た

（
７
）

」
と
回
顧
す
る
。

　

こ
の
時
点
で
、
関
東
軍
は
す
で
に
ハ
ル
ハ
河
を
渡
河
し
て
、
地
上
部
隊
を
モ
ン
ゴ
ル
領
内
に
進
攻
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ソ
連
空
軍
の
根

拠
地
で
あ
る
タ
ム
ス
ク
へ
航
空
の
全
力
を
あ
げ
て
攻
撃
す
る
構
想
を
固
め
、
参
加
部
隊
に
出
動
準
備
を
下
令
し
て
い
た
。
し
か
し
「
若
し

中
央
に
企
図
を
報
告
す
る
場
合
、
中
央
よ
り
行
動
す
べ
か
ら
ざ
る
旨
申
し
来
ら
ば

（
８
）

」
困
る
の
で
、
越
境
攻
撃
の
部
分
は
秘
匿
し
事
前
協
議

は
し
な
い
と
決
め
た
。

　

板
垣
も
稲
田
も
、「
膺
懲
」
行
動
が
ハ
ル
ハ
河
を
越
え
た
モ
ン
ゴ
ル
領
内
に
及
ぶ
と
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
頼
ま
れ
も
し
な
い

の
に
、
内
地
か
ら
野
戦
重
砲
二
個
連
隊
を
増
派
す
る
配
慮
を
見
せ
て
い
る
。

　

こ
の
増
派
は
二
十
四
日
閑
院
宮
参
謀
総
長
が
参
内
し
て
上
奏
、
裁
可
を
得
た
。
つ
い
で
に
膺
懲
行
動
の
概
要
も
報
告
し
、
ソ
連
軍
が
補

給
根
拠
地
の
ザ
バ
イ
カ
ル
軍
管
区
か
ら
八
〇
〇
㎞
も
離
れ
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
大
兵
を
注
入
す
る
こ
と
は
「
万
な
か
る
べ
し
」
と
楽
観
論
を

言
い
添
え
た
が
、
天
皇
は
双
方
が
い
た
ち
ご
っ
こ
で
増
兵
す
る
と
拡
大
の
恐
れ
が
あ
り
、「
満
州
事
変
の
時
も
陸
軍
は
事
変
不
拡
大
と
い

い
な
が
ら
彼
の
如
き
大
事
件
と
な
り
た
り

（
９
）

」
と
述
べ
、
む
し
ろ
国
境
画
定
交
渉
に
入
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
言
し
た
。



政 

経 

研 
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

八
〇
（
八
〇
）

　

昭
和
天
皇
の
目
配
り
と
心
配
は
的
を
射
て
い
た
。
許
可
を
得
な
い
越
境
攻
撃
は
、
天
皇
の
統
帥
大
権
を
犯
す
重
大
な
犯
罪
で
あ
る
。
天

皇
は
満
州
事
変
時
に
林
朝
鮮
軍
司
令
官
が
独
断
越
境
を
強
行
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
越
境
将
軍
」
と
も
て
は
や
さ
れ
陸
相
、
つ
い
で

首
相
の
座
を
得
た
先
例
を
想
起
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

偶
然
な
が
ら
、
同
じ
日
に
上
京
し
て
き
た
関
東
軍
参
謀
の
片
倉
衷
中
佐
か
ら
タ
ム
ス
ク
爆
撃
の
企
図
を
知
っ
た
参
謀
本
部
は
、
次
長
名

で
関
東
軍
参
謀
長
へ
自
発
的
中
止
を
促
し
た
が
、
関
東
軍
の
暴
走
は
止
ま
ら
な
い
。
タ
ム
ス
ク
爆
撃
は
二
十
七
日
に
決
行
さ
れ
、
得
々
と

大
戦
果
を
電
話
で
報
告
し
た
寺
田
高
級
参
謀
に
、
稲
田
作
戦
課
長
が
「
馬
鹿
ッ
、
戦
果
が
何
だ
」
と
ど
な
り
つ
け
「
余
り
と
言
え
ば
無
礼

の
一
言
」
は
「
関
東
軍
と
中
央
部
と
を
、
決
定
的
に
対
立
さ
せ
る
導
火
線
に
な
っ
た

）
10
（

」
と
辻
参
謀
は
記
す
。

　

さ
す
が
に
地
上
部
隊
も
越
境
し
そ
う
だ
と
懸
念
し
た
の
か
、
大
本
営
は
二
十
九
日
に
上
奏
裁
可
を
得
た
大
陸
命
第
三
二
〇
号
と
大
陸
指

四
九
一
号
で
「
地
上
戦
闘
行
動
は
概
ね

0

0

ボ
イ
ル
湖
以
東
…
…
に
限
定
す
る
に
勉
む
る

0

0

0

も
の
と
す
」「
敵
根
拠
地
に
対
す
る
空
中
攻
撃
は
行

わ
ざ
る
も
の
と
す

）
11
（

」
と
関
東
軍
を
抑
え
に
か
か
っ
た
。「
勅
命
」
と
い
う
伝
家
の
宝
刀
を
抜
い
た
か
に
見
え
る
が
、
そ
れ
に
し
て
は
、
腰

が
引
け
て
い
た
。

　

南
東
か
ら
北
西
方
へ
流
れ
る
ハ
ル
ハ
河
が
西
へ
向
き
を
変
え
ボ
イ
ル
湖
へ
流
れ
こ
む
地
形
な
の
で
、「
ボ
イ
ル
湖
以
東
」
に
は
モ
ン
ゴ

ル
領
も
入
っ
て
し
ま
う
。
係
争
地
域
は
「
ハ
ル
ハ
河
以
東
」
と
表
現
す
れ
ば
足
り
る
の
に
、
な
ぜ
わ
か
り
に
く
い
「
ボ
イ
ル
湖
以
東
」
と

し
た
の
か
理
解
し
か
ね
る
。
し
か
も
「
概
ね
」
と
い
う
曖
昧
な
条
件
が
加
わ
り
、「
勉
む
る
」
の
部
分
で
強
制
的
色
彩
が
ぐ
っ
と
薄
ま
っ
て
、

単
な
る
努
力
目
標
と
し
か
読
め
な
く
も
な
い
。

　

さ
ら
に
大
陸
指
を
補
足
す
る
次
長
電
（
六
二
七
号
）
で
も
、「
近
く
貴
軍
の
企
図
せ
ら
る
る
地
上
作
戦
を
容
易
な
ら
し
む
る
趣
旨
の
も

の
な
り
」
と
、
言
わ
で
も
の
配
慮
を
示
し
て
い
た
。
七
月
二
日
の
発
動
を
期
し
す
で
に
地
上
部
隊
を
攻
撃
配
置
へ
前
進
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

八
一
（
八
一
）

関
東
軍
が
、
一
連
の
警
告
を
歯
牙
に
も
か
け
な
か
っ
た
の
は
当
然
の
反
応
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

「
再
び
起
て
打
撃
を
…
…
」

　

こ
こ
で
目
を
転
じ
て
、
第
二
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
攻
勢
作
戦
を
発
動
し
た
関
東
軍
の
動
き
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
関
東
軍
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
周
辺
の
国
境
紛
争
（
第
一
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
）
は
一
段
落
し
た
も
の
と
判
断
し
、

対
ソ
戦
に
お
い
て
本
来
の
主
戦
場
と
想
定
し
て
い
た
東
部
、
北
部
正
面
の
作
戦
準
備
へ
関
心
を
向
け
つ
つ
あ
っ
た
。

　

六
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
司
令
部
で
は
東
部
満
州
を
舞
台
と
す
る
図
上
演
習
を
実
施
し
、
参
謀
本
部
か
ら
は
橋
本
第
一
部
長
を
筆
頭
に

秩
父
宮
中
佐
、
島
村
、
宮
子
、
今
岡
各
少
佐
ら
作
戦
課
の
ス
タ
ッ
フ
七
名
も
参
加
し
た
。
後
方
担
当
の
今
岡
は
到
着
早
々
に
「
ノ
モ
ン
ハ

ン
事
件
は
終
り
ま
し
た
か
ら
も
う
大
丈
夫
で
す
。
ご
安
心
し
て
下
さ
い

）
12
（

」
と
辻
参
謀
に
言
わ
れ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
甘
言
は
額
面
ど
お
り
に
は
受
け
と
れ
な
い
。
ソ
蒙
軍
の
活
発
な
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、「
再
び
起た

っ

て
打
撃
を
与
う
る

）
13
（

」

機
会
を
窺
っ
て
い
た
と
い
う
服
部
の
回
想
の
ほ
う
が
本
音
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

　

実
際
に
東
捜
索
隊
を
撃
破
し
た
あ
と
ハ
ル
ハ
河
西
岸
に
退
去
し
た
ソ
蒙
軍
は
、
山
県
支
隊
の
ハ
イ
ラ
ル
帰
還
を
見
き
わ
め
る
や
、
六
月

二
日
に
は
東
岸
の
旧
陣
地
へ
復
帰
し
、
日
本
軍
の
再
攻
撃
に
備
え
た
防
衛
体
制
の
強
化
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
は
、
増
援
兵
力

を
加
え
た
前
線
部
隊
の
再
編
成
に
も
着
手
し
た
。

　

ブ
リ
ュ
ッ
ヘ
ル
が
失
脚
し
た
あ
と
、
極
東
方
面
軍
は
第
一
赤
旗
軍
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
と
第
二
赤
旗
軍
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）
に
分
割

さ
れ
て
い
た
が
六
月
五
日
、
チ
タ
に
司
令
部
を
置
く
前
線
集
団
軍
を
新
設
し
、
シ
ュ
テ
ル
ン
を
集
団
軍
司
令
官
に
任
命
す
る
。
前
線
集
団

軍
は
両
赤
旗
軍
、
ザ
バ
イ
カ
ル
軍
管
区
、
第
五
十
七
軍
団
ば
か
り
か
海
軍
の
太
平
洋
艦
隊
ま
で
指
揮
下
に
入
れ
た
か
ら
、
旧
極
東
方
面
軍



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

八
二
（
八
二
）

を
上
ま
わ
る
大
軍
と
な
っ
た
。

　

六
月
十
九
日
に
は
、
国
防
人
民
委
員
会
指
令
第
二
九
号
に
よ
り
第
五
十
七
軍
団
を
第
一
集
団
軍
に
改
編
し
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
集
団
軍
司

令
官
に
任
命
さ
れ
た
。
形
式
上
は
シ
ュ
テ
ル
ン
の
指
揮
下
に
属
し
た
と
は
い
え
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
ウ
ォ
ロ
シ
ロ
フ
を
通
じ
ス
タ
ー
リ
ン
と

直
結
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
シ
ュ
テ
ル
ン
の
司
令
部
は
主
と
し
て
補
給
な
ど
後
方
支
援
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る

）
14
（

。
事
実
上
は

二
頭
併
立
と
言
っ
て
も
よ
く
、
両
人
の
関
係
が
し
っ
く
り
い
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
ふ
し
ぎ
は
な
い
。

　

六
月
中
に
第
一
集
団
軍
が
日
本
軍
と
の
決
戦
に
向
け
タ
ム
ス
ク
を
中
心
に
モ
ン
ゴ
ル
東
部
へ
集
中
し
た
兵
力
は
、

　

第
36
車
載
狙
撃
師
団
（
約
一
万
一
千
人
）

　

第
11
戦
車
旅
団
（
戦
車
一
八
二
両
）

　

第
7
、
第
8
、
第
9
装
甲
旅
団
（
装
甲
車
二
五
四
両
）

　

モ
ン
ゴ
ル
第
6
、
第
8
騎
兵
師
団
（
約
二
千
人
）

　

戦
闘
機
一
五
一
機
、
爆
撃
・
偵
察
機
一
一
六
機
な
ど
計
三
一
八
機

で
あ
っ
た
。

　

ジ
ュ
ー
コ
フ
が
立
て
て
モ
ス
ク
ワ
に
伝
え
た
作
戦
構
想
は
「
日
本
の
大
規
模
攻
勢
を
想
定
し
て
、
ハ
ル
ハ
河
東
岸
の
陣
地
を
固
守
し
、

反
撃
態
勢
を
準
備
し
た
い
」
と
い
う
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
兵
力
の
増
派
も
要
請
し
た
が
、
国
防
人
民
委
員
部
は
六
月
十
二
日
に
要
請
を
上

ま
わ
る
狙
撃
三
個
師
団
、
戦
車
二
個
旅
団
、
装
甲
車
三
個
旅
団
、
砲
兵
四
個
旅
団
、
飛
行
六
個
連
隊
を
送
る
と
返
電
し
て
き
た

）
15
（

。

　

と
く
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
五
月
の
空
戦
で
「
き
わ
め
て
不
首
尾
」（
ジ
ュ
ー
コ
フ
最
終
報
告
書
）
と
自
認
す
る
航
空
隊
の
建
直
し
で

あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
出
動
を
禁
じ
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
ソ
連
空
軍
を
指
揮
し
た
ス
ム
シ
ュ
ケ
ビ
ッ
チ
少
将
（
空
軍
副
総
司
令
官
）
が
六
月



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

八
三
（
八
三
）

上
旬
に
連
れ
て
き
た
熟
練
飛
行
士
の
一
団
を
、
教
官
役
と
し
て
再
訓
練
に
当
ら
せ
る
。

　

戦
闘
機
は
旧
式
鈍
速
の
イ
15
戦
闘
機
に
代
え
て
武
装
を
強
化
し
た
イ
16
と
イ
153
（
チ
ャ
イ
カ
）
戦
闘
機
を
補
充
し
、
日
本
の
九
七
式
戦

闘
機
が
得
意
と
す
る
格
闘
戦
を
避
け
、
一
撃
離
脱
戦
法
を
採
用
し
た
。
新
鋭
の
Ｓ
Ｂ
―
2
高
速
爆
撃
機
も
加
わ
り
、
地
上
部
隊
と
の
直
協

を
重
視
し
た

）
16
（

。

　

急
ピ
ッ
チ
で
再
編
と
再
訓
練
を
進
め
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
が
、
禁
を
解
い
て
航
空
隊
に
出
撃
を
許
し
た
の
は
六
月
十
七
日
、
偵
察
を
兼
ね
た

地
上
部
隊
（
モ
ン
ゴ
ル
軍
）
の
出
動
を
下
令
し
た
の
は
十
九
日
だ
か
ら
、
期
せ
ず
し
て
日
ソ
両
軍
は
相
手
方
の
動
き
を
手
探
り
し
つ
つ
、

ほ
ぼ
同
時
に
二
度
目
の
遭
遇
戦
へ
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

小
松
原
日
記
に
は
ソ
蒙
側
の
動
き
を
、

六
月
十
七
日
…
…
「
敵
27
機
、
カ
ン
ジ
ュ
ル
廟
を
対
地
射
撃
」「
戦
車
・
装
甲
車
34
両
を
伴
う
敵
騎
兵
三
〇
〇
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
付
近
の
満

　

軍
派
遣
隊
を
攻
撃
す
」

十
八
日
…
…
「
敵
15
機
、
ア
ル
シ
ャ
ン
を
偵
察
」「
敵
40
機
ツ
ァ
ガ
ン
・
オ
ボ
、
ハ
ル
ハ
廟
を
空
襲
、
敵
戦
車
も
出
現
」

十
九
日
…
…
「
五
時
、
敵
17
機
、
カ
ン
ジ
ュ
ル
廟
と
ア
ム
グ
ロ
を
爆
撃
、
物
資
集
積
所
の
満
軍
用
ガ
ソ
リ
ン
四
〇
五
罐
な
ど
炎
上
し
、

　

一
名
戦
死
。
歩
兵
団
長
の
指
揮
す
る
一
個
連
隊
を
カ
ン
ジ
ュ
ル
廟
に
急
派
」

　

と
記
録
し
て
い
る
。

　

戦
史
叢
書
『
関
東
軍

〈1〉
』
は
「
小
松
原
師
団
長
は
六
月
十
九
日
朝
、
以
上
の
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
撃
攘
す
べ
き
意
見

を
具
申
し
た
」「
関
東
軍
第
一
課
に
お
い
て
は
…
…
意
見
具
申
に
接
す
る
や
、
直
ち
に
研
究
に
着
手
し
た
」「
軍
は
越
境
せ
る
ソ
蒙
軍
を
急

襲
殲
滅
し
其
の
野
望
を
徹
底
的
に
破
摧
す
る

）
17
（

」
方
針
を
固
め
た
と
記
述
し
て
い
る
。
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「
判
断
に
迷
っ
た
」
と
称
す
る
辻
も
、「
第
二
十
三
師
団
長
は
、
防
衛
の
責
任
上
進
ん
で
更
に
徹
底
的
に
膺
懲
し
た
い
、
と
の
意
見
を
具

申
し
て
来
た

）
18
（

」
と
小
松
原
が
主
導
し
た
こ
と
を
強
調
し
、
他
の
諸
文
献
も
同
調
し
て
い
る
が
疑
問
も
あ
る
。

　

関
連
の
重
要
電
報
を
収
録
し
て
い
る
関
東
軍
の
機
密
作
戦
日
誌
に
、
な
ぜ
か
第
二
十
三
師
団
長
の
具
申
電
が
洩
れ
て
い
る
し
、
小
松
原

日
記
に
も
言
及
が
な
く
、
十
九
日
の
項
に
は
「
軍
は
外
蒙
軍
の
挑
戦
的
行
動
を
膺
懲
破
摧
せ
ん
と
す
」
と
の
「
軍
命
令
を
受
領
す
」
と
し

か
な
く
、
積
極
的
姿
勢
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
が
見
当
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
小
松
原
の
具
申
電
へ
の
回
答
と
な
る
こ
の
軍
命
令
（
関
作
命
一
五
三
〇
号
）
は
、
十
九
日
二
一
四
〇
の
発
信
と
な
っ
て
お
り
、
し

か
も
関
係
諸
部
隊
へ
任
務
の
付
与
を
並
べ
た
十
六
項
目
に
わ
た
る
長
大
な
電
文
で
あ
る
。
植
田
軍
司
令
官
の
反
対
で
棚
上
げ
さ
れ
た
第
七

師
団
を
使
用
す
る
当
初
案
の
作
成
過
程
（
後
述
）
ま
で
考
慮
す
る
と
、
時
間
的
に
不
可
能
に
近
く
、
少
く
も
数
日
前
か
ら
関
東
軍
司
令
部

の
主
動
で
準
備
し
て
お
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
を
裏
書
き
す
る
よ
う
な
証
言
も
あ
る
。
六
月
十
七
日
、
植
田
関
東
軍
司
令
官
は
矢
野
参
謀
副
長
、
寺
田
、
服
部
、
辻
、
芦
川
ら
参

謀
を
ひ
き
つ
れ
、
北
部
満
州
の
防
衛
を
担
当
す
る
孫
呉
の
第
四
軍
司
令
部
を
視
察
中
だ
っ
た
。
後
方
担
当
の
第
三
課
（
後
方
担
当
）
参
謀

芦
川
春
雄
少
佐
の
「
備
忘
録
」
と
題
し
た
日
記
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　

六
月
十
七
日
（
土
曜
日
）、「
ノ
モ
ン
ハ
ン
方
面
の
敵
の
跳

ち
ょ
う

梁
り
ょ
う

に
鑑

か
ん
が

み
、
第
一
課
（
作
戦
担
当
）
に
お
い
て
「
第
七
師
団
の
主
力
を
ア
ル

　

シ
ャ
ン
方
面
に
進
め
、
第
二
十
三
師
団
の
一
部
を
カ
ン
ジ
ュ
ル
廟
、
将
軍
廟
方
面
に
進
め
、
航
空
部
隊
と
共
に
敵
を
徹
底
的
に
撃
滅
す

　

る
」
の
議
起
こ
る
や
、
第
三
課
に
お
い
て
も
所
要
の
準
備
を
進
む
。
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こ
の
日
記
を
発
掘
し
た
『
昭
和
史
の
天
皇
』
取
材
班
は
、
健
在
だ
っ
た
芦
川
か
ら
「
作
戦
会
議
の
席
で
は
な
く
、
十
八
日
に
新
京
へ
帰

る
ま
で
同
行
し
た
辻
参
謀
か
ら
作
戦
実
施
に
さ
い
し
て
の
兵
站
補
給
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
の
だ

）
19
（

」
と
語
っ
て
い
る
。

　

前
後
の
経
過
か
ら
想
像
す
る
と
、
攻
勢
計
画
の
原
案
は
六
月
十
七
日
よ
り
か
な
り
前
か
ら
辻
が
暖
た
め
服
部
も
同
調
し
て
い
た
も
の
で
、

上
部
を
説
得
で
き
る
材
料
が
そ
ろ
う
の
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
し
て
十
七
日
以
降
に
続
発
し
た
ソ
蒙
軍
の
「
挑
発
的
」
行
動
を
伝
え
る
小
松
原
の
通
報
が
、
好
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

た
だ
ち
に
十
九
日
午
前
、
軍
司
令
部
の
第
一
課
作
戦
室
に
寺
田
大
佐
（
高
級
参
謀
）、
服
部
中
佐
（
作
戦
主
任
）、
三
好
康
之
中
佐
（
航
空

主
任
）、
村
沢
一
雄
（
北
部
担
当
）、
辻
（
東
部
担
当
）、
島
貫
武
治
（
西
部
担
当
）
の
三
少
佐
ら
が
集
っ
て
協
議
し
た
。
作
戦
担
当
の
矢

野
音
三
郎
参
謀
副
長
は
出
張
の
帰
り
が
お
く
れ
、
列
席
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

作
戦
会
議
の
経
過
は
、
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
が
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

タ
ム
ス
ク
爆
撃
は
目
く
ら
ま
し
？

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
寺
田
参
謀
は
主
旨
に
は
賛
成
す
る
が
、
支
那
事
変
の
処
理
に
重
要
な
対
英
関
係
が
天
津
租
界
問
題
で
こ
じ
れ
て
い
る

最
中
な
の
で
、
解
決
の
見
通
し
が
つ
く
ま
で
攻
勢
時
期
を
延
ば
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
慎
重
論
を
唱
え
た
ら
し
い
。

　

そ
れ
に
猛
然
と
食
い
下
っ
た
の
が
辻
で
、「
事
こ
こ
に
及
ん
で
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
を
放
置
す
れ
ば
ソ
軍
は
わ
が
軟
弱
態
度
に
乗
じ
大
規
模

な
攻
勢
を
か
け
て
く
る
だ
ろ
う
。
徹
底
撃
破
す
る
自
信
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
か
え
っ
て
日
英
交
渉
を
好
転
さ
せ
ら
れ
る
」
と
説
き
、

服
部
、
三
好
が
同
調
し
て
寺
田
も
主
張
を
ひ
っ
こ
め
た
。

　

の
ち
に
な
っ
て
寺
田
は
「
事
件
を
自
主
的
に
打
切
る
と
せ
ば
此
際
が
正
に
潮
時
な
り
し

）
20
（

」「
職
を
賭
し
て
も
主
張
し
抜
く
べ
き
で
あ
っ
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た
）
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（

」
と
悔
い
、
辻
自
身
も
「
素
直
に
寺
田
参
謀
の
意
見
を
採
用
」
し
て
い
れ
ば
「
第
二
次
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
…
…
立
ち
消
え
に
な
っ
た

か
も
し
れ
な
い

）
22
（

」
と
反
省
し
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
辻
が
ま
と
め
た
「
対
外
蒙
作
戦
計
画
要
綱
」（
案
）
の
要
点
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

）
23
（

。

作
戦
方
針

　

「
ノ
モ
ン
ハ
ン
」
方
面
に
於
け
る
越
境
「
ソ
」
蒙
軍
を
急
襲
殲
滅
し
其
の
野
望
を
徹
底
的
に
破
摧
す
。

作
戦
指
導
要
領

（1）
飛
行
部
隊
は
地
上
作
戦
の
開
始
に
先
だ
ち
展
開
し
て
、
好
機
を
捉
え
航
空
撃
滅
戦
に
よ
り
制
空
権
を
獲
得
す
。

（2）
地
上
部
隊
主
力
（
第
七
師
団
と
戦
車
団
）
を
鉄
道
で
ア
ル
シ
ャ
ン
に
集
中
し
、
ハ
ル
ハ
河
上
流
方
面
よ
り
左
岸
（
西
岸
）
に
進
出
し
、

　

川
又
西
方
台
上
（
ハ
マ
ル
ダ
バ
）
の
敵
砲
兵
主
力
を
撃
滅
し
て
敵
の
退
路
を
断
ち
、
つ
い
で
ノ
モ
ン
ハ
ン
方
面
の
越
境
し
た
敵
を
背
後

　

よ
り
攻
撃
し
撃
滅
す
る
。

（3）
第
二
十
三
師
団
は
主
力
に
先
だ
ち
、
勉
め
て
多
く
の
敵
を
ノ
モ
ン
ハ
ン
方
面
に
牽
制
抑
留
す
る
。

（4）
戦
闘
が
一
段
落
し
た
後
に
は
、
一
部
兵
力
で
ハ
ル
ハ
河
左
岸
の
要
点
を
確
保
す
る
。

使
用
兵
力

　

第
七
師
団
長
の
指
揮
す
る
歩
兵
二
個
連
隊
（
六
個
大
隊
）
等

　

第
二
十
三
師
団
の
歩
兵
一
個
連
隊
（
三
個
大
隊
等
）

　

第
一
戦
車
団
（
戦
車
第
三
、
第
四
連
隊
）
独
立
野
砲
兵
第
一
連
隊
（
九
〇
式
野
砲
八
門
）

　

第
二
飛
行
集
団
の
一
部
（
戦
闘
二
、
重
爆
二
戦
隊
な
ど
）



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

八
七
（
八
七
）

　

そ
の
他

　

こ
の
要
綱
案
を
提
出
さ
れ
た
磯
谷
参
謀
長
は
、
主
旨
に
異
存
は
な
い
が
師
団
を
動
か
す
ほ
ど
の
規
模
と
な
る
の
で
、
中
央
と
連
絡
し
、

大
本
営
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
だ
と
述
べ
再
考
を
求
め
た
。
し
か
し
寺
田
、
服
部
は
中
央
の
空
気
を
察
す
る
に
「
意
見
具
申
を
採
用

す
る
公
算
少
」
と
思
わ
れ
る
の
で
、
独
断
専
行
す
べ
き
だ
と
押
す
。
磯
谷
は
さ
ら
に
矢
野
副
長
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
待
っ
た
ら
ど
う
か
と

も
述
べ
た
が
、
両
人
は
待
つ
余
裕
は
な
い
と
強
弁
し
、
説
得
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

と
こ
ろ
が
意
外
に
も
植
田
軍
司
令
官
が
異
論
を
持
ち
出
す
。
攻
勢
を
か
け
る
の
は
よ
い
が
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
地
区
の
防
衛
は
第
二
十
三
師

団
の
管
轄
な
の
に
、
他
の
師
団
を
以
て
解
決
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
の
だ
。
服
部
は
第
二
十
三
師
団
が
新
設
か
ら
一
年
に
す
ぎ

ず
、
三
単
位
師
団
（
三
個
歩
兵
連
隊
の
編
制
）
で
も
あ
っ
て
、
在
満
師
団
で
は
最
精
鋭
と
目
さ
れ
て
い
る
第
七
師
団
（
四
単
位
編
制
）
に

比
し
戦
力
的
に
不
安
が
あ
る
と
食
い
さ
が
っ
た
。

　

す
る
と
植
田
は
、
戦
術
的
考
察
は
そ
の
通
り
だ
が
、「
統
帥
の
本
旨
で
は
な
い
…
…
自
分
が
小
松
原
だ
っ
た
ら
腹
を
切
る
よ
」
と
言
い

切
り
、「
粛
然
と
し
て
答
え
る
者
も
な
か
っ
た
。
正
に
一
本
参
っ
た

）
24
（

」
形
の
幕
僚
た
ち
は
、
引
き
さ
が
っ
て
案
を
練
り
直
す
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
植
田
の
本
心
に
つ
い
て
、
三
好
参
謀
は
「
小
松
原
師
団
長
の
メ
ン
ツ
を
表
面
に
た
て
ら
れ
た
が
、
内
心
で
は
第
七
師
団
を
そ

ん
な
と
こ
ろ
へ
使
う
な

）
25
（

」
と
い
う
意
図
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　

し
か
し
練
り
直
す
と
い
っ
て
も
、
急
に
斬
新
な
発
想
が
湧
く
は
ず
も
な
い
。
軍
司
令
官
の
顔
を
立
て
て
、
主
役
を
第
七
師
団
か
ら
第
二

十
三
師
団
へ
入
れ
替
え
て
は
い
る
が
骨
格
は
変
ら
ず
、
む
し
ろ
投
入
兵
力
を
歩
兵
九
個
大
隊
か
ら
十
二
個
大
隊
へ
、
火
砲
も
七
六
門
か
ら

九
〇
数
門
へ
水
増
し
し
て
い
た
。
小
松
原
が
率
い
る
第
二
十
三
師
団
の
主
力
（
満
州
里
分
遣
の
一
大
隊
を
除
い
た
八
個
大
隊
）
に
第
七
師
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団
の
四
個
大
隊
を
編
入
す
る
の
で
、
幕
僚
た
ち
は
名
を
捨
て
実
を
取
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

早
く
も
十
九
日
夜
に
は
航
空
部
隊
の
出
動
準
備
を
指
示
し
た
関
東
軍
命
令
（
関
作
命
第
一
五
三
〇
号
）、
翌
二
十
日
午
後
に
は
地
上
部

隊
の
応
急
派
兵
（
編
制
定
員
の
約
八
割
）
を
命
じ
た
関
作
命
第
一
五
三
二
号
が
発
出
さ
れ
参
謀
総
長
を
ふ
く
む
関
係
方
面
に
通
報
さ
れ
て

い
る
が
、
国
境
線
を
超
え
る
タ
ム
ス
ク
爆
撃
と
ハ
ル
ハ
河
渡
河
作
戦
の
企
図
は
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
注
意
深
く
読
む
と
、
前
者
の
第
三
項
に
は
「
第
二
飛
行
集
団
長
は
…
…
越
境
敵
飛
行
機
を
索
め
て
撃
墜
し
且
爾
後
の
進
攻
作

0

0

0

0

0

0

戦0

を
準
備
す
べ
し　

敵
航
空
根
拠
地

0

0

0

0

0

0

に
対
す
る
攻
撃
実
施
に
関
し
て
は
別
命

0

0

す
」「
速
に
…
…
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
を
経
て
哈ハ

爾ル

哈ハ

河
左
岸
地
区

0

0

0

0

に
通
ず
る
道
路

0

0

0

0

0

0

の
写
真
撮
影
を
実
施
す
べ
し
」
と
ヒ
ン
ト
め
い
た
字
句
が
入
っ
て
い
た
。
大
本
営
の
担
当
参
謀
な
ら
何
を
意
味
す
る
か
察

知
で
き
る
は
ず
だ
が
何
も
手
を
打
た
ず
、
二
十
七
日
の
タ
ム
ス
ク
爆
撃
を
知
っ
て
あ
わ
て
ふ
た
め
い
た
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
史
叢
書
は
そ
う
し
た
事
情
か
ら
関
作
命
は
「
直
ち
に
、
大
本
営
へ
送
致
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い

）
26
（

」
と
推
測
す
る
が
、
別

の
見
方
も
あ
り
う
る
。
大
本
営
に
は
内
心
で
関
東
軍
に
同
調
な
い
し
遠
慮
す
る
空
気
が
あ
り
、
あ
え
て
幕
僚
連
絡
等
で
問
い
た
だ
し
も
せ

ず
、
黙
認
な
い
し
放
置
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ヒ
ン
ト
は
他
に
も
あ
っ
た
。
地
上
部
隊
の
行
動
を
指
示
し
た
関
作
命
一
五
三
二
号
は
、
既
述
の
よ
う
に
二
十
一
日
の
省
部
首
脳
会
議
で

論
議
さ
れ
た
。
出
席
者
は
「
第
二
十
三
師
団
長
は
…
…
主
力
を
将
軍
廟
方
面
に
集
中
し
ハ
ル
ハ
河
河
畔

0

0

に
於
け
る
爾
後
の
作
戦

0

0

0

0

0

を
準
備
」

（
第
五
項
）
と
か
「
安
岡
支
隊
長
は
…
…
第
二
十
三
師
団
主
力
と
策
応
し
ノ
モ
ン
ハ
ン
方
面
に
於
け
る
爾
後
の
作
戦
を
準
備

0

0

0

0

0

0

0

0

す
べ
し
」（
第

九
項
）
と
ハ
ル
ハ
渡
河
戦
を
示
唆
し
て
い
た
の
に
、
問
い
た
だ
し
た
よ
う
す
は
見
ら
れ
な
い
。

　

国
境
を
越
え
て
の
軍
事
行
動
に
は
大
命
が
必
要
で
、
そ
れ
を
無
断
で
や
る
の
は
天
皇
の
統
帥
大
権
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
地
上

侵
攻
は
空
爆
よ
り
も
罪
は
格
段
に
重
い
。
と
こ
ろ
が
タ
ム
ス
ク
爆
撃
計
画
の
ほ
う
が
前
述
の
よ
う
な
片
倉
参
謀
の
暴
露
（
二
十
四
日
）
で



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

八
九
（
八
九
）

表１　小松原兵団の編組

歩７１連隊（Ⅰ～Ⅲ大）

歩７２連隊（Ⅰ・Ⅱ大）

砲１３連隊（Ⅲ大）

工２３連隊（１・２中）

歩２６連隊（Ⅰ～Ⅲ大）

捜　索　隊（１・２中）

配属速射砲（９個中隊）

そ　の　他

計

岡本　徳三大佐

酒井美喜雄大佐

関　　武思少佐

斎藤　　勇中佐

須見新一郎大佐

井置　栄一中佐

2,404

1,705

448

371

1,500

264

150

7,500

47

73

7

143

4

323

指　　揮　　官 出動兵数 戦死 そ　の　他

Ａ左岸攻撃隊

戦車３連隊

戦車４連隊

歩６４連隊（Ⅰ～Ⅲ大）

歩２８連隊（Ⅱ大）

独立野砲１連隊

砲１３連隊（Ⅰ・Ⅱ大）

工２４連隊（１・２中）

配属速射砲（３個中隊）

満軍（興安支隊）

計

総　　計

吉丸　清武大佐

玉田　美郎大佐

山県　武光大佐

梶川　富治少佐

宮尾　　幹大佐

伊勢　高秀大佐

川村　質郎大佐

343

561

2,388

800

539

1,100

235

(1,700)

6,000

16,670

47

28

28

8

11

127

指　　揮　　官 出動兵数 戦死 そ　の　他

Ｂ安岡支隊（右岸攻撃隊）



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

九
〇
（
九
〇
）

大
本
営
を
あ
わ
て
さ
せ
た
た
め
、
地
上
部
隊
の
ハ
ル
ハ
河
渡
河
へ
の
関
心
は
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
。
目
く
ら
ま
し
効
果
と
呼
ん
で
も
よ
い
。

大
本
営
は
参
謀
次
長
名
で
関
東
軍
参
謀
長
に
あ
て
「
外
蒙
内
部
の
爆
撃
は
適
当
な
ら
ず
」
と
自
発
的
中
止
を
促
す
電
報
を
打
ち
、
翌
日
に

は
作
戦
課
の
有
末
作
戦
班
長
が
説
得
役
と
し
て
新
京
へ
飛
ん
だ
。

　

関
東
軍
の
ほ
う
も
、
二
十
三
日
関
東
軍
が
第
二
飛
行
集
団
へ
発
し
た
タ
ム
ス
ク
爆
撃
の
命
令
書
を
島
貫
参
謀
に
持
参
さ
せ
た
。
し
か
し

決
行
後
と
な
る
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
列
車
と
連
絡
船
を
使
い
上
京
さ
せ
る
小
細
工
を
弄
し
て
い
る
。
満
州
事
変
時
に
陰
謀
の
「
止
め
男
」

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
建
川
少
将
の
先
例
を
見
習
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

関
東
軍
と
大
本
営
の
ド
タ
バ
タ
劇

　

そ
の
後
に
進
展
し
た
一
連
の
ド
タ
バ
タ
劇
を
日
録
風
に
追
っ
て
み
よ
う

）
27
（

。

六
月
二
十
三
日
―（
a
）タ
ム
ス
ク
爆
撃
を
命
じ
た
関
東
軍
司
令
官
の
命
令
（
関
作
命
甲
第
一
号
）
を
第
二
飛
行
集
団
に
下
達
、（
b
）同
日

夜
、
命
令
写
を
携
行
し
た
島
貫
参
謀
、
列
車
で
新
京
発
上
京
。

二
十
四
日
―（
a
）「
我
の
断
乎
た
る
決
意
」
を
ソ
連
へ
示
す
た
め
、
関
東
軍
へ
野
戦
重
砲
二
個
連
隊
を
内
地
よ
り
増
派
す
る
こ
と
に
つ

い
て
参
謀
総
長
よ
り
上
奏
、
裁
可
を
得
る
（
二
十
六
日
発
令
）、（
b
）片
倉
参
謀
、
岩
畔
軍
事
課
長
へ
タ
ム
ス
ク
爆
撃
の
計
画
を
暴
露
、

（
c
）そ
れ
は
稲
田
作
戦
課
長
に
伝
わ
り
、
一
六
三
〇
に
参
謀
次
長
名
で
、
外
蒙
内
部
の
爆
撃
を
実
施
し
な
い
よ
う
要
望
し
有
末
中
佐
を

連
絡
の
た
め
飛
行
機
で
派
遣
す
る
と
伝
え
る
電
報
を
関
東
軍
参
謀
長
に
あ
て
発
信
。

二
十
五
日
―（
a
）第
二
十
三
師
団
長
へ
「
一
時
ハ
ル
ハ
河
左
岸
に
行
動
す
る
こ
と
を
得
」
と
の
関
東
軍
命
令
（
関
作
命
甲
12
号
）
を
示
達

（
参
謀
総
長
へ
も
通
報
）、（
b
）
爆
撃
中
止
を
説
得
す
る
た
め
、
有
末
次
中
佐
を
空
路
で
新
京
へ
派
遣
、（
c
）
そ
れ
を
知
っ
た
関
東
軍
は



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

九
一
（
九
一
）

〇
七
三
〇
に
寺
田
参
謀
か
ら
第
二
飛
行
集
団
参
謀
長
へ
二
十
六
日
の
爆
撃
決
行
を
指
示
。

二
十
六
日
―（
a
）タ
ム
ス
ク
爆
撃
の
予
定
を
準
備
不
足
に
よ
り
一
日
延
期
、（
b
）島
貫
少
佐
、
東
京
着
。

二
十
七
日
―（
a
）戦
爆
計
一
一
九
機
の
大
編
隊
で
タ
ム
ス
ク
攻
撃
を
実
施
、
敵
一
四
九
機
を
撃
墜
破
し
た
と
大
本
営
へ
報
告
、（
b
）天
候

不
良
で
お
く
れ
た
有
末
は
新
京
着
、（
c
）島
貫
が
大
本
営
へ
出
頭
、（
d
）参
謀
次
長
よ
り
関
東
軍
参
謀
長
へ
「
事
前
連
絡
な
か
り
し
を
甚

だ
遺
憾
」
と
発
電
（
参
電
七
九
七
号
）。

二
十
八
日
―（
a
）参
謀
長
↓
参
謀
次
長
「
北
辺
の
些
事
は
当
軍
に
依
頼
し
安
心
せ
ら
れ
度た

し

」
の
返
電

二
十
九
日
―（
a
）参
謀
総
長
よ
り
上
奏
、
裁
可
を
得
て
大
陸
命
三
二
〇
号
、
大
陸
指
四
九
一
号
を
発
令
。

七
月
二
日
―（
a
）
橋
本
第
一
部
長
、
新
京
へ
出
張
、
大
陸
命
の
主
旨
を
植
田
軍
司
令
官
へ
説
明
（
橋
本
は
翌
日
戦
場
へ
向
い
観
戦
）、

（
b
）安
岡
支
隊
、
夜
襲
に
よ
り
攻
勢
発
起
。

三
日
―（
a
）未
明
第
二
十
三
師
団
主
力
は
ハ
ル
ハ
河
を
渡
河
、
ソ
蒙
軍
と
決
戦
。

　

こ
の
日
録
を
眺
め
て
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
強
気
の
関
東
軍
と
硬
軟
の
合
い
間
を
ふ
ら
つ
く
軍
中
央
と
の
や
り
と
り
が
チ
グ
ハ
グ
に
す
れ

ち
が
い
、
結
果
的
に
タ
ム
ス
ク
爆
撃
も
ハ
ル
ハ
河
渡
河
も
抑
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

も
し
中
央
が
本
気
で
阻
止
す
る
つ
も
り
な
ら
、
二
十
四
日
の
時
点
で
大
陸
命
を
発
す
る
の
は
可
能
だ
っ
た
。
二
十
九
日
の
大
陸
命
で
も

ハ
ル
ハ
河
渡
河
は
中
止
さ
せ
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
既
述
の
よ
う
に
「
概
ね
ボ
イ
ル
湖
以
東
に
限
定
」
と
か
「
近
く
貴
軍
の
企
図
せ
ら
る
る

地
上
作
戦
を
容
易
な
ら
し
む
る
趣
旨
」
の
よ
う
に
曖
昧
な
表
現
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
関
東
軍
に
見
く
び
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

疑
心
は
疑
心
を
呼
ぶ
。
関
東
軍
が
作
命
の
番
号
（
一
五
〇
〇
番
台
）
を
二
十
三
日
か
ら
甲
第
一
号
と
い
う
新
連
番
号
へ
更
改
し
た
の
も
、
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第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

九
二
（
九
二
）

秘
匿
の
た
め
の
小
細
工
か
と
疑
う
向
き
さ
え
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
荒
馬
を
乗
り
こ
な
す
と
か
、「
駄
々
っ
子
」
を
宥
め
す
か
す
中
央

の
手
法
が
通
じ
る
相
手
で
は
な
か
っ
た
。
関
東
軍
は
「
任
務
達
成
上
の
戦
術
的
手
段
と
し
て
、
軍
司
令
官
の
権
限
に
属
す
る
も
の
で
、
別

に
大
命
を
仰
ぐ
べ
き
筋
合
で
は
な
い

）
28
（

」
と
割
り
切
っ
て
い
た
。
中
央
か
ら
タ
ム
ス
ク
爆
撃
を
叱
ら
れ
て
も
（
二
十
七
日
の
d
）、「
現
場
の

認
識
と
手
段
と
に
於
て
貴
部
と
聊

い
さ
さ

か
其
の
見
解
を
異
に
し
あ
る
が
如
き
も
北
辺
の
些
事
は
当
軍
に

）
29
（

」
任
せ
て
く
れ
と
開
き
直
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
無
理
を
押
し
通
し
て
決
行
し
た
タ
ム
ス
ク
攻
撃
は
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
成
果
を
収
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
翌

日
の
新
聞
が
「
前
代
未
聞
の
大
空
中
戦　

戦
果
絶
大
」（
関
東
軍
報
道
班
長
談
）
と
報
じ
た
の
は
と
も
か
く
、
四
年
後
に
発
行
さ
れ
た
陸

軍
大
学
校
の
教
科
書
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
空
中
戦
史
」
ま
で
が
「
世
界
航
空
史
上
未
曽
有
の
戦
果
」
と
自
讃
し
て
い
る
。

　

た
し
か
に
午
前
中
の
第
一
波
攻
撃
は
、
幸
運
も
あ
っ
て
の
奇
襲
と
な
り
、
あ
わ
て
て
離
陸
し
は
じ
め
た
敵
戦
闘
機
群
は
九
七
戦
の
編
隊

に
上
方
か
ら
か
ぶ
ら
れ
、
次
々
に
撃
墜
さ
れ
る
か
、
在
地
の
ま
ま
撃
破
さ
れ
た
。
し
か
し
爆
撃
隊
の
ほ
う
は
投
弾
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
し

た
た
め
命
中
弾
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
奥
地
の
サ
ン
ベ
ー
ス
に
向
っ
た
午
後
の
第
二
波
攻
撃
で
も
在
地
機
が
見
当
ら
ず
空
振
り
に
終
っ
て
し

ま
う
。

　

発
表
さ
れ
た
総
合
戦
果
は
空
中
で
98
機
、
地
上
で
49
機
、
日
本
側
の
損
失
は
4
機（
7
人
）だ
が
、
最
近
に
な
っ
て
判
明
し
て
き
た
ソ
連

側
の
記
録
に
よ
る
と
、
空
戦
で
撃
墜
さ
れ
た
戦
闘
機
は
17
機（
9
人
）に
す
ぎ
な
い
。
詳
細
は
不
明
だ
が
他
に
地
上
で
撃
破
さ
れ
た
り
被
弾

し
た
機
が
か
な
り
あ
っ
た
。
搭
乗
員
の
戦
死
者
数
で
見
る
と
、
大
差
は
な
い
。
ど
う
や
ら
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
（
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の
航
空
史

家
）
に
よ
る
「
日
本
側
の
勝
利
は
不
完
全

）
30
（

」
と
い
う
評
言
が
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

参
加
者
の
な
か
か
ら
も
疑
問
の
声
は
出
た
よ
う
だ
。
下
野
一
霍
少
将
（
第
七
飛
行
団
長
）
は
「
当
時
か
ら
確
認
で
き
る
撃
墜
数
は
二
十

六
機
と
判
断
し
て
い
た

）
31
（

」
と
ク
ッ
ク
ス
博
士
へ
語
り
、
空
中
指
揮
に
当
っ
た
野
口
雄
二
郎
大
佐
（
戦
闘
機
の
飛
行
第
11
戦
隊
長
）
は
、
中



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

九
三
（
九
三
）

隊
長
た
ち
と
「（
発
表
戦
果
は
）
ど
う
考
え
て
も
多
す
ぎ
る
」
と
言
い
あ
い
、「
戦
果
が
誇
張
さ
れ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
で
得
を
す
る
者
が
い

る
か
ら
だ

）
32
（

」
と
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
た
。

　

そ
れ
が
参
謀
ク
ラ
ス
で
は
た
だ
一
人
爆
撃
機
に
同
乗
し
て
戦
果
を
見
届
け
、
そ
の
足
で
新
京
の
司
令
部
へ
戻
っ
た
辻
少
佐
を
指
す
と
考

え
て
も
む
り
は
な
い
。
も
と
を
た
だ
せ
ば
タ
ム
ス
ク
爆
撃
の
発
想
は
、
七
月
早
々
に
予
定
し
た
ハ
ル
ハ
渡
河
作
戦
に
さ
い
し
、
戦
場
の
制

空
権
を
確
保
し
た
い
と
い
う
願
望
に
発
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
が
そ
の
思
惑
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
ソ
連
側
は
直
後
に
航
空
二
個
旅
団
を
ザ
バ
イ
カ
ル
軍
管
区
か
ら
補
充
す
る
処
置
を
と

り
、
七
月
三
日
の
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
戦
（
後
述
）
に
は
戦
闘
機
一
二
〇
機
、
爆
撃
機
八
〇
機
と
、
日
本
空
軍
を
上
ま
わ
る
機
数
を
そ
ろ
え

て
迎
え
う
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
に
な
る
と
、
中
央
も
関
東
軍
を
実
質
的
に
動
か
し
て
い
る
の
は
辻
少
佐
ら
し
い
と
気
づ
き
始
め
る
。「
こ
れ
ほ
ど
関
東
軍
の
立

場
を
考
え
て
」
い
る
の
に
「
中
央
の
不
同
意
を
承
知
の
上
で
殊
更
出
し
抜
く
、
そ
の
不
徳
義
、
そ
の
権
謀
的
態
度
に
心
底
か
ら

）
33
（

」
怒
っ
た

稲
田
作
戦
課
長
は
、
参
謀
人
事
を
所
管
す
る
岡
田
庶
務
課
長
や
陸
軍
省
の
額
田
補
任
課
長
へ
辻
の
更
迭
を
要
望
し
た
が
、
二
人
と
も
「
あ

れ
は
役
に
立
つ
男
で
す
よ
」
と
煮
え
き
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
板
垣
陸
相
へ
「
い
ま
の
関
東
軍
司
令
官
は
辻
君
で
す
。
彼
が
か
き
ま
わ
す
の
で
事
件
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
直
訴
し

た
が
、
か
つ
て
上
司
と
し
て
辻
を
重
用
し
た
板
垣
は
、「
そ
う
い
わ
な
い
で
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
よ

）
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（

」
と
ニ
ヤ

〱
笑
う
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

稲
田
と
作
戦
課
の
ほ
う
に
も
、弱
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
四
月
に
関
東
軍
が
示
達
し
た
「
満
ソ
国
境
紛
争
処
理
要
綱
」
に
「
一

時
的
に
ソ
領
に
侵
入
…
…
す
る
こ
と
を
得
」
と
い
う
条
項
が
あ
り
、
送
付
さ
れ
た
大
本
営
作
戦
課
は
疑
問
を
呈
さ
な
か
っ
た
ば
か
り
で
は
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な
い
。
既
述
し
た
よ
う
に
要
綱
を
第
二
十
三
師
団
長
が
指
揮
下
の
部
隊
へ
説
明
す
る
席
に
出
張
中
の
稲
田
ら
作
戦
課
員
が
居
合
わ
せ
、
小

松
原
ら
に
一
時
越
境
を
大
本
営
も
容
認
し
て
い
る
と
思
わ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
こ
の
「
失
策
」
に
気
づ
い
た
大
本
営

は
、
二
十
九
日
の
大
陸
命
三
二
〇
号
で
国
境
線
の
主
張
が
異
な
る
地
域
の
「
防
衛
は
情
況
に
依
り
行
わ
ざ
る
こ
と
を
得
」
と
修
正
し
、
大

陸
指
で
戦
闘
行
動
の
範
囲
を
ボ
イ
ル
湖
以
東
に
限
定
し
た
。

　

裁
可
に
さ
い
し
、
ど
こ
ま
で
問
題
点
を
知
ら
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
昭
和
天
皇
は
明
ら
か
に
参
謀
本
部
の
優
柔
な
対
応
ぶ
り
に
不
満

だ
っ
た
。
畑
日
誌
に
は
「
明
か
に
越
権
行
為
に
て
一
の
大
権
干
犯
と
見
ざ
る
を
得
ず
…
…
当
然
関
東
軍
司
令
官
の
責
任
な
り
」
と
い
う
天

皇
の
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
植
田
軍
司
令
官
の
更
迭
を
要
請
し
た
と
み
て
よ
い
が
、
閑
院
官
総
長
は
「
軍
司
令
官
の
処
分
に
関
し
て

は
何
れ
慎
重
に
研
究
」
と
逃
げ
て
し
ま
い
、
天
皇
は
「
将
来
も
こ
の
種
の
こ
と
は
度
々
起
ら
ざ
る
様
注
意
せ
よ
」
と
駄
目
押
し
し
て
い
る

）
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。

　

し
か
し
大
本
営
は
大
元
帥
の
怒
り
を
「
柳
に
風
」
と
ば
か
り
受
け
流
し
、「
一
時
的
越
境
」
に
つ
い
て
今
後
の
裁
可
は
期
待
で
き
な
い

と
し
つ
つ
も
、「
万
や
む
を
得
ざ
る

0

0

0

0

0

0

0

」
行
動
は
可
能
に
な
る
よ
う
配
慮
す
る
所
存
だ
と
抜
け
道
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
表
現
の
次
長
電

を
添
え
て
関
東
軍
へ
伝
え
て
い
る
。

　

傍
点
の
部
分
の
真
意
は
、ま
も
な
く
判
明
す
る
。「
大
本
営
研
究
班
抜
粋
」
に
、七
月
二
日
付
で
冒
頭
部
の
（
一
）
が
抜
け
た
「
総
長
上
奏
」

と
い
う
奇
妙
な
文
書
が
入
っ
て
い
る
。
ハ
ル
ハ
河
の
越
境
進
攻
を
必
要
と
す
る
理
由
を
、
関
東
軍
に
代
っ
て
弁
明
す
る
ス
タ
イ
ル
に
な
っ

て
い
る
が
、
一
部
を
引
用
し
た
い
。

（
二
）
ハ
ル
ハ
河
左
岸
台
地
は
同
河
右
岸
の
我
方
を
瞰か

ん

制
し
あ
り
、
正
面
よ
り
す
る
我
攻
撃
は
敵
砲
火
に
暴
露
す
る
た
め
、
多
大

の
損
害
を
招
き
（
東
支
隊
の
失
敗
例
を
引
き
）
…
…
敵
の
側
背
を
攻
撃
し
特
に
左
岸
地
区
に
在
る
敵
の
砲
兵
を
撲
滅
す
る
と
と
も
に
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同
河
の
敵
橋
梁
を
扼
し
退
去
す
る
敵
に
徹
底
的
打
撃
を
与
う
る
の
要
あ
り
。

右
の
如
く
一
時
な
り
と
も
我
方
の
認
定
し
あ
る
ハ
ル
ハ
河
の
線
を
越
え
て
行
動
す
る
こ
と
は
…
…
万
已
む
を
得
ざ
る
も
の
と
考
察

せ
ら
れ
、
之
が
為
に
事
件
を
拡
大
紛
糾
せ
し
む
る
こ
と
は
無
き
も
の
と
認
め
ら
る
。

　

推
測
に
な
る
が
、
七
月
二
日
は
日
曜
日
で
畑
日
誌
に
も
上
奏
の
記
事
は
な
い
の
で
、
上
奏
案
を
下
書
き
だ
け
で
と
ど
め
た
の
で
あ
る
ま

い
か
。
も
し
二
日
に
上
奏
し
て
も
事
後
報
告
と
な
っ
て
し
ま
い
、
天
皇
の
激
怒
を
誘
う
ば
か
り
と
思
い
直
し
、
頬
か
む
り
す
る
こ
と
に
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

七
月
二
日
、
三
日
の
攻
勢
が
失
敗
に
終
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
関
東
軍
は
大
本
営
作
戦
課
に
も
報
告
を
怠
っ
た
ら
し
く
井
本
少
佐
メ
モ
は

「
状
況
依
然
明
確
な
ら
ず
。
有
利
に
進
展
し
あ
ら
ざ
る
が
如
し
」（
六
日
）、「
状
況
す
こ
ぶ
る
不
明
」（
七
日
）
と
記
入
し
、
十
一
日
に
な
っ

て
、
や
っ
と
「
総
長
参
内
将
来
の
見
透
し
に
就
き
上
奏
、
第
一
部
長
は
其
の
実
視
せ
る
状
況
に
就
き
御
説
明
」
す
る
に
至
っ
た
。
天
皇
が

知
ら
ぬ
間
に
戦
は
始
ま
り
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

多
少
の
内
わ
も
め
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
統
帥
権
者
で
あ
る
天
皇
に
対
し
て
、
関
東
軍
と
大
本
営
は
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
共
同
戦
線
を
張

る
姿
が
露
呈
し
た
と
言
え
そ
う
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者
の
エ
ル
デ
ニ
バ
ー
ト
ル
は
、
七
月
三
日
の
渡
河
作
戦
に
姿
を
現
わ
し
た
橋
本
第

一
部
長
が
混
雑
を
き
わ
め
る
軍
橋
に
立
っ
て
一
時
的
に
砲
兵
を
指
揮
し
た
事
実
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
「
関
東
軍
独
走
」
と
い
う
通
説
は

虚
構
に
す
ぎ
ず
、
関
東
軍
と
参
謀
本
部
は
「
作
戦
上
の
〈
対
立
〉
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
〈
合
作
〉
の
方
が
目
立
つ

）
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」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
矢
は
す
で
に
弦
を
離
れ
た
。
し
ば
ら
く
は
目
を
移
し
て
、
そ
の
行
先
を
見
定
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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貧
弱
な
架
橋
能
力

　

戦
闘
は
過
誤
の
連
続
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
ミ
ス
を
犯
し
た
ほ
う
が
敗
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
は
正
し
い
が
、
偶
然
に
ま
ぎ
れ
こ
む
幸

不
運
で
流
れ
が
変
る
場
合
も
あ
り
、
戦
史
研
究
に
興
趣
を
添
え
て
く
れ
る
。
七
月
一
日
を
目
途
に
発
動
さ
れ
た
第
二
十
三
師
団
に
よ
る
攻

勢
作
戦
の
変
転
を
眺
め
る
と
、
勝
敗
は
別
と
し
て
そ
の
思
い
が
去
来
す
る
。

　

ハ
イ
ラ
イ
ト
と
目
さ
れ
る
局
面
は
二
つ
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
ハ
ル
ハ
河
東
岸
（
右
岸
）
の
ソ
蒙
軍
と
安
岡
戦
車
団
の
攻
防
（
七
月
二
、

三
日
）、
も
う
ひ
と
つ
は
、
シ
ュ
テ
ル
ン
将
軍
が
「
ハ
マ
ル
ダ
バ
大
会
戦
」
と
名
づ
け
た
西
岸
（
左
岸
）
に
お
け
る
日
本
軍
歩
兵
と
ソ
蒙

軍
機
甲
部
隊
と
の
遭
遇
戦
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
安
岡
戦
車
団
は
東
岸
の
ソ
蒙
軍
陣
地
を
突
破
で
き
ず
に
後
退
し
、
西
岸
の
日
本
軍
も
半
日
で
進
撃
を
あ
き
ら
め
、
一
本
だ
け

の
軍
橋
を
渡
っ
て
東
岸
へ
撤
退
し
た
。
彼
我
の
数
的
損
失
だ
け
見
れ
ば
痛
み
分
け
と
評
す
余
地
も
あ
る
が
、作
戦
目
的
を
達
成
で
き
な
か
っ

た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
仕
か
け
た
日
本
軍
の
分
が
悪
い
と
い
え
る
。

　

関
東
軍
の
辻
参
謀
は
事
件
か
ら
十
年
後
に
な
っ
て
も
「
勝
負
な
し
、
引
分
け
に
終
っ
た

）
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」
と
、
当
時
と
同
じ
負
け
惜
し
み
調
だ
が
、
七

月
三
日
に
架
橋
現
場
で
戦
況
を
視
察
し
た
橋
本
参
本
第
一
部
長
は
、「
ハ
ル
ハ
河
左
岸
の
戦
況
は
結
局
退
却
な
り

）
38
（

」（
井
本
熊
男
メ
モ
）
と

率
直
に
失
敗
と
敗
北
を
認
め
て
い
た
。
軍
中
央
の
公
式
見
解
と
受
け
と
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

大
著
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
―
草
原
の
日
ソ
戦
』
の
著
者
Ａ
・
Ｄ
・
ク
ッ
ク
ス
博
士
は
、
関
係
者
の
証
言
や
記
録
を
広
く
参
照
し
て
、
彼
ら
が

指
摘
し
た
西
岸
作
戦
の
「
敗
因
」
を
次
の
よ
う
に
列
記
す
る

）
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（

。

1
．
敵
に
対
す
る
過
小
評
価
と
自
軍
に
対
す
る
自
信
過
剰
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2
．
上
級
司
令
部
の
戦
略
指
導
の
ま
ず
さ

3
．
弱
体
な
第
二
十
三
師
団

4
．
劣
勢
な
火
砲
力

5
．
脆
弱
な
兵
站
（
補
給
）

6
．
劣
弱
な
架
橋
能
力

7
．
原
始
的
な
対
戦
車
戦
闘
力

8
．
非
効
率
な
通
信

　

私
と
し
て
は
東
岸
作
戦
で
日
本
陸
軍
に
と
っ
て
初
体
験
と
な
る
戦
車
対
戦
車
の
戦
闘
が
加
わ
る
の
で
、
あ
え
て
、

9
．
劣
弱
な
戦
車
の
性
能
と
運
用

　

を
追
加
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
指
摘
の
詳
細
は
こ
こ
で
は
深
入
り
せ
ず
、
作
戦
経
過
を
追
っ
て
い
く
過
程
に
織
り
こ
ん
で
論
及
し
た
あ
と
、
ソ
蒙
軍
と
対
比

す
る
形
で
総
括
的
な
論
評
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

表
１
は
右
岸
と
左
岸
へ
の
攻
勢
作
戦
を
発
動
し
た
時
点
に
お
け
る
参
加
部
隊
（
小
松
原
兵
団
）
の
編
組
等
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
月
十
九
日
の
当
初
案
で
は
園
部
和
一
郎
中
将
（
陸
士
16
期
）
の
指
揮
す
る
第
七
師
団
と
安
岡
正
臣
中
将
（
同
18
期
）
が
指
揮
す
る
安
岡

支
隊
（
第
一
戦
車
団
の
戦
車
第
三
、
第
四
連
隊
）
を
主
攻
、
第
二
十
三
師
団
を
助
攻
と
す
る
構
想
だ
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
植
田
軍
司

令
官
の
意
向
で
主
攻
と
助
攻
部
隊
が
入
れ
替
っ
た
。

　

そ
れ
に
伴
な
っ
て
作
戦
の
基
本
構
想
も
変
化
す
る
。
当
初
は
第
七
師
団
の
二
個
歩
兵
連
隊
を
随
伴
す
る
戦
車
団
が
、
ハ
ル
ハ
河
上
流
の
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コ
ロ
ベ
ン
ネ
イ
ラ
付
近
で
渡
河
し
て
、
ハ
マ
ル
ダ
バ
を
め
ざ
し
北
上
す
る
予
定
に
し
て
い
た
の
を
、
第
二
十
三
師
団
主
力
に
も
下
流
で
渡

河
南
進
さ
せ
、
ソ
蒙
軍
主
力
を
西
岸
地
区
で
挟
撃
す
る
構
想
へ
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

　

難
点
は
直
ち
に
調
達
で
き
る
架
橋
材
料
の
不
足
だ
っ
た
。
師
団
規
模
の
部
隊
を
渡
河
さ
せ
る
に
は
「
少
く
も
三
本
の
架
橋
材
料
と
三
個

中
隊
の
高
射
砲
が
必
要

）
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（

」
と
さ
れ
て
い
た
の
に
、
第
二
十
三
師
団
の
工
兵
23
連
隊
は
教
育
用
と
し
て
熊
本
か
ら
携
行
し
た
八
〇
メ
ー
ト
ル

分
の
乙
式
軽
渡
河
材
料
と
漕
渡
用
の
折
畳
舟
二
〇
隻
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

乙
式
で
は
戦
車
や
重
砲
を
渡
せ
る
強
度
が
な
い
の
で
、
使
用
兵
力
は
歩
兵
と
小
口
径
砲
に
限
ら
れ
る
。
六
月
二
十
一
日
に
関
東
軍
司
令

部
か
ら
来
た
辻
参
謀
が
渡
河
作
戦
を
持
ち
か
け
た
さ
い
、
小
松
原
師
団
長
が
渋
っ
た
の
も
、
劣
弱
な
架
橋
能
力
に
不
安
を
抱
い
た
か
ら
だ

ろ
う
。
し
か
し
辻
が
「
し
き
り
に
越
境
攻
撃
を
求
め
、
師
団
長
が
独
断
で
や
れ
ん
よ
う
な
ら
、
辻
が
関
東
軍
司
令
官
の
名
を
も
っ
て
軍
命

令
を
出
す

）
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」
と
迫
っ
た
の
で
、
承
服
し
て
し
ま
う
。

　

追
っ
て
二
十
五
日
に
発
出
さ
れ
た
関
東
軍
命
令
（
関
作
命
甲
12
号
）
に
は
「
第
二
十
三
師
団
長
は
…
…
一
時
〈
ハ
ル
ハ
〉
河
左
岸
に
行0

動
す
る
こ
と
を
得

0

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
。
傍
点
は
辻
の
独
断
を
、
第
二
十
三
師
団
長
の
「
独
断
」
に
す
り
か
え
る
た
め
の
修
飾
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

理
解
に
苦
し
む
の
は
、
当
初
案
で
は
戦
車
の
渡
河
も
可
能
な
甲
式
重
渡
河
材
料
を
持
つ
工
兵
第
7
連
隊
を
戦
車
団
に
随
伴
さ
せ
る
予
定
に

し
て
い
た
の
を
取
り
や
め
て
、
代
り
に
戦
車
団
と
同
じ
公
守
嶺
に
い
た
工
兵
第
24
連
隊
に
さ
し
変
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

工
24
は
六
月
二
十
一
日
応
急
派
兵
が
下
令
さ
れ
た
と
き
は
吉
林
で
渡
河
演
習
中
で
、
二
十
三
日
に
は
戦
車
団
と
と
も
に
鉄
道
終
末
点
の

ハ
ロ
ン
ア
ル
シ
ャ
ン
に
到
着
し
た
が
、
折
か
ら
の
雨
で
次
の
集
結
点
で
あ
る
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
へ
の
道
路
は
泥
濘
と
化
し
た
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
走

行
の
戦
車
だ
け
は
何
と
か
二
日
後
に
着
い
た
が
、
燃
料
、
弾
薬
、
架
橋
材
料
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
は
途
中
で
動
け
な
く
な
っ
た

）
42
（

。

　

こ
の
ま
ま
で
は
主
攻
勢
の
予
定
日
に
間
に
あ
わ
な
い
と
判
断
し
た
関
東
軍
は
、
ハ
ル
ハ
河
上
流
の
渡
河
計
画
を
放
棄
し
て
安
岡
支
隊
を



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

九
九
（
九
九
）

軍
直
轄
か
ら
第
二
十
三
師
団
長
の
指
揮
下
へ
編
入
、
将
軍
廟
へ
北
上
さ
せ
東
岸
地
区
で
ソ
蒙
軍
陣
地
の
突
破
攻
撃
に
使
う
よ
う
変
更
し
た
。

場
合
に
よ
っ
て
は
歩
兵
を
つ
れ
ず
に
戦
車
だ
け
で
渡
河
し
て
も
、「
河
に
乗
り
入
れ
た
ら
エ
ン
ジ
ン
ス
ト
ッ
プ
立
往
生
と
な
る
こ
と
は
目

に
見
え
て
い
る
」
と
苦
慮
し
て
い
た
玉
田
戦
車
第
四
連
隊
長
は
「
渡
河
を
や
め
、
補
給
線
を
ハ
イ
ラ
ル
方
面
に
変
え
た
」
の
を
知
り
、
配

属
の
「
野
口
参
謀
と
互
い
に
顔
を
見
合
せ
て
ホ
ッ
と
し
た

）
43
（

」
と
回
想
す
る
。

　

小
松
原
が
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
、
ハ
ル
ハ
渡
河
点
の
選
定
で
、

（1）
ボ
イ
ル
湖
東
方
の
下
流
、

（2）
フ
イ
高
地
南
方
の
中
流
、

（3）
コ
ロ
ベ
ン

ネ
イ
ラ
付
近
の
上
流
の
三
案
を
検
討
し
た
が
、

（1）
は
補
給
拠
点
（
将
軍
廟
）
か
ら
遠
す
ぎ
る
の
で
放
棄
し
、

（3）
は
前
記
の
よ
う
な
事
情
で

断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
小
松
原
は
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
偵
察
隊
を
派
遣
し
て
、「
上
流
方
面
の
渡
河
覚お

ぼ

束つ
か

な
き
が
如
し
」

（
小
松
原
日
記
、
6
月
29
日
付
）
と
判
り
、
や
む
を
え
ず

（2）
を
選
択
す
る
。

　

の
ち
に
な
っ
て
小
松
原
は
、
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
ま
で
来
て
い
た
工
24
の
重
架
橋
材
料
を
運
べ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
た
ら
し
い
こ
と
は
、
次

の
よ
う
な
小
松
原
日
記
の
記
事
か
ら
見
当
が
つ
く
。

敵
（
は
）
攻
勢
開
始
に
先
［
ダ
］
ち
一
夜
に
重
架
橋
四
を
作
る
。
我
軍
作
戦
に
際
し
架
橋
材
料
の
配
給
を
受
け
ず
、
工
兵
自
隊
の

軽
渡
河
材
料　

而し
か

も
一
の
掛
換
な
き
材
料
に
て
渡
河
し
頗

す
こ
ぶ

る
際
ど
き
危
険
極
ま
る
作
戦
を
な
せ
り
。
安
岡
支
隊
方
面
の
重
渡
河
材
料

は
降
雨
の
為た

め
ハ
ン
ダ
ガ
ヤ
よ
り
来
ら
ず
爾
後
直
に
引
揚
げ
ら
れ
請
求
す
る
も
交
付
せ
ら
れ
ず　

攻
勢
を
企
図
す
る
敵
の
準
備
周
到

な
る
、
我
軍
に
比
較
に
な
ら
ず
（
8
月
22
日
付
）。

　

小
松
原
が
気
づ
い
た
よ
う
に
、
兵
員
、
弾
薬
、
食
料
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
だ
ま
ま
で
は
渡
せ
な
い
貧
弱
な
橋
一
本
で
七
千
余
の
将
兵
を
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敵
地
に
投
入
し
た
「
危
険
極
ま
る
作
戦
」
は
、
当
然
の
報
い
を
受
け
る
。
渡
河
自
体
は
幸
運
も
手
伝
っ
て
ほ
ぼ
無
抵
抗
で
達
成
で
き
た
も

の
の
、
渡
橋
に
手
間
取
っ
た
た
め
、
進
撃
開
始
直
後
か
ら
ソ
連
戦
車
群
の
反
撃
に
会
っ
た
。
数
時
間
後
に
は
「
後
方
を
た
だ
一
本
の
軍
橋

に
託
す
る
の
は
危
険
」
だ
と
し
て
撤
退
す
る
は
め
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

橋
が
戦
局
全
体
の
死
命
を
制
す
状
況
は
ソ
蒙
軍
も
同
様
で
、
彼
ら
も
き
わ
ど
い
場
面
を
切
り
抜
け
て
い
た
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
終
結
ま

で
に
ソ
軍
工
兵
が
架
設
し
た
橋
は
計
二
十
二
本
（
ジ
ュ
ー
コ
フ
報
告
）
に
達
す
る
が
、
五
月
末
に
は
川
又
地
区
の
一
本
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

六
月
に
入
る
と
三
本
が
増
設
さ
れ
た
が
、
十
六
日
の
増
水
で
二
本
は
壊
れ
て
し
ま
い
、
日
本
軍
が
渡
河
し
て
き
た
と
き
は
二
本
し
か
残
っ

て
い
な
か
っ
た

）
44
（

。

　

西
岸
、
東
岸
の
両
攻
撃
隊
は
、
こ
の
橋
の
占
領
か
破
壊
を
目
標
に
し
て
い
た
の
で
、
そ
う
な
れ
ば
東
岸
の
ソ
蒙
軍
は
補
給
を
断
た
れ
立

ち
枯
れ
も
同
然
に
な
り
か
ね
な
い
。
日
本
軍
は
七
月
に
入
っ
て
幅
20
ｍ
の
ホ
ル
ス
テ
ン
川
に
旧
工
兵
橋
、
新
工
兵
橋
の
二
本
を
渡
し
た
が
、

ハ
ル
ハ
本
流
へ
の
架
橋
は
見
果
て
ぬ
夢
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　

戦
車
対
ピ
ア
ノ
線
の
東
岸
戦

　

小
松
原
中
将
が
関
東
軍
の
矢
野
参
謀
副
長
、
服
部
、
辻
参
謀
ら
と
の
協
議
を
経
て
、
攻
勢
作
戦
に
関
す
る
攻
撃
命
令
（
師
作
命
甲
一
○

五
号
）
を
下
達
し
た
の
は
六
月
三
十
日
の
一
五
〇
〇
で
あ
る

）
45
（

。
十
三
項
目
の
第
二
項
で
「
師
団
は
主
力
を
以
っ
て
哈ハ

爾ル

哈ハ

河
を
渡
河
し
越

境
敵
軍
を
捕
捉
殲
滅
」
す
る
作
戦
目
的
を
示
し
、
第
三
項
以
下
で
参
加
諸
隊
の
任
務
と
軍
隊
区
分
を
列
記
し
て
い
る
。

　

表
１
で
示
す
よ
う
に
兵
力
の
規
模
は
通
信
隊
、
衛
生
隊
、
自
動
車
隊
な
ど
の
後
方
部
隊
を
ど
こ
ま
で
含
め
る
か
で
数
字
は
分
れ
る
が
、

西
岸
に
渡
っ
た
の
が
約
七
五
〇
〇
人
、
東
岸
の
安
岡
支
隊
が
約
六
〇
〇
〇
人
、
予
備
と
後
方
部
隊
も
合
し
た
地
上
部
隊
の
総
数
は
一
万
六
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一
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一
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一
）

千
人
余
と
推
定
さ
れ
る

）
46
（

。
別
に
第
二
飛
行
集
団
の
約
三
〇
〇
〇
、
満
軍
の
約
一
七
〇
〇
を
加
え
る
と
二
万
人
を
超
え
た
。

　

服
部
参
謀
が
「
鶏
を
割
く
に
牛
刀
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
欲
し
た
る
も
の

）
47
（

」
と
回
想
し
た
の
を
、「
関
東
軍
作
戦
課
の
い
わ
ゆ
る
牛
刀
主
義
」

と
呼
ん
だ
戦
史
叢
書
は
「
敵
を
戦
場
か
ら
離
脱
さ
せ
な
い
た
め
、
わ
が
企
図
を
一
切
秘
匿
し
、
従
っ
て
飛
行
捜
索
も
行
わ
ず
、
急
襲
に
よ
っ

て
一
気
に
包
囲
殲
滅
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た

）
48
（

」
と
解
説
す
る
。

　

そ
の
う
え
、
攻
勢
発
動
の
直
前
に
「
ソ
軍
の
戦
意
乏
し
」
と
か
「
ソ
軍
退
却
中
」
と
い
う
た
ぐ
い
の
情
報
が
師
団
司
令
部
に
届
い
て
指

揮
下
の
部
隊
に
も
伝
わ
っ
た
。
六
月
三
十
日
の
前
記
作
命
の
第
一
項
に
は
「
哈
爾
哈
河
々
畔
に
在
る
敵
は
戦
意
既
に
喪
失

0

0

0

0

0

0

し
撃
滅
の
好
機

到
来
せ
り
」
と
、
異
例
の
情
勢
判
断
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

関
東
軍
が
こ
れ
ほ
ど
楽
観
主
義
に
流
れ
た
根
拠
は
、
必
ら
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
戦
力
面
を
比
較
し
て
み
て
も
、
軍
の
作
戦
参
謀
た
ち

は
、
当
面
の
ソ
軍
兵
力
を
軍
団
砲
兵
に
よ
っ
て
増
強
さ
れ
た
狙
撃
一
個
師
団
内
外
（
狙
撃
約
九
大
隊
）、
戦
車
二
個
旅
団
（
一
五
〇
～
二

○
○
両
）、
飛
行
機
一
五
〇
機
、
自
動
車
約
一
〇
〇
〇
両
の
ほ
か
、
外
蒙
騎
兵
二
個
師
団
と
判
断
し
て
い
た

）
49
（

。

　

日
本
軍
が
投
入
し
た
歩
兵
十
二
大
隊
（
一
万
弱
、）
戦
車
七
〇
両
、
飛
行
機
一
八
〇
機
、
自
動
車
四
〇
〇
両
に
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
均

等
で
「
牛
刀
」
と
は
言
い
に
く
い
。
の
ち
に
辻
参
謀
は
「
蓋
を
取
っ
て
み
た
敵
兵
力
は
、
一
倍
半
乃
至
二
倍
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た

）
50
（

」
と

書
い
て
い
る
が
、
実
状
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　

ジ
ュ
ー
コ
フ
最
終
報
告
書
に
よ
る
と
歩
兵
は
一
万
一
千
余
、
戦
車
一
八
六
両
、
装
甲
車
二
六
六
両
、
飛
行
機
三
○
五
機
で
、
日
本
軍
の

兵
力
を
歩
兵
二
万
二
千
と
過
大
に
見
積
り
、
兵
員
と
砲
数
は
日
本
軍
の
半
分
だ
が
、
戦
車
・
装
甲
車
で
は
ソ
軍
が
優
勢
だ
っ
た
と
総
括
し

て
い
る

）
51
（

。
局
面
を
七
月
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
の
「
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
戦
」
に
限
る
と
、
日
本
軍
の
歩
兵
約
六
千
に
対
し
、
ソ
軍
は
二

千
弱
と
少
な
い
か
わ
り
に
、
戦
車
・
装
甲
車
は
約
三
〇
〇
両
に
対
し
日
本
軍
は
ゼ
ロ
と
い
う
非
対
称
ぶ
り
だ
っ
た
。
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同
時
進
行
し
た
東
岸
地
区
の
戦
闘
で
は
、
歩
兵
と
戦
車
の
バ
ラ
ン
ス
は
逆
転
す
る
。
歩
兵
二
三
〇
〇
、
戦
車
八
両
、
装
甲
車
六
二
両
で

守
備
し
て
い
た
ソ
蒙
軍
陣
地
に
安
岡
は
歩
兵
二
四
〇
〇
、
戦
車
六
七
両
、
装
甲
車
一
七
両
で
攻
勢
を
か
け
、
半
数
近
い
戦
車
を
失
っ
て
撃

退
さ
れ
て
し
ま
う

）
52
（

。

　

次
は
戦
意
の
側
面
だ
が
、
冷
静
に
観
察
す
れ
ば
、
む
し
ろ
逆
の
現
象
が
目
に
つ
く
。
す
で
に
二
十
一
日
に
発
令
し
た
応
急
派
兵
で
師
団

主
力
と
歩
26
な
ど
の
配
属
部
隊
は
、
ハ
イ
ラ
ル
等
を
出
発
し
て
五
～
七
日
か
け
た
強
行
軍
で
二
〇
〇
㎞
を
踏
破
し
て
、
二
十
九
日
ま
で
に

将
軍
廟
地
区
に
集
結
を
終
っ
て
い
た
。
日
本
軍
の
攻
勢
が
近
そ
う
だ
と
警
戒
し
た
ソ
蒙
軍
は
、
二
十
日
頃
か
ら
ハ
ル
ハ
東
岸
の
各
所
に
偵

察
部
隊
を
出
没
さ
せ
て
い
る
。
な
か
で
も
二
十
三
日
に
は
装
甲
車
を
伴
な
う
歩
騎
兵
の
集
団
が
将
軍
廟
を
襲
撃
し
て
、
翌
日
に
か
け
小
ぜ

り
あ
い
を
交
え
た
の
ち
退
散
し
て
い
る

）
53
（

。

　

七
月
一
日
に
行
動
を
起
こ
し
た
左
岸
攻
撃
隊
は
、
進
路
を
誤
ま
り
北
方
に
偏
し
た
歩
71
の
西
川
大
隊
が
二
日
朝
渡
河
し
て
き
た
ソ
蒙
軍

と
河
岸
で
交
戦
、
七
九
人
の
死
傷
者
を
出
す
。
そ
の
か
わ
り
、
対
岸
の
ソ
蒙
軍
に
予
想
渡
河
点
を
実
際
よ
り
十
数
㎞
北
方
と
誤
断
さ
せ
、

主
力
の
無
血
渡
河
が
成
功
す
る
一
因
と
な
っ
た
。

　

安
岡
支
隊
が
予
定
を
変
更
し
て
渡
河
部
隊
よ
り
も
半
日
早
く
川
又
の
ソ
蒙
軍
陣
地
へ
の
突
進
を
開
始
し
た
こ
と
も
、
や
は
り
一
種
の
陽

動
効
果
を
も
た
ら
す
。
戦
車
を
ふ
く
む
日
本
軍
の
主
攻
正
面
は
東
岸
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
疑
っ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
タ
ム
ス
ク
周
辺

に
待
機
さ
せ
て
い
た
予
備
部
隊
へ
と
り
あ
え
ず
ハ
ル
ハ
河
畔
へ
の
移
動
を
指
示
し
た
。

　

そ
こ
へ
予
想
よ
り
早
い
日
本
軍
の
渡
河
に
不
意
を
打
た
れ
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
河
畔
か
ら
五
〇
㎞
ま
で
近
づ
い
て
い
た
機
甲
集
団
に
進

路
を
変
え
徹
夜
の
行
軍
体
形
の
ま
ま
迎
撃
せ
よ
と
命
じ
た
。
当
初
の
構
想
ど
お
り
、
日
本
軍
が
ハ
マ
ル
ダ
バ
を
南
北
か
ら
挟
撃
し
て
い
た

ら
戦
局
が
ど
う
展
開
し
た
か
は
興
味
深
い
論
点
で
あ
ろ
う
。
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と
も
あ
れ
同
時
進
行
し
た
二
つ
の
戦
場
の
う
ち
、
ま
ず
は
西
岸
に
お
け
る
安
岡
支
隊
の
戦
闘
経
過
を
追
っ
て
み
よ
う
。
支
隊
の
任
務
が

確
定
し
た
の
は
、
七
月
二
日
一
七
〇
〇
に
発
令
さ
れ
た
師
作
命
甲
一
〇
九
号
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
到
着
し
た
の
は
戦
車
団
だ
け
だ
っ
た

の
で
戦
歩
砲
の
協
同
攻
撃
が
可
能
な
よ
う
に
、
歩
64
と
砲
13
の
森
川
大
隊
を
配
属
し
て
、「
三
日
払
暁
を
期
し
攻
撃
前
進
を
開
始
し
…
…

川
又
に
向
い
突
進
し
敵
を
ハ
ル
ハ
右
岸
に
殲
滅
す
べ
し
」
と
命
じ
た
。
工
24
に
は
挺
進
隊
を
編
成
し
て
、
川
又
軍
橋
へ
進
入
し
て
占
領
す

る
か
爆
破
す
る
任
務
が
与
え
ら
れ
た
。

　

だ
が
作
戦
企
図
は
挫
折
し
た
。
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
は
敵
が
退
却
中
と
い
う
「
虚
報
」
に
影
響
さ
れ
て
か
、
安
岡
支
隊
長
は

発
進
時
間
を
半
日
早
め
て
七
月
二
日
夜
に
く
り
あ
げ
、
し
か
も
歩
砲
を
置
き
去
り
に
し
て
先
例
の
な
い
戦
車
団
の
単
独
夜
襲
を
決
行
す
る
。

幸
運
に
も
折
か
ら
の
大
雷
雨
に
ま
ぎ
れ
夜
十
一
時
頃
、
敵
縦
深
陣
地
の
第
一
線
を
奇
襲
突
破
し
た
が
、
歩
兵
の
直
協
を
欠
い
た
た
め
「
暴

れ
ま
わ
っ
た
」
だ
け
で
、
七
台
の
戦
車
を
失
い
隊
形
整
理
の
た
め
一
時
後
退
す
る
。

　

第
二
は
、
西
岸
台
上
の
ソ
連
軍
重
砲
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
利
用
し
て
対
岸
を
南
下
す
る
安
岡
支
隊
に
正
確
な
猛
射
を
浴
び
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
軍
は
反
撃
で
き
る
重
砲
を
持
ち
あ
わ
せ
ず
、
歩
64
、
砲
13
、
工
24
の
兵
士
た
ち
は
壕
に
伏
せ
た
ま
ま
釘
づ

け
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
二
日
お
く
れ
て
追
及
し
た
梶
川
大
隊
に
至
っ
て
は
、
支
隊
本
部
と
最
後
ま
で
連
絡
が
と
れ
ぬ
ま
ま
右
往
左
往
し
た

だ
け
に
終
る
。

　

戦
車
団
の
突
進
は
翌
日
に
再
開
さ
れ
た
が
、
待
ち
構
え
て
い
た
ソ
軍
の
戦
車
・
装
甲
車
・
対
戦
車
砲
の
チ
ー
ム
に
迎
撃
さ
れ
た
。
な
お

も
突
破
し
よ
う
と
し
た
戦
車
第
3
連
隊
の
戦
車
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
を
鉄
条
網
の
ピ
ア
ノ
線
に
か
ら
め
取
ら
れ
、
動
け
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を

狙
い
撃
ち
さ
れ
て
吉
丸
連
隊
長
車
を
ふ
く
む
十
数
両
が
炎
上
し
た
。
そ
れ
は
「
ピ
ア
ノ
線
の
悪
夢
」
と
し
て
伝
説
化
す
る
。

　

ソ
連
側
か
ら
見
た
こ
の
戦
闘
の
情
景
を
、
少
し
長
く
な
る
が
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
著
か
ら
引
用
し
た
い
。



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
〇
四
（
一
〇
四
）

（
七
月
三
日
の
正
午
頃
）、
ハ
ル
ハ
河
の
東
岸
に
は
第
９
装
甲
車
旅
団
の
装
甲
車
の
ほ
か
に
第
11
戦
車
旅
団
第
2
大
隊
所
属
の
ル
キ

ン
大
尉
が
率
い
る
Ｂ
Ｔ
―
5
戦
車
8
両
が
展
開
し
て
い
た
（
戦
車
は
3
日
一
〇
〇
〇
ご
ろ
東
岸
に
渡
河
）。
戦
車
第
3
連
隊
と
の
2

時
間
の
戦
闘
で
戦
車
5
両
を
破
壊
し
、
ソ
軍
は
3
両
が
撃
破
さ
れ
た
（
中
略
）

約
四
〇
両
の
日
本
戦
車
は
、
第
9
装
甲
車
旅
団
の
防
御
陣
地
に
進
路
を
と
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
戦
車
の
大
群
を
目
に
し
た
装
甲
車

中
隊
は
撤
退
を
始
め
た
。
そ
こ
へ
到
着
し
た
旅
団
の
司
令
官
と
政
治
委
員
は
こ
の
中
隊
を
陣
地
に
引
き
戻
し
、
掩
体
か
ら
砲
塔
を
突

出
さ
せ
位
置
に
つ
か
せ
た
（
中
略
）
激
し
い
砲
撃
戦
が
始
ま
り
、
そ
れ
は
二
時
間
以
上
も
続
い
た
。
敵
は
9
両
の
戦
車
を
遺
棄
し
て

後
退
し
た

）
54
（

。

　

こ
の
あ
と
東
側
か
ら
迂
回
し
て
ソ
軍
右
翼
の
第
一
四
九
狙
撃
連
隊
に
攻
撃
を
か
け
た
軽
戦
車
が
主
体
の
戦
車
第
４
連
隊
と
、
夕
方
の
迎

撃
戦
が
つ
づ
く
が
、
玉
田
連
隊
長
が
慎
重
に
進
退
し
た
た
め
、
大
き
な
被
害
は
出
さ
ず
に
後
退
し
て
い
る
。

　

こ
の
戦
闘
は
、
日
本
陸
軍
が
初
め
て
経
験
し
た
戦
車
対
戦
車
の
対
決
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
で
は
、
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
で
数
百
台
、

独
ソ
戦
線
で
は
数
千
台
規
模
の
大
戦
車
戦
さ
え
出
現
す
る
が
、
数
十
両
ば
か
り
の
小
規
模
と
は
い
え
、
世
界
戦
史
で
も
初
例
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
得
ら
れ
た
戦
訓
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

玉
田
連
隊
長
が
イ
チ
砲
手
か
ら
「
隊
長
殿
。
私
の
射
つ
弾
丸
は
た
し
か
に
敵
の
戦
車
に
命
中
す
る
の
で
す
が
跳
ね
か
え
り
ま
す

）
55
（

」
と
聞

い
た
よ
う
に
、
八
九
式
中
戦
車
の
57
ミ
リ
砲
は
短
身
低
初
速
の
た
め
Ｂ
Ｔ
戦
車
の
装
甲
を
貫
通
で
き
ず
、
有
効
射
距
離
も
八
九
式
が
七
～

八
〇
〇
m
に
対
し
Ｂ
Ｔ
は
一
五
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ｍ
も
あ
っ
た
。
そ
の
半
面
、
高
初
速
の
徹
甲
弾
を
撃
つ
ソ
軍
の
戦
車
、
装
甲
車
の
45
ミ

リ
と
35
ミ
リ
砲
は
貫
徹
力
に
す
ぐ
れ
、
日
本
戦
車
の
薄
い
装
甲
を
簡
単
に
撃
ち
抜
い
た
。



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

一
〇
五
（
一
〇
五
）

　

半
藤
一
利
は
戦
歩
砲
の
相
互
支
援
に
よ
る
対
戦
車

防
御
を
強
調
す
る
「
赤
軍
教
令
」
を
引
用
し
て
、「
そ

の
教
え
を
そ
の
ま
ま
に
実
行
し
て
日
本
軍
を
撃
破
し

た
）
56
（

」
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
日
本
軍
の
「
戦
車
兵
操

典
」
の
前
身
で
あ
る
「
教
練
規
定
」
が
「
戦
車
は
み

だ
り
に
対
戦
車
戦
闘
す
べ
き
も
の
に
非
ず
」
と
規
定

し
て
い
た
の
に
、
歩
兵
直
協
用
に
設
計
し
た
戦
車
を

単
独
で
猪
突
さ
せ
た
罪
を
問
う
て
い
る
。

　

戦
車
の
設
計
思
想
に
は
部
内
で
も
議
論
は
あ
っ
た

が
、
戦
車
を
持
た
ぬ
中
国
軍
を
相
手
に
見
せ
た
「
鉄

牛
」
の
威
力
ぶ
り
が
改
革
を
お
く
ら
せ
た
一
因
だ
っ

た
ろ
う
。

　

敗
退
し
た
戦
車
団
は
そ
の
後
の
数
日
、
小
規
模
な

出
撃
は
試
み
た
が
、
関
東
軍
は
再
建
の
た
め
七
月
末

ま
で
に
残
存
す
る
全
車
を
公
守
嶺
へ
引
き
あ
げ
た
。

そ
の
た
め
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
後
半
を
、
日
本
軍
は
戦

車
な
し
で
戦
う
は
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。

図１　７月２～４日の戦闘経過図

ソ連軍

日本軍
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／
歩
64

23Ｄ
至将軍廟

歩
26

Ⅱ/歩28
3TK

砲13

4TK

歩64

狙149

9装旅

11TK

ホルステン川 満軍

11
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ス
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ブ
ル
オ
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第Ⅰ大隊

第三街道

第
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街
道
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K
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一
街
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狙24

7装旅＝第7装甲旅団
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）

一
〇
六
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一
〇
六
）

　
　
　
　
　

火
炎
び
ん
対
戦
車
の
西
岸
戦

　

次
に
ハ
ル
ハ
西
岸
（
左
岸
）
の
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
（
白
銀
査
干
）

台
地
で
の
戦
闘
へ
目
を
転
じ
よ
う
。

　

歩
兵
団
長
小
林
恒
一
少
将
が
指
揮
す
る
左
岸
攻
撃
隊
（
主
力
は

歩
71
、
72
）
は
工
23
が
輸
送
し
て
き
た
二
〇
隻
の
折
疊
鉄
舟
（
15

人
乗
り
）
に
よ
る
漕
渡
を
七
月
三
日
○
時
、
架
橋
作
業
を
〇
一
三

〇
に
開
始
す
る
予
定
に
し
て
い
た
が
、
暗
夜
の
移
動
で
道
を
迷
う

な
ど
の
手
違
い
が
生
じ
、
二
時
間
以
上
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

手
違
い
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
架
橋
材
料
の
強
度
が
足
り
ず
、

流
速
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
は
兵
員
や
砲
、
弾

薬
な
ど
の
重
量
物
は
い
っ
た
ん
卸
し
て
一
台
ず
つ
渡
し
た
あ
と
積

み
替
え
る
の
で
大
混
雑
と
な
り
、
渡
河
終
了
が
予
定
よ
り
五
時
間

以
上
も
お
く
れ
た

）
57
（

。

　

と
く
に
先
鋒
と
し
て
全
員
を
車
載
で
歩
兵
団
の
最
外
側
を
迂
回

進
撃
す
る
予
定
の
歩
26
は
、
渡
橋
直
前
に
ト
ラ
ッ
ク
を
司
令
部
に

取
ら
れ
、
他
部
隊
と
同
様
の
徒
歩
に
変
更
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
全

漕 渡 開 始 渡 橋 開 始 渡 橋 後 退



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

一
〇
七
（
一
〇
七
）

兵
力
が
左
岸
に
渡
り
終
っ
た
の
は
一
二
三
〇
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
渡
河
点
の
周
辺
に
ソ
蒙
軍
は
兵
力
を
配
置
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
渡
河
作
業
も
ハ
ラ
台
と
コ
マ
ツ
台
を
め
ざ
し
南
下
を
始
め
た
歩
兵
団
の
初
動
は
ほ
と
ん
ど
妨
害
を
受
け
て
い
な
い
。

　

ソ
蒙
軍
が
結
果
的
に
虚
を
つ
か
れ
た
形
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
。
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
近
く
日
本
軍
が
攻
勢
に
出
よ

う
と
し
て
い
る
の
を
察
し
七
月
一
日
夜
、
タ
ム
ス
ク
か
ら
ウ
ン
ド
ル
ハ
ン
に
か
け
て
集
結
し
て
い
た
第
十
一
戦
車
旅
団
（
ヤ
コ
フ
レ
フ
少

将
）、
第
七
、
第
八
装
甲
旅
団
、
狙
撃
第
二
四
連
隊
（
フ
ェ
デ
ィ
ニ
ン
ス
キ
ー
少
佐
）
な
ど
の
予
備
隊
に
、
ハ
ル
ハ
河
岸
へ
進
出
す
る
よ

う
命
じ
た
。

　

七
月
二
日
夜
、
安
岡
戦
車
団
が
東
岸
の
ソ
蒙
軍
陣
地
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
と
知
る
や
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
は
そ
れ
を
日
本
軍
の
主
攻
正
面

か
と
判
断
し
て
、
側
面
と
背
後
か
ら
増
援
し
よ
う
と
、
予
備
隊
の
前
進
を
急
が
せ
た
。
と
り
あ
え
ず
小
林
歩
兵
団
に
立
ち
向
か
え
る
兵
力

は
一
千
人
余
と
一
群
の
重
砲
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
予
備
隊
の
急
進
は
か
ろ
う
じ
て
間
に
合
っ
た
。

　

最
初
に
日
本
軍
の
渡
河
に
気
づ
い
た
の
は
、
ベ
イ
ス
ン
廟
（
廃
墟
）
付
近
で
東
岸
か
ら
戻
り
か
け
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
騎
兵
第
6
師
団
で
、

〇
五
〇
五
頃
に
反
転
し
て
攻
撃
を
か
け
た
が
簡
単
に
追
い
払
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
情
報
が
ハ
マ
ル
ダ
バ
の
前
線
司
令
部
に
前
進
し
た
ば
か

り
の
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
届
い
た
の
は
〇
九
〇
〇
頃
と
お
く
れ
た
よ
う
だ
。
も
し
小
林
歩
兵
団
と
歩
26
の
前
進
開
始
が
手
違
い
で
お
く
れ
な
け

れ
ば
、
川
又
軍
橋
を
占
領
し
て
ハ
マ
ル
ダ
バ
ま
で
突
進
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
ソ
蒙
軍
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
東
岸
へ
増
強
す
る
つ
も
り
の
強
力
な
予
備
隊
が
す
ぐ
近
く
ま
で
到
着
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
日
本
軍
が
対
戦
車
防
御
陣
地
を
構
築
す
る
前
に
反
撃
す
べ
き
だ
と
判
断
し
た
ジ
ュ
ー
コ
フ
の
心
境
を
、
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
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九
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〇
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一
〇
八
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一
〇
八
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ジ
ュ
ー
コ
フ
は
、
歩
兵
と
砲
兵
の
到
着
を
待
つ

か
、
戦
車
と
装
甲
車
だ
け
で
直
ち
に
反
撃
す
べ
き

か
、判
断
を
迫
ら
れ
た
。
ソ
連
野
外
教
令
（
一
八
八

条
）
は
、
砲
兵
の
支
援
を
受
け
な
い
戦
車
の
単
独

攻
撃
の
実
施
は
許
さ
な
い
と
規
定
し
て
い
た
の
だ

が
、
彼
は
迷
っ
た
の
ち
あ
え
て
後
者
に
踏
み
切
っ

た
。
実
際
に
は
そ
の
戦
車
・
装
甲
車
も
、
間
に
合
っ

た
部
隊
ご
と
の
逐
次
投
入
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も

手
元
に
あ
っ
た
重
砲
一
個
大
隊
が
砲
撃
に
加
わ
っ

た
し
、
東
岸
に
い
た
砲
兵
へ
ハ
ル
ハ
河
越
し
で
日

本
軍
を
砲
撃
す
る
よ
う
指
令
を
出
し
、
航
空
隊
に

も
全
力
出
動
を
命
じ
た

）
58
（

。

　

「
戦
車
と
歩
兵
の
白
兵
戦
」（
ク
ッ
ク
ス
）
は
断

続
し
つ
つ
〇
七
〇
〇
か
ら
一
六
〇
〇
頃
ま
で
つ
づ

く
（
表
３
参
照
）。
現
場
に
近
い
ス
ン
ブ
ル
・
オ

ボ
の
博
物
館
に
は
、
大
草
原
を
所
狭
し
と
駆
け
ま

わ
る
ソ
蒙
軍
戦
車
、
装
甲
車
の
大
群
と
、
火
炎
び

表３　バインツァガン戦の戦闘経過（７月３日）

○日本軍　●ソ蒙軍

時　刻 事　　　　　　　　　　項

●全予備隊を安岡支隊の側面攻撃へ向ける指令

○歩 71 ハルハ河の漕渡開始（辻参謀同行）

●モンゴル第６師団の騎兵・装甲車、日本軍を攻撃後退却

○小林歩兵団の南下進撃開始

○架橋終了

●第８装甲旅は歩 72 を攻撃、９両のうち４両失

○歩 26 渡橋開始

●第 11 戦車旅の８両、歩 71 を攻撃、８両を全損

●ジューコフ、総反撃を決意

○歩 26、敵戦車と交戦　小松原・矢野左岸へ

●ソ蒙軍の第一次総反撃発動

○橋本少将、軍橋を視察

●第 11 戦車旅Ⅰ、Ⅱ大隊による攻撃、94 両のうち 51 失

○草場中隊、師団長の危急を救う

●狙撃 24 連隊、歩 26 を攻撃

○服部参謀、満航片桐飛行士の小型機で戦場着

●東岸のソ砲兵、西岸の日本軍を砲撃開始

●第７装甲旅、歩 72 を攻撃、50 両のうち 36 失

○関東軍参謀等、小松原と撤退方針を協議

○左岸→右岸撤退の第 23 師団命令（作命甲 111）

●ソ蒙軍、三方向より第二次総反撃
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ハ
ル
ハ
河
畔
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攻
防
（
秦
）

一
〇
九
（
一
〇
九
）

ん
で
立
ち
向
う
日
本
兵
の
姿
を
描
い
た
壁
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
は
史
上
唯
一
と
も
い
え
る
戦
勝
の
シ
ー
ン
で
あ

り
、
ジ
ュ
ー
コ
フ
に
と
っ
て
も
第
二
次
大
戦
き
っ
て
の
英
雄
へ
躍
進
す
る
道
を
拓
い
た
意
義
深
い
戦
闘
だ
っ
た
。

　

日
本
軍
も
炎
上
す
る
戦
車
か
ら
数
十
条
の
黒
煙
が
立
ち
昇
る
写
真
を
公
開
し
て
、
兵
士
た
ち
の
勇
戦
ぶ
り
を
宣
伝
、
国
民
の
士
気
高
揚

を
は
か
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
火
炎
び
ん
対
戦
車
の
構
図
が
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

左
岸
攻
撃
隊
が
用
い
た
対
戦
車
兵
器
は
、
サ
イ
ダ
ー
び
ん
に
ガ
ソ
リ
ン
を
つ
め
た
間
に
合
わ
せ
の
火
炎
び
ん
だ
け
で
は
な
い
。
他
に
37

ミ
リ
速
射
砲
、
75
ミ
リ
野
砲
、
対
戦
車
地
雷
も
使
わ
れ
、
戦
果
を
あ
げ
た
。
代
表
的
な
体
験
談
（
要
旨
）
を
ひ
と
つ
ず
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。

火
炎
び
んハ

ル
ハ
河
を
渡
っ
て
い
く
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
軽
装
で
と
い
う
わ
け
で
、
志
願
者
か
ら
成
る
20
人
の
肉
薄
攻
撃
班
は
手
榴
弾
と

二
、三
本
の
火
炎
び
ん
を
持
た
さ
れ
た
。
大
隊
の
前
面
に
出
た
と
き
、
六
十
台
ぐ
ら
い
の
戦
車
は
車
間
5
ｍ
、
横
の
間
隔
5
ｍ
ぐ
ら

い
で
散
開
し
て
迫
る
。
二
名
一
組
で
伏
し
て
い
る
と
機
銃
弾
の
雨
、
三
両
目
の
戦
車
が
目
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
と
き
、
点
火

し
て
逆
手
に
持
っ
た
火
炎
び
ん
を
履
帯
に
打
ち
つ
け
た
。
戦
車
は
火
の
車
と
な
っ
て
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
走
っ
て
止
ま
っ
た

）
59
（

（
歩

26
安
達
大
隊
の
四
宮
栄
上
等
兵
）。

対
戦
車
地
雷

敵
戦
車
は
二
、三
台
ず
つ
一
組
に
な
っ
て
周
囲
を
ま
わ
り
な
が
ら
撃
っ
て
く
る
。
ま
る
で
ネ
コ
が
ネ
ズ
ミ
を
捕
え
る
と
き
の
よ
う

だ
。
し
か
し
速
射
砲
は
ま
だ
来
な
い
。

肉
薄
攻
撃
班
の
一
兵
士
が
飛
び
出
し
た
。
戦
車
の
死
角
を
利
用
し
て
弾
丸
の
雨
の
中
の
突
進
で
あ
る
。「
あ
っ
危
な
い
」
と
思
っ

た
時
、
兵
士
は
地
雷
を
つ
け
た
竹
ザ
オ
を
戦
車
に
向
か
っ
て
突
き
出
し
た
。
バ
ー
ン
ッ
と
爆
破
音
、
同
時
に
戦
車
は
ピ
タ
ッ
と
停
止



政 

経 
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四
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九
巻
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一
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〇
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〇
（
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〇
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し
た
。
ど
っ
と
歓
声
が
あ
が
る
。
勇
敢
な
兵
士
は
戦
車
に
飛
び
乗
っ
て
、
天
蓋
を
こ
じ
開
け
手
榴
弾
を
投
げ
こ
ん
で
い
る

）
60
（

（
歩
72
の

野
村
春
好
中
尉
）。

速
射
砲

ト
ラ
ッ
ク
一
台
に
速
射
砲
一
門
を
乗
せ
て
、
動
か
な
い
よ
う
に
土
の
う
で
固
定
。
砲
を
車
か
ら
お
ろ
す
ひ
ま
も
な
く
、
車
上
か
ら

撃
ち
ま
く
っ
た
。
戦
車
四
十
台
を
焼
い
た
。
速
射
砲
は
移
動
物
を
撃
つ
よ
う
に
で
き
て
い
る
か
ら
直
接
照
準
で
一
〇
〇
〇
ｍ
以
内
な

ら
確
実
に
命
中
す
る
。
近
く
へ
引
き
つ
け
て
撃
つ
と
徹
甲
弾
が
戦
車
を
貫
通
し
て
か
ら
破
裂
す
る
の
で
パ
ッ
と
燃
え
る
。

し
か
し
砲
一
門
当
り
六
、
七
十
発
し
か
持
っ
て
な
く
二
分
間
連
射
す
れ
ば
、
も
う
お
し
ま
い
（
歩
71
配
属
の
速
射
砲
2
中
隊
の
八

川
万
吉
軍
曹
）。
速
射
砲
分
隊
は
距
離
二
〇
〇
ｍ
で
撃
ち
次
々
に
命
中
、
十
分
間
に
7
両
を
破
壊
し
た

）
61
（

（
歩
71
の
岡
本
千
蔵
少
尉
）。

75
ミ
リ
野
砲

巧
み
に
地
形
を
利
用
し
機
を
う
か
が
っ
て
い
た
敵
戦
車
十
数
両
が
矢
の
よ
う
に
右
稜
線
の
斜
面
を
下
っ
て
師
団
司
令
部
を
め
が
け

殺
到
。
見
れ
ば
師
団
長
の
乗
用
車
と
敵
戦
車
と
の
距
離
は
わ
ず
か
三
十
メ
ー
ト
ル
!!
で
あ
る
。

撃
っ
て
い
い
の
か
？
悪
い
の
か
？
た
め
ら
う
間
に
、
敵
戦
車
群
は
ほ
と
ん
ど
直
角
方
向
に
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
突
っ
込
ん
で
行
く
。

地
の
利
乗
用
車
に
与く

み

せ
ず
、
つ
い
に
そ
の
差
十
五
メ
ー
ト
ル
!
目
測
七
百
メ
ー
ト
ル
。「
連
続
各
個
に
撃
て
ッ
」
と
思
わ
ず
叫
ん
だ
。

見
よ
!
肉
薄
し
て
い
た
最
先
頭
の
敵
戦
車
は
す
さ
ま
じ
い
火
炎
、
全
員
叫
ぶ
万
歳
の
声
!
残
り
は
我
が
放
列
に
肉
薄
し
て
き
た
が
、

五
百
メ
ー
ト
ル
に
引
き
つ
け
、
一
台
も
あ
ま
さ
ず
全
十
四
両
を
破
壊
し
つ
く
し
た
。
も
っ
と
も
近
い
も
の
は
三
十
メ
ー
ト
ル
（
砲
13

中
隊
長
の
草
葉
栄
『
ノ
ロ
高
地
』
よ
り
）。
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こ
う
し
た
華
々
し
い
戦
果
で
参
加
兵
士
た
ち
の
士
気
は
高
ま
っ
た
。
歩
71
の
戦
闘
詳
報
は
「
裾
野
の
巻
狩
の
如
し
」
と
か
「
時
な
ら
ぬ

八
幡
工
場
地
帯
を
現
出
」
と
余
裕
た
っ
ぷ
り
だ
が
、
犠
牲
を
か
え
り
み
な
い
ソ
蒙
軍
戦
車
隊
の
挑
戦
も
無
駄
で
は
な
か
っ
た
。
防
勢
に
追

わ
れ
た
左
岸
攻
撃
隊
の
前
進
を
、
上
陸
点
か
ら
４
㎞
前
後
で
食
い
と
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

滞
在
一
〇
時
間
で
撤
退
へ

　

そ
れ
で
は
日
本
軍
が
使
っ
た
対
戦
車
兵
器
の
う
ち
、
ど
れ
が
効
果
的
だ
っ
た
の
か
。

　

コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
全
体
を
通
じ
て
撃
破
さ
れ
た
ソ
軍
戦
車
・
装
甲
車
へ
の
加
害
兵
器
を
種
別
に
分
析
し
て
、

1
．
対
戦
車
砲
（
速
射
砲
） 

75
～
80
％

2
．
野
砲 

 

15
～
20
％

3
．
火
炎
び
ん 

 

5
～
10
％

4
．
手
榴
弾
・
地
雷 　
　
　
　

2
～
3
％

5
．
空
襲　
　
　
　
　
　
　
　

2
～
3
％

　

と
い
う
比
率
を
示
し
、「
日
本
の
37
ミ
リ
速
射
砲
は
、
い
か
な
る
わ
が
戦
車
の
装
甲
も
無
理
な
く
撃
破
貫
通
す
る

）
62
（

」
と
優
秀
性
を
認
め
た
。

　

ジ
ュ
ー
コ
フ
最
終
報
告
書
も
、
七
月
三
日
の
戦
闘
で
全
焼
し
た
二
○
両
の
戦
車
（
全
損
害
は
七
七
両
）
を
檢
査
し
て
「
対
戦
車
砲
に
よ

る
射
撃
は
最
も
効
果
的
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
75
ミ
リ
野
砲
で
、
火
炎
び
ん
は
二
両
だ
け

）
63
（

」
と
結
論
づ
け
た
。
ど
う
や
ら
火
炎
び
ん
は
武

勇
伝
の
一
種
に
と
ど
ま
る
と
言
え
そ
う
だ
。

　

日
本
側
も
こ
の
実
戦
テ
ス
ト
で
速
射
砲
の
威
力
を
認
識
し
た
よ
う
で
、
関
東
軍
は
七
月
二
十
二
日
に
参
謀
長
名
で
、
第
二
十
三
師
団
は



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
一
二
（
一
一
二
）

第
八
国
境
守
備
隊
よ
り
速
射
砲
30
門
、
第
一
、
第
七
師
団
が
装
備
す
る
速
射
砲
を
増
加
配
属
し
た
の
で
「
辛
う
じ
て
対
機
甲
戦
を
遂
行
す

る
を
得
た
り
」
と
報
告
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
火
炎
び
ん
が
効
果
を
あ
げ
た
の
は
一
〇
〇
㎞
以
上
の
連
続
走
行
と
晴
天
下
の
暑
熱
で
敵
戦
車
の
車
体
が
過
熱
さ
れ
、
ガ
ソ

リ
ン
燃
料
に
引
火
し
た
せ
い
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
ソ
連
軍
は
鉄
製
の
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
、
ガ
ソ
リ
ン
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に

切
り
換
え
た
た
め
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
の
後
半
で
は
火
炎
び
ん
は
威
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
戦
訓
と
し
て
日
ソ
双
方
が
気
づ
い
た
の
は
、
歩
兵
（
お
よ
び
砲
兵
）
を
随
伴
し
な
い
戦
車
の
脆
弱
性
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
は
何
よ
り
も
数
字
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
た
。
東
岸
の
日
本
戦
車
隊
は
参
加
車
の
五
割
近
く
、
西
岸
の
ソ
連
戦
車
隊
は
六
割
を
喪
失

し
た
か
ら
だ
が
、
対
処
策
は
分
れ
た
。

　

ソ
軍
は
必
ら
ず
歩
砲
兵
の
援
護
を
つ
け
、
日
本
軍
は
「
技
術
的
に
も
練
度
で
も
未
熟
で
現
代
戦
の
遂
行
に
は
不
十
分

）
64
（

」
と
ジ
ュ
ー
コ
フ

に
酷
評
さ
れ
た
戦
車
の
戦
場
投
入
を
あ
き
ら
め
、
後
半
戦
で
は
全
満
の
速
射
砲
を
集
め
て
対
抗
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

と
か
く
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
が
、
バ
イ
ン
ツ
ァ
ガ
ン
戦
は
舞
台
廻
し
が
大
仕
掛
で
華
々
し
い
わ
り
に
、
双
方
と
も
戦
死
者
が
三
百
人
前

後
に
す
ぎ
な
い
人
命
節
約
型
の
戦
闘
だ
っ
た
。
大
草
原
で
の
不
期
遭
遇
戦
で
、
進
退
自
由
の
機
動
戦
に
終
始
し
た
せ
い
も
あ
ら
う
が
、
最

大
の
理
由
は
日
本
軍
が
早
々
に
西
岸
へ
の
撤
退
を
決
意
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
日
、
関
東
軍
司
令
官
か
ら
作
戦
指
導
の
権
限
を
付
与
さ

れ
て
戦
場
に
進
出
し
た
矢
野
参
謀
副
長
は
服
部
、
辻
の
両
参
謀
を
帯
同
し
、
師
団
長
と
行
動
を
共
に
し
つ
つ
戦
況
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
た
。

　

午
後
に
な
っ
て
も
ソ
軍
戦
車
の
攻
撃
は
止
ま
ず
、
撃
退
は
し
た
も
の
の
「
恐
ら
く
敵
は
今
夜
更
に
新
鋭
を
増
加
し
て
、
明
朝
か
ら
反
撃

に
転
ず
る
で
あ
ろ
う
…
…
ハ
ル
ハ
河
右
岸
の
戦
線
も
、
漸
く
膠
着
の
色
が
見
え
る

）
65
（

」
と
判
断
し
た
参
謀
た
ち
は
協
議
し
て
、
次
の
よ
う
な

理
由
で
右
岸
へ
の
転
進
を
小
松
原
へ
勧
告
し
た
。



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

一
一
三
（
一
一
三
）

1
．
わ
が
補
給
は
唯
一
本
の
橋
に
依
拠
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
明

朝
以
後
、
敵
の
集
中
攻
撃
を
受
け
て
破
壊
さ
れ
る
危
險
が

あ
る
。
し
か
も
代
替
の
渡
河
材
料
は
皆
無
で
あ
る
。

2
．
弾
薬
も
残
り
少
な
く
、
兵
士
た
ち
の
食
糧
、
水
は
尽
き
か

け
、
疲
労
も
大
き
い
。

3
．
進
退
の
責
任
は
関
東
軍
が
負
う
。

　

師
団
側
も
「
内
心
こ
の
意
見
を
希
望
し
て
い
た
」
ら
し
く
、

小
松
原
も
同
意
し
て
一
六
〇
〇
に
「
師
団
は
す
み
や
か
に
左
岸

を
撤
し
、
爾
後
右
岸
の
ソ
蒙
軍
を
撃
滅
す
る
」
と
の
師
団
命
令

が
発
令
さ
れ
た
。

　

こ
の
決
定
に
対
す
る
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
最

前
線
に
い
て
敵
砲
兵
陣
地
の
撃
破
を
準
備
中
の
小
林
歩
兵
団
長

は
「
未
だ
所
期
の
目
的
を
達
せ
ず
し
て
甚
だ
遺
憾
に
堪
え
ず
。

尚
一
層
徹
底
す
る
を
有
利
と
せ
し
な
ら
ん
」
と
の
所
見
を
日
記

に
記
し
、
戦
史
叢
書
の
筆
者
で
さ
え
「
間
も
な
く
迫
り
く
る
夜

間
こ
そ
は
日
本
軍
歩
兵
活
動
の
独
壇
場
で
は
な
か
っ
た
か

）
66
（

」
と

惜
し
ん
で
い
る
。
だ
が
全
体
状
況
を
冷
静
に
眺
め
れ
ば
、
撤
退

表４　ハルハ両岸戦のソ蒙側統計

注（１）１は a、bの二説を掲げた。
　 （２）戦車、装甲車の右段は参加数、左段は損失。
　 （３）３合計（１＋２）は、モンゴル東部の全兵力と思われる。



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
一
四
（
一
一
四
）

の
決
心
は
妥
当
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ジ
ュ
ー
コ
フ
は
「
歩
兵
の
不
足
は
敵
残
存
将
兵
に
河
向
う
に
退
去
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た

）
67
（

」
と
残
念
が
る
が
、
そ
れ
で
も
左
岸
攻
撃

隊
全
員
の
撤
退
を
見
届
け
て
五
日
朝
、
斎
藤
工
兵
23
連
隊
長
が
爆
破
を
命
じ
る
ま
で
、
ソ
蒙
軍
は
戦
車
、
飛
行
機
、
砲
撃
に
よ
っ
て
軍
橋

を
占
拠
す
る
か
破
壊
し
て
退
路
を
断
と
う
と
食
い
さ
が
っ
た
。
渡
橋
点
援
護
の
歩
71
や
歩
26
の
健
闘
に
よ
っ
て
何
と
か
撃
退
し
た
が
、
三

日
朝
か
ら
五
日
朝
ま
で
軍
橋
が
無
事
だ
っ
た
の
は
、
奇
蹟
に
近
い
と
言
っ
て
よ
い
。

　

日
本
軍
当
局
は
日
本
軍
が
ハ
ル
ハ
を
越
え
た
の
も
、
西
岸
か
ら
退
却
し
た
事
実
も
公
表
し
な
か
っ
た
。
事
情
を
察
し
て
い
た
マ
ス
コ
ミ

も
報
道
を
自
粛
し
、「
約
三
百
台
の
戦
車
を
遺
棄
。
今
や
瀕
死
の
外
蒙
ソ
軍
へ
空
陸
、
総
攻
撃
を
展
開
」（
大
阪
朝
日
新
聞
、
七
月
八
日
付
）

と
か
「
越
境
外
蒙
ソ
軍
遂
に
潰
滅
す
」（
同
九
日
付
）
の
よ
う
な
戦
勝
記
事
を
送
り
つ
づ
け
て
い
る
。

　

そ
う
な
る
と
関
東
軍
は
ま
す
ま
す
引
っ
こ
み
が
つ
か
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
何
と
か
東
岸
の
係
争
地
域
だ
け
で
も
取
り
返
そ
う
と
、

人
命
浪
費
型
の
陣
地
攻
防
戦
を
重
ね
る
よ
う
に
な
る
。

　

注（
1
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
『
日
本
戦
争
経
済
の
崩
壊
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
五
〇
）
を
参
照
。

（
2
）

前
掲
み
す
ず
版
「
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
」（
み
す
ず
書
房
版
）
八
三
ペ
ー
ジ
。
以
後
は
み
す
ず
版
の
ペ
ー
ジ
を
記
す
。

（
3
）

同
、
一
四
二
ペ
ー
ジ

（
4
）

前
掲
辻
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』、
二
三
五
ペ
ー
ジ

（
5
）

関
東
軍
参
謀
長
→
参
謀
次
長
（
関
参
一
電
第
二
五
八
号
（「
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
」）

（
6
）

全
文
は
大
本
営
陸
軍
部
研
究
班
「
関
東
軍
に
関
す
る
機
密
作
戦
日
誌
抜
粋
」（
防
衛
研
究
所
蔵
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
の
性
格
は



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

一
一
五
（
一
一
五
）

や
や
明
確
を
欠
く
が
、
昭
和
14
年
秋
に
始
ま
っ
た
戦
訓
研
究
委
員
会
の
た
め
研
究
班
が
、
参
謀
本
部
ロ
シ
ア
課
を
中
心
に
対
ソ
情
報
と
上
奏
関

係
文
書
を
収
集
し
た
も
の
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。
今
後
は
「
大
本
営
研
究
班
抜
粋
」
と
し
て
引
用
し
た
い
。

（
7
）

前
掲
『
関
東
軍

〈1〉
』
四
七
六
ペ
ー
ジ

（
8
）

前
掲
「
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
」
七
五
ペ
ー
ジ

（
9
）
「
畑
俊
六
日
誌
」（『
続
現
代
史
資
料

（4）
』、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
三
）、
六
月
二
十
四
日
の
項
。
以
後
は
「
畑
日
誌
」
と
略
称
す
る
。

（
10
）

前
掲
辻
政
信
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』
一
一
九
ペ
ー
ジ

（
11
）

前
掲
「
大
本
営
研
究
班
抜
粋
」
六
月
二
十
九
日
の
項

（
12
）
『
昭
和
軍
事
秘
話
』
の
今
岡
豊
稿
（
同
台
経
済
懇
話
会
、
一
九
八
九
）
一
一
五
ペ
ー
ジ

（
13
）

前
掲
「
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
」
七
四
ペ
ー
ジ

（
14
）

前
掲
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
四
五
ペ
ー
ジ

（
15
）

前
掲
『
ジ
ュ
ー
コ
フ
元
帥
回
想
録
』
一
一
九
ペ
ー
ジ
、
中
山
隆
志
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」（『
近
代
日
本
戦
争
史
』
第
三
編
、
同
台
経
済
懇
話
会
、

一
九
九
五
）
一
七
七
ペ
ー
ジ

（
16
）

前
掲
ジ
ュ
ー
コ
フ
最
終
報
告
書
、
前
掲
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
航
空
全
史
』
四
九

－

五
二
ペ
ー
ジ

（
17
）

前
掲
『
関
東
軍

〈1〉
』、
四
六
九
ペ
ー
ジ

（
18
）

前
掲
辻
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』、
九
八
ペ
ー
ジ

（
19
）

前
掲
『
昭
和
史
の
天
皇

（26）
』、
四
一

－

四
三
ペ
ー
ジ

（
20
）

参
謀
次
長
に
提
出
し
た
寺
田
雅
雄
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
関
す
る
所
見
」（
昭
和
14
年
10
月
13
日
）

（
21
）
『
昭
和
史
の
天
皇
26
』
の
寺
田
回
想
（
六
一
ペ
ー
ジ
）

（
22
）

前
掲
辻
、
九
九
ペ
ー
ジ

（
23
）

全
文
は
前
掲
「
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
」
一
一
二

－

一
三
ペ
ー
ジ
に
収
載
。
未
成
案
に
終
っ
た
た
め
か
、「
昭
和
十
四
年
六
月　

日
調
製
」
と

な
っ
て
い
る
。



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
一
六
（
一
一
六
）

（
24
）

前
掲
辻
、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
『
昭
和
史
の
天
皇

（26）
』
の
三
好
康
之
回
想
（
六
二
ペ
ー
ジ
）。

（
26
）

前
掲
『
関
東
軍

〈1〉
』
四
七
三
ペ
ー
ジ
。
関
作
命
一
五
三
〇
号
の
発
令
か
ら
一
時
間
半
後
の
六
月
十
九
日
深
夜
に
、
そ
の
要
点
を
参
謀
総
長
へ
発

電
し
二
〇
分
後
に
受
電
し
て
い
る
が
、「
敵
航
空
根
拠
地
の
攻
撃
実
施
」
と
「
写
真
偵
察
」
の
部
分
は
省
略
し
て
い
る
。

（
27
）

目
録
は
主
と
し
て
前
掲
「
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
」、「
大
本
営
研
究
班
抜
粋
」、『
関
東
軍

〈1〉
』
に
準
拠
し
た
。

（
28
）

前
掲
辻
、
一
〇
九
ペ
ー
ジ

（
29
）

前
掲
「
関
東
軍
機
密
作
戦
日
誌
」
一
二
五
ペ
ー
ジ

（
30
）

前
掲
ネ
デ
ィ
ア
ル
コ
フ
、
六
八
ペ
ー
ジ

（
31
）

前
掲
ク
ッ
ク
ス
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
』
上
、
一
三
四
ペ
ー
ジ

（
32
）

山
之
口
洋
『
瑠
璃
の
翼
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
四
）
二
一
四
―
二
五
ペ
ー
ジ

（
33
）
『
別
冊
知
性
―
秘
め
ら
れ
た
昭
和
史
』（
一
九
五
六
）
の
稲
田
正
純
論
稿

（
34
）

前
掲
『
昭
和
史
の
天
皇
26
』
の
稲
田
談
（
一
二
七

－

三
〇
ペ
ー
ジ
）

（
35
）

前
掲
「
畑
日
誌
」
二
一
六
ペ
ー
ジ

（
36
）

ミ
ャ
ン
ガ
ド
・
エ
ル
デ
ニ
バ
ー
ト
ル
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
史
に
お
け
る
『
関
東
軍
独
走
』
説
へ
の
疑
問
」（『
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要
』
27
号

（
一
九
九
六
）
五
ペ
ー
ジ

（
37
）

前
掲
辻
、
一
五
六
ペ
ー
ジ

（
38
）

前
掲
ク
ッ
ク
ス
上
、
一
七
二
ペ
ー
ジ
。
橋
本
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
。

（
39
）

同
右
、
二
〇
〇

－

〇
三
ペ
ー
ジ

（
40
）

扇
広
（
第
二
三
師
団
参
謀
）『
私
評
ノ
モ
ン
ハ
ン
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
八
六
）
一
二
四
ペ
ー
ジ
。
扇
は
「
関
東
軍
は
幾
組
か
の
渡
河
材
料
を

持
っ
て
は
い
た
が
、
そ
の
と
き
、
中
国
戦
線
に
使
用
さ
れ
て
手
持
は
皆
無
と
記
す
が
、
前
掲
の
芦
川
春
雄
証
言
で
は
「
当
時
満
州
に
は
二
組
の

渡
河
材
料
し
か
な
く
」
と
回
想
し
て
い
て
、
確
実
な
情
報
が
な
い
。



ハ
ル
ハ
河
畔
の
攻
防
（
秦
）

一
一
七
（
一
一
七
）

　
　
　

東
満
や
北
満
の
師
団
（
チ
チ
ハ
ル
の
第
七
師
団
を
ふ
く
む
）
の
多
く
は
甲
式
重
架
橋
材
料
を
保
有
し
て
い
た
が
、
関
東
軍
と
し
て
の
予
備
は
払

底
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
41
）

沢
田
茂
『
参
謀
次
長
沢
田
茂
回
想
録
』（
芙
蓉
書
房
、
一
九
八
二
）
二
四
ペ
ー
ジ
、
小
松
原
の
沢
田
へ
の
談
話
。

（
42
）

浅
利
義
成
編
『
工
兵
第
24
聯
隊
』（
非
売
品
、
一
九
八
二
）
三
七

－
三
八
ペ
ー
ジ

（
43
）

玉
田
美
郎
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
真
相
』（
原
書
房
、
一
九
八
一
）
六
六
ペ
ー
ジ

（
44
）

前
掲
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
、
四
六
ペ
ー
ジ

（
45
）

作
命
甲
一
〇
五
と
一
〇
九
号
の
全
文
は
防
研
所
蔵
の
歩
兵
第
二
十
六
連
隊
の
「
戦
闘
詳
報
」
第
壱
号
（
昭
和
14
年
7
月
3
日
～
4
日
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。

（
46
）

西
岸
へ
の
渡
河
兵
力
は
、
戦
闘
詳
報
の
一
部
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
推
定
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
一
万
人
（
小
沼
治
夫
）、
八
千

人
弱
（
ク
ッ
ク
ス
）、
六
千
人
（
小
田
洋
太
郎
）
な
ど
の
諸
説
に
分
か
れ
て
い
る
。

（
47
）

服
部
卓
四
郎
回
想
（
一
九
六
〇
年
、
戦
史
部
蔵
）

（
48
）

前
掲
『
関
東
軍

〈1〉
』、
四
九
七
ペ
ー
ジ

（
49
）

同
右
、
四
七
五
ペ
ー
ジ

（
50
）

前
掲
辻
、
一
〇
五
ペ
ー
ジ

（
51
）

前
掲
「
ジ
ュ
ー
コ
フ
最
終
報
告
書
」
六
二
九
ペ
ー
ジ

（
52
）

前
掲
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
、
四
八
ペ
ー
ジ

（
53
）

コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
に
よ
る
と
、
ソ
軍
は
装
甲
車
八
両
を
撃
破
（
う
ち
四
両
は
遺
棄
）
さ
れ
、
死
傷
者
45
人
を
出
し
た
。
日
本
軍
の
死
傷
は
20
人
。

（
54
）

前
掲
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
、
八
二
ペ
ー
ジ

（
55
）

前
掲
玉
田
、
一
一
四
ペ
ー
ジ

（
56
）

半
藤
一
利
『
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
夏
』（
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
一
）
二
三
三
ペ
ー
ジ

（
57
）

架
橋
と
渡
河
の
詳
細
は
『
工
兵
第
二
十
三
連
隊
記
録
〈
総
括
篇
〉』（
工
二
十
三
会
、
一
九
七
九
）、
斉
藤
勇
「
工
兵
第
二
十
三
連
隊
ハ
ル
ハ
河



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
一
八
（
一
一
八
）

渡
河
資
料
」（
一
九
六
六
、
防
衛
研
究
所
蔵
）
を
参
照
。

（
58
）
「
ソ
連
側
資
料
か
ら
み
た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」（『
防
衛
研
究
所
資
料
７
８
Ｒ
Ｏ
―
８
Ｈ
』、一
九
七
八
）
に
引
用
さ
れ
た
Ｍ
・
Ｂ
・
ノ
ヴ
ィ
コ
フ
「
ハ

ル
ハ
河
に
お
け
る
勝
利
」（
一
九
七
一
）

（
59
）

前
掲
『
昭
和
史
の
天
皇
27
』
八
六

－

八
九
ペ
ー
ジ

（
60
）

前
掲
『
昭
和
史
の
天
皇
27
』、
五
二

－

五
三
ペ
ー
ジ

（
61
）

同
右
、
五
六

－

五
七
ペ
ー
ジ
、
前
掲
扇
、
一
二
七
ペ
ー
ジ

（
62
）

前
掲
コ
ロ
ミ
ー
エ
ツ
、
一
三
〇
―
三
二
ペ
ー
ジ

（
63
）

前
掲
ジ
ュ
ー
コ
フ
最
終
報
告
書
、
六
四
八
ペ
ー
ジ

（
64
）

同
右
、
六
五
〇
ペ
ー
ジ

（
65
）

前
掲
辻
、
一
四
三

－

四
四
ペ
ー
ジ

（
66
）

前
掲
『
関
東
軍

〈1〉
』
五
一
八
ペ
ー
ジ

（
67
）

前
掲
ジ
ュ
ー
コ
フ
、
六
三
〇
ペ
ー
ジ　



最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
の
実
証
的
研
究
（
藤
原
）

一
一
九
（
一
一
九
）

　

二
〇
一
一
年
三
月
三
日
、
最
高
裁
は
「
一
票
の
格
差
」
が
最
大

二
・
三
〇
倍
に
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
衆
院
選
の
選
挙
区
割
り
を

「
違
憲
状
態
」
と
判
断
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
か
ど
う
か
、
民
間

市
民
団
体
「
一
人
一
票
実
現
国
民
会
議
」
の
二
〇
一
一
年
七
月
付

け
設
立
趣
意
書
冒
頭
に
は
「
一
人
一
票
実
現
国
民
会
議
は
、
最
高

裁
判
官
の
国
民
審
査
に
際
し
、
民
主
主
義
の
基
盤
で
あ
る
『
一
人

一
票
』
に
対
す
る
最
高
裁
の
裁
判
官
の
姿
勢
を
統
治
者
で
あ
る
有

権
者
に
広
く
伝
え
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
各
界
の
賛
同
者
を
得

て
発
足
い
た
し
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
昨
年
は

全
国
紙
（
朝
日
・
日
経
・
産
経
）
に
全
面
を
使
っ
た
意
見
広
告
を

掲
載
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
さ
ら
に
裁
判
員
裁
判
を
は
じ
め
、
国
民
の
司
法
参
加
が
促
さ

れ
る
今
日
、
時
宜
に
適
っ
た
書
が
世
に
出
た
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら

紹
介
す
る
本
書
で
あ
る
。

書　

評

西
川
伸
一
著

『
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
の
実
証
的
研
究

 「
も
う
一
つ
の
参
政
権
」
の
復
権
を
め
ざ
し
て　

五
月
書
房
二
〇
一
二
年
一
月
、  
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本
書
は
第
一
章
か
ら
第
五
章
、
そ
れ
に
序
章
・
終
章
及
び
基
礎

資
料
（
Ａ
～
Ｆ
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
最
高
裁
裁
判
官
国
民

審
査
（
以
下
国
民
審
査
と
略
記
）
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
論
考
は
、

こ
れ
ま
で
も
散
見
で
き
る
が
、
本
書
の
よ
う
に
審
査
制
度
の
形
成

過
程
か
ら
説
き
起
こ
し
、
第
一
回
か
ら
直
近
の
第
二
一
回
国
民
審

査
執
行
結
果
の
主
要
な
問
題
点
を
分
析
し
た
も
の
は
、
他
に
類
を

見
な
い
。
著
者
は
明
治
大
学
政
経
学
部
で
「
国
家
論
」
を
講
じ
る

気
鋭
の
政
治
学
者
で
、
先
に
『
日
本
司
法
の
逆
説
』（
五
月
書
房
、

二
〇
〇
五
年
）、『
裁
判
官
幹
部
人
事
の
研
究
―
―
「
経
歴
的
資
源
」

を
手
が
か
り
と
し
て
』（
五
月
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
刊

行
し
、
一
貫
し
て
司
法
制
度
の
問
題
点
を
摘
出
し
て
き
た
経
歴
を

持
つ
。
巻
末
に
は
「
基
礎
資
料
」
と
し
て
「
国
民
審
査
全
二
一
回

の
執
行
結
果
」
や
、「
国
民
審
査
公
報
の
内
容
分
析
」
な
ど
、
資

料
的
な
価
値
も
高
い
。
以
下
本
書
に
沿
っ
て
論
点
を
整
理
し
な
が

ら
概
観
し
よ
う
。

　

「
序
章
」
で
は
現
行
の
国
民
審
査
制
度
の
持
つ
問
題
点
が
指
摘

さ
れ
る
。
通
例
指
摘
さ
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
順
序
効
果
は
、
有
権

者
が
裁
判
官
を
個
別
に
審
査
す
る
の
で
は
な
く
、
投
票
用
紙
の
右

側
か
ら
適
当
な
と
こ
ろ
ま
で
×
印
（
不
信
任
）
を
投
ず
る
と
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
直
近
の
二
一
回
国
民
審
査
で
は
、

一
票
の
格
差
是
正
を
訴
え
る
「
一
人
一
票
実
現
国
民
会
議
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
、
特
定
の
判
事
に
×
印
が
集
中
し
た
。
こ

こ
に
着
目
し
た
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
民
審
査
を
洗
い
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
当
該
制
度
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
を
宣
言
す

る
。
そ
の
方
法
論
的
留
意
点
は
「
そ
も
そ
も
、
最
高
栽
裁
判
官
国

民
審
査
制
度
は
世
界
的
に
珍
し
い
制
度
で
あ
る
。
い
っ
た
い
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
日
本
国
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
理
由
で
現
行
の
投
票
方
式
に
落
ち
着
い
た

の
か
。
本
書
で
は
最
初
に
、
国
民
審
査
制
度
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
っ

て
い
く
。
こ
れ
を
確
認
し
た
上
で
、
今
日
ま
で
全
部
で
二
一
回
執

行
さ
れ
た
国
民
審
査
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
実
証
的
な
分
析
を

試
み
る
。
そ
の
際
、
主
に
依
拠
す
る
の
は
国
民
審
査
全
回
次
の

投
票
結
果
お
よ
び
そ
の
た
び
に
発
行
さ
れ
る
国
民
審
査
広
報
の

記
述
内
容
と
い
う
客
観
的
デ
ー
タ
で
あ
る
」（
一
九
頁
）
と
し
て
、

正
確
な
事
実
を
根
拠
に
説
得
力
の
あ
る
議
論
を
展
開
し
た
い
と

主
張
す
る
。

　

第
一
章
は
「
国
民
審
査
制
度
の
成
立
過
程
」
と
題
さ
れ
、
現
行

制
度
の
概
要
・
問
題
点
、
そ
れ
に
当
該
制
度
が
成
立
す
る
過
程
を

現
行
憲
法
生
成
過
程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
当
該
制
度
が
日
本
国
憲

法
に
規
定
さ
れ
る
過
程
を
丹
念
に
跡
付
け
る
。
そ
の
う
ち
、
問
題
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裁
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一
二
一
（
一
二
一
）

点
と
し
て
一
、
棄
権
の
意
思
表
示
が
で
き
な
い
点
、
二
、
個
別
的

棄
権
が
で
き
な
い
点
、
三
、
最
高
栽
裁
判
官
の
任
命
直
後
に
衆
院

選
挙
が
あ
れ
ば
、
裁
判
官
と
し
て
の
実
績
の
な
い
ま
ま
に
審
査
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
、
四
、
有
権
者
へ
の
情
報
の
不
十
分
な
点

な
ど
を
列
挙
す
る
。
こ
う
し
た
問
題
点
を
抱
え
た
制
度
が
ど
の
よ

う
な
過
程
を
経
て
出
来
上
が
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
た
め

に
著
者
は
新
憲
法
起
草
段
階
か
ら
の
議
論
を
検
証
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
の
裁
判
官
州
民
審
査
、
ミ
ズ
ー
リ
州
の
裁
判
官
任
命
・
再

任
手
続
き
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
裁
判
官
州
民
審
査
な

ど
の
事
例
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
を
モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
制
定
さ
れ

た
日
本
の
制
度
設
計
の
過
程
を
当
時
の
新
聞
各
紙
や
諸
政
党
の

機
関
紙
な
ど
の
多
く
の
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
検
証
す
る
。
こ

れ
ま
で
日
本
国
憲
法
の
成
立
過
程
の
研
究
の
蓄
積
は
多
く
存
在

す
る
が
、
当
該
問
題
に
特
化
し
た
纏
ま
っ
た
先
行
研
究
は
内
藤

頼
博
『
終
戦
後
の
司
法
制
度
改
革
の
経
過
』（
全
四
巻　

信
山
社
、

一
九
九
七
～
一
九
九
八
年
）
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
著
者
は
こ
の

内
藤
著
書
を
丁
寧
に
渉
猟
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
「
国
民
審
査
全
二
一
回
の
実
証
分
析
」
と
題
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
「
国
民
審
査
お
よ
び
総
選
挙
の
投
票
率
の
推

移
」
お
よ
び
「
国
民
審
査
と
総
選
挙
の
投
票
率
の
ポ
イ
ン
ト
差
」

を
摘
出
し
、
一
貫
し
て
国
民
審
査
の
投
票
率
が
総
選
挙
の
そ
れ
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
、
特
徴
的
な

問
題
点
や
ト
ピ
ッ
ク
の
あ
っ
た
回
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
分
析

す
る
。
第
一
回
国
民
審
査
（
＝
第
二
四
回
総
選
挙
）
で
は
、
国
民

審
査
と
総
選
挙
の
投
票
率
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ

の
理
由
と
し
て
総
選
挙
と
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
が
同
時
に
交

付
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
に
同
一
の
投
票
箱
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
国
民
審
査
の
み

を
「
棄
権
す
る
自
由
」
が
剥
奪
さ
れ
て
い
る
と
著
者
は
主
張
す
る
。

こ
れ
が
改
め
ら
れ
た
の
は
第
三
回
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
契
機
は
東

京
の
一
部
弁
護
士
た
ち
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
国
民
審
査
改
革

協
議
会
」
が
主
張
し
た
「
国
民
は
こ
の
審
査
を
棄
権
す
る
自
由
を

持
っ
て
い
る
」
と
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
こ
の
第
三
回
で
は
審
査
対
象
裁
判
官
が
一
人
で
あ
っ
た

た
め
、
投
票
用
紙
を
交
付
さ
れ
た
あ
と
、
記
載
所
に
向
か
っ
た
か

ど
う
か
で
、
そ
の
人
の
投
票
行
動
が
第
三
者
に
把
握
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
投
票
の
秘
密
」
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
が

改
め
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

を
踏
ま
え
た
結
果
、
著
者
は
「
投
票
の
秘
密
を
完
全
に
確
保
す
る

た
め
に
は
、
終
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
○
×
式
投
票
方
式
な
ど
投



政 

経 

研 

究　

第
四
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
六
月
）

一
二
二
（
一
二
二
）

票
者
が
必
ず
鉛
筆
を
も
つ
投
票
方
式
を
改
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
」

（
八
六
頁
）
と
結
論
す
る
。
さ
ら
に
著
者
は
二
〇
〇
三
年
一
二
月

一
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
期
日
前
投
票
制
度
の
施
行
に
伴
う
問
題

点
も
指
摘
す
る
。
同
制
度
に
よ
れ
ば
、
総
選
挙
の
期
日
前
投
票
は

選
挙
期
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の
翌
日
か
ら
可
能
で
あ
る

が
、
国
民
審
査
の
期
日
前
投
票
は
、
審
査
期
日
の
七
日
前
か
ら
と

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
タ
イ
ム
ラ
グ
の
問
題
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
著
者

は
国
民
審
査
第
一
回
か
ら
第
二
一
回
ま
で
の
罷
免
要
求
の
推
移

を
参
照
し
な
が
ら
、
国
民
審
査
の
計
量
分
析
に
つ
い
て
の
先
駆
的

業
績
を
残
し
たD

avid J.D
anelski

の
「
審
査
対
象
裁
判
官
の
数

が
多
い
ほ
ど
、
全
般
的
罷
免
要
求
率
は
低
下
す
る
」
と
の
仮
説
を

検
証
す
る
。
結
果D

anelski

が
分
析
し
た
第
一
回
か
ら
第
七
回

ま
で
で
は
、
彼
の
仮
説
は
該
当
す
る
が
、
第
八
回
以
降
で
は
必
ず

し
も
そ
の
仮
説
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
実
証
す
る
。
む
し
ろ
順
序

効
果
の
有
効
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
し
か
し
第
九
回
の
国
民
審
査

を
除
け
ば
「
も
は
や
有
権
者
は
個
別
の
裁
判
官
は
も
と
よ
り
、
最

高
裁
全
体
に
つ
い
て
も
明
確
な
意
識
を
も
た
ず
に
、
惰
性
的
に

投
票
し
て
い
る
こ
と
こ
こ
に
き
わ
ま
れ
り
で
あ
る
」（
一
〇
一
頁
）

と
結
論
づ
け
る
。
さ
ら
に
著
者
は
最
高
裁
長
官
に
対
す
る
国
民
審

査
を
要
求
す
る
。
通
常
最
高
裁
判
事
と
し
て
国
民
審
査
を
受
け
た

あ
と
、
長
官
に
昇
進
す
る
の
で
あ
り
、
事
実
上
長
官
と
し
て
の
審

査
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
著
者
は
最
高
裁
長
官
と
し
て
の
審
査

を
受
け
る
べ
き
こ
と
を
各
種
の
法
令
を
も
っ
て
主
張
す
る
。

　

「
組
織
的
罷
免
要
求
運
動
の
消
長
」
と
題
す
る
第
三
章
で
は
、

在
野
の
市
民
運
動
、
各
種
政
党
の
動
向
、
そ
れ
に
労
働
団
体
な
ど

の
罷
免
要
求
運
動
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
先
の
二
章
で
ふ
れ
た
第

九
回
国
民
審
査
で
は
こ
れ
ま
で
の
順
序
効
果
に
特
異
な
点
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
理
由
が
革
新
諸
団
体
や
党
の

運
動
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。『
社
会
新
報
』

や
『
赤
旗
』
で
は
被
審
査
者
全
員
に
×
を
つ
け
る
こ
と
を
推
奨
す

る
が
、
と
り
わ
け
第
九
回
国
民
審
査
で
は
特
定
の
二
名
の
実
名
を

挙
げ
て
両
者
の
「
罪
状
」（
一
一
一
～
一
一
二
頁
）
を
記
載
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
二
名
が
順
序
効
果
を
破
っ
て
、
罷
免
要

求
が
高
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
こ
の
第
九
回
が
行
わ
れ
る
時

期
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
は
一
般
的
に
革
新
陣
営
と
保

守
陣
営
が
激
し
く
対
立
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
司
法
界
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
く
こ
の
時
期
を
「
司
法
の
危
機
」
の
時
代
と
呼
ぶ

著
者
は
、
こ
の
間
の
国
民
審
査
に
関
す
る
各
種
団
体
の
動
向
を
丹

念
に
調
査
分
析
す
る
。
し
か
し
一
九
八
九
年
一
一
月
総
評
が
、
連

合
の
結
成
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
る
と
同
時
に
、
連
合
機
関
紙
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『W
EEK

LY
 

れ
ん
ご
う
』
に
は
国
民
審
査
の
投
票
方
針
に
関
す
る

記
事
は
一
切
掲
載
さ
れ
な
く
な
り
、「
革
新
政
党
、
労
働
組
合
を

中
心
と
し
た
組
織
的
罷
免
要
求
運
動
は
終
焉
し
た
」（
一
三
九
頁
）

と
断
じ
る
。

　

第
四
章
で
は
「『
本
土
』
と
は
異
質
な
沖
縄
県
の
国
民
審
査
」

と
題
さ
れ
、
一
九
七
二
年
五
月
に
「
本
土
」
復
帰
し
た
沖
縄
の
特

異
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、
多
く
の
資
料
を
駆
使
し
て
分
析
を
加
え

る
。
概
し
て
沖
縄
で
は
全
般
的
罷
免
要
求
率
が
高
い
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
と
い
う
。
一
つ
は
沖
縄
県
の

国
民
審
査
投
票
率
の
極
端
な
低
さ
が
、
全
般
的
罷
免
要
求
率
を
押

し
上
げ
る
構
造
的
要
因
、
他
の
一
つ
は
沖
縄
固
有
の
事
情
を
あ
げ

る
。
と
り
わ
け
第
一
七
回
国
民
審
査
で
は
、
そ
の
前
年
に
起
き
た

沖
縄
米
兵
少
女
暴
行
事
件
や
、
当
時
の
村
山
首
相
と
大
田
知
事
の

間
で
争
わ
れ
た
米
軍
用
地
を
め
ぐ
る
代
理
署
名
訴
訟
で
、
沖
縄
県

の
敗
訴
な
ど
が
重
な
り
司
法
不
信
を
招
い
た
こ
と
な
ど
が
理
由

と
な
っ
て
高
い
罷
免
率
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら

に
著
者
は
沖
縄
県
の
各
市
町
村
別
の
罷
免
率
を
あ
げ
て
、
地
域
の

特
性
を
検
出
し
、
地
域
別
の
事
情
を
考
察
し
、「
沖
縄
県
の
有
権

者
は
す
で
に
先
駆
的
な
投
票
行
動
を
示
し
て
き
た
」
と
結
論
づ
け

る
。
そ
し
て
本
章
で
は
、
沖
縄
復
帰
以
前
の
第
一
回
か
ら
第
八
回

ま
で
の
都
道
府
県
別
の
全
般
的
罷
免
要
求
率
が
最
も
高
か
っ
た

北
海
道
を
も
取
り
上
げ
、
道
内
地
域
別
の
罷
免
要
求
率
を
取
り
上

げ
て
、
こ
れ
も
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
の
影
響
で
あ
っ
た
こ
と
を
実

証
す
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
一
定
の
組
織
が
取
り
組
ん
だ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
罷
免
要
求
率
を
左
右
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
国
民

審
査
へ
の
意
識
は
低
調
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　

「
多
人
数
審
査
と
国
民
審
査
公
報
」
と
題
さ
れ
た
第
五
章
は
、

本
書
で
の
著
者
の
主
張
が
明
確
に
表
出
さ
れ
て
い
る
章
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
最
高
裁
判
事
任
命
時
期
が
遅
い
た
め
に
、
在
任
期
間

が
短
く
次
回
総
選
挙
と
の
関
係
か
ら
国
民
審
査
を
経
ず
に
退
官

す
る
実
例
な
ど
を
示
し
、
こ
れ
で
は
憲
法
問
題
を
め
ぐ
る
最
高
裁

で
の
議
論
は
盛
ん
に
は
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
著
者
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
の
解
決
策
は
「
最
高
裁
裁
判
官
の
任
命
年
齢
を
六
〇
歳

前
後
に
ま
で
引
き
下
げ
る
以
外
に
な
い
」（
一
六
四
頁
）
と
結
論

づ
け
る
。
さ
ら
に
国
民
審
査
公
報
の
記
述
内
容
の
変
遷
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
公
報
の
記
載
制
限
の
経
緯
を
示
す
に
と
ど
ま
る
。

　

終
章
「
国
民
審
査
を
ど
う
す
べ
き
か
」
は
言
わ
ば
本
書
の
結

論
部
分
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
五
月
当
時
の
首
相
岸
信
介
は
「
国

民
審
査
は
憲
法
を
改
正
し
て
廃
止
し
た
い
」
と
述
べ
、
一
九
六
四

年
池
田
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
憲
法
調
査
会
で
は
、「
国
民
審
査
会
」
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で
の
報
告
書
に
も
「
国
民
審
査
制
度
は
適
切
で
は
な
い
と
し
、
こ

れ
を
廃
止
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
二
〇
〇
〇
年

衆
参
両
院
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
憲
法
調
査
会
で
も
廃
止
論
・

見
直
し
論
が
し
き
り
に
唱
え
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
著
者
は
国

民
の
司
法
参
加
と
い
う
点
か
ら
も
こ
の
制
度
の
重
要
性
を
指
摘

し
、「
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
現
行
制
度
を
前
提
に
そ
れ
を
い
か
に

改
善
し
、
実
質
化
す
る
か
を
検
討
す
る
」（
一
八
一
頁
）
こ
と
を

主
張
す
る
。
そ
れ
に
は
た
と
え
ば
判
定
を
○
×
式
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
白
紙
委
任
を
撤
回
す
る
こ
と
、
最
高
裁
裁
判

官
の
任
命
過
程
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
最
高
裁
判
官
に
つ
い
て
国

民
の
知
る
権
利
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
（
一
八
四
頁
）
な
ど
を
主
張

す
る
。

　

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
資
料
を
駆
使
し

て
国
民
審
査
制
度
を
集
中
的
に
取
り
上
げ
た
著
書
は
類
例
を
見

な
い
。「
実
証
的
研
究
」
と
銘
打
っ
た
本
書
は
、著
者
の
前
著
『
裁

判
官
幹
部
人
事
の
研
究
』
を
含
め
て
、
司
法
制
度
へ
の
並
々
な
ら

ぬ
関
心
が
う
か
が
え
る
好
著
で
あ
る
。
従
来
国
民
審
査
制
度
の
形

骸
化
は
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
、
そ
れ

を
解
決
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手
法
が
あ
る
の
か
を
実
証
的
、
か

つ
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

示
さ
れ
た
よ
う
に
、
最
高
裁
裁
判
官
の
国
民
審
査
は
ま
さ
し
く

「
も
う
ひ
と
つ
の
参
政
権

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
―
引
用
者
）
な
の
で
あ
る
。
国

民
の
司
法
参
加
が
喧
伝
さ
れ
る
昨
今
、
本
書
の
刊
行
は
非
常
に
大

き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
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産業連関分析による地域間生産格差の

要因分析
（ 1 ）

武　縄　卓　雄

研究ノート

　はじめに

　バブル崩壊以降、失われた 10年、20年と評価されている経済状況下

で、日本経済はデフレ経済に突入し、抜け出せない今日である。さら

に、産出活動水準の高低差が地域別に生じ、悪循環から脱出できない

状況でもある。

　本研究の目的は、所得発生源である地域別産出額に着目し、その地

域別産出額に差を生じさせている要因は何か、地域別産出額の差が地

域間でどのように影響し合って生じているかを考察することにある。

　最初に地域別産出額の変化分を「技術構造の変化による部分」、「最

終需要構造の変化による部分」および「交絡項による部分」に分類す

る手法を通じて、産出額の変化要因を把握し、地域間の産出格差要因

を明らかにする
（２）

 。これに関しては、井出（2003）および武縄（2008）

が産業×地域表を用いて行った分析手法を、地域×地域表に転用した。

　次に、経済活動において各地域が相互にどのように依存しているか

を明らかにする。先行研究は多数ある。経済産業省の 9地域の地域間

産業連関表を使った分析以外にも、宮城俊彦他（2003）や人見和見

（2008）による 47 都道府県に対応する地域間産業連関表を使った分析、

唐渡広志他（2002）による電力供給10地域に対応する1995年 10地域間
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産業連関表を使った分析がある。それらの研究は詳細な分析結果を得

るには適しているが、例えば、基本表や投入係数表を一瞥することは

不可能なため、経済構造を概観するのに手間がかかるのが現状である。

そこで、本稿では 1 地域内を分類せず一括統合した 9地域間の基本表

を準備し、上記の欠点を回避すること試みた
（３）

 。

　本稿における分析時点は、いずれの分析も平成 7（1995）年と平成

17(2005) 年の 2 時点である。平成 12(2000) 年のデータが使用でき

ない状態のため、本稿では 5年ごとの比較分析が不可能になっている
（４）

 。

　以上の分析から、日本の地域別経済構造の現状と将来像について私

見を提示する予定であった。しかし、平成23年 3月 11日に生じた東日

本大震災の影響を加味できなかったため、平成17年までの地域別経済

構造分析にとどまっている。

　 1　分析の準備

　1.1　分析期間と使用データ

　分析期間は、平成 7（1995）年から平成 17（2005）年の 10年間であ

る。各種の産業連関表は西暦年の一桁に 5もしくは 0がつく年の 5年

毎に作成される。しかし、平成 12（2000）年の試算地域間産業連関表

は経済産業省の公式なものではなく、平成 22（2010）年 3月に、10年

ぶりに公式のものが公表された。したがって、5年ごとの分析が不可

能となり、分析期間が 10年となった。

　基礎データは、経済産業省：平成 7年地域間産業連関表の「《参考》

9地域 3部門統合表 （XLS/133KB）」および、同じく平成 17年地域間産

業連関表（12部門）を使用した。いずれも暦年・名目値である。

　上記基礎データは 9地域（北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、

四国、九州、沖縄）で構成されている点で共通している。しかし、中

間投入部門を、平成 7年版は 3部門（農林水産業、鉱工業、建設・サー

ビス業）で構成し、平成17年版は12部門（農林水産業、鉱業、飲食料

品、金属、機械、その他の製造業、建設、公益事業、商業 ･運輸、金
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融･保険・不動産、情報･通信、サービス）で構成している。

　今回、分析に使用しやすい形式にこれらのデータを加工し、新たに

基本表として、平成７年版と平成 17年版の二つの地域間産業連関表を

準備した。付表 1-1（後掲）と付表 1-2（後掲）がそれである。これら

二表の特徴は、各地域の産業部門分割を行わない地域×地域表となっ

ている点にある。

　1.2　平成 17 年の地域経済状況

　分析を進める前に、平成 7年から平成 12年の期間を「前 5年」、平

成 12年から平成 17年の期間を「後 5年」、平成７（1995）年から平成

17（2005）年の期間を「全期間」として、経済状況を概括しておく。

1.2.1　 地域別産出額の推移

　表 1 では、平成 17 年の総産出額は 948 兆 1,930 億円で、平成 7 年

と比較して 19 兆 9,250 億円（2.15％）の増加となった。地域別に産

出額の変化率をみると、中部（7 年比 7.79％増）、中国（同、7.22％

増）、沖縄（同、6.6％増）、関東（同、4.4％増）、九州（同、2.00％増）

が増加となった。一方、近畿（同、5.00％減）、東北（同、4.31％減）、

四国（同、2.99％減）、北海道（同、2.56％減）が減少となった。

北海道

表 1　地域別産出額とその変化率の状況

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州　

沖　縄

地域計

34,817

59,848

391,440

114,578

160,281

57,669

26,457

77,770

5,410

928,269

34,719

59,847

403,891

114,533

156,864

56,983

25,762

78,692

5,934

937,223

33,925

57,267

408,644

123,501

152,269

61,834

25,665

79,322

5,767

948,193

‑98

‑1

12,451

‑45

‑3,417

‑686

‑695

922

524

8,956

‑794

‑2,580

4,753

8,968

‑4,595

4,851

‑97

630

‑167

10,968

‑892

‑2,580

17,204

8,924

‑8,013

4,164

‑792

1,552

357

19,925

‑0.28%

0.00%

3.18%

‑0.04%

‑2.13%

‑1.19%

‑2.63%

1.19%

9.69%

0.96%

‑2.29%

‑4.31%

1.18%

7.83%

‑2.93%

8.51%

‑0.38%

0.80%

‑2.82%

1.17%

‑2.56%

‑4.31%

4.40%

7.79%

‑5.00%

7.22%

‑2.99%

2.00%

6.60%

2.15%

平成7年

生産額（10億円単位）

平成12年 平成17年 平成7～平成12

変化分（10億円単位） 変化率

平成12～平成17 平成7～平成17 平成7～平成12 平成12～平成17 平成7～平成17

資料出所：生産額に関する平成7年のデータは資料5、平成12年のデータは資料２のP.1「第1表　地域別生産額の状況」、
          平成12年のデータは資料6より加工作成。四捨五入のため合計が合わない場合もある。
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　同じく表 1で全期間の変化率の推移をみると、地域計では増加傾向

が継続している。地域別にみると、近畿、東北、北海道、四国の 4地

域で下落傾向が継続している。ただし、四国は下落傾向が継続してい

るものの、前 5 年と比較して後 5 年の下落傾向は弱まっている。残り

の 5地域では増加している。特に、中部、中国では、前 5年での下落

を上回る後 5年の増加で増加傾向が強まっている。関東、九州では前

5 年の増加を下回る後 5 年の増加で、増加傾向が弱まっている。沖縄

は増加傾向ではあるが、前 5 年の増加を下回る後 5年の下落が生じて

いる。以上、産出額の値と変化率の推移では、中部地域、中国地域で

生産活動が活発になっている。

　表 1から得られる地域別産出額構成比を順位別に表 2でみると、平

成 7年と平成 12年では関東、近畿、中部、九州、東北、中国、北海道、

四国、沖縄であったが、平成 17年には中国が東北を抜いて 4位へ上

がった。関東、中部、中国で構成比が上昇しているが、中部、中国は

前 5年の下落を後 5年の増加が大きく上回っており、関東は頭打ちで

ある。全期間の構成比の変化で見ると、関東（7年比、0.93％増）、中

部（同、0.68％増）、中国（同、0.31％増）、沖縄（同、0.03％増）が

増加し、近畿（同、1.21％減）、 東北（同、0.41％減）、北海道（同、0.17％

減）、四国（同、0.14％減）、九州（同、0.01％減）が減少している。

北海道

表 2　地域別産出額構成比と寄与度の状況

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州　

沖　縄

平成7年

構成比

平成12年 平成17年 平成7～平成12

構成比の変化 寄与度

平成12～平成17 平成7～平成17 平成7～平成12 平成12～平成17 平成7～平成17

資料出所：同、表１。

3.75%

6.45%

42.17%

12.34%

17.27%

6.21%

2.85%

8.38%

0.58%

3.70%

6.39%

43.09%

12.22%

16.74%

6.08%

2.75%

8.40%

0.63%

3.58%

6.04%

43.10%

13.02%

16.06%

6.52%

2.71%

8.37%

0.61%

‑0.05%

‑0.06%

0.93%

‑0.12%

‑0.53%

‑0.13%

‑0.10%

0.02%

0.05%

‑0.13%

‑0.35%

0.00%

0.80%

‑0.68%

0.44%

‑0.04%

‑0.03%

‑0.02%

‑0.17%

‑0.41%

0.93%

0.68%

‑1.21%

0.31%

‑0.14%

‑0.01%

0.03%

‑0.01%

0.00%

1.34%

0.00%

‑0.37%

‑0.07%

‑0.07%

0.10%

0.06%

‑0.08%

‑0.28%

0.51%

0.96%

‑0.49%

0.52%

‑0.01%

0.07%

‑0.02%

‑0.10%

‑0.28%

1.85%

0.96%

‑0.86%

0.45%

‑0.09%

0.17%

0.04%
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　同じく表2で地域別の寄与度の推移をみると、前 5年の平成 12年の

寄与度は、関東（1.34％）、九州（0.10％）、沖縄（0.06％）がプラスで

貢献しているが、関東地域の一人勝ちである。また、後 5年の平成 17

年の寄与度は、中部（0.96％）、中国（0.52％）、関東（0.51％）、九州（0.07％）

が増加している。したがって、平成 7年を基準にした平成 17年の寄与

度が、関東（1.85％）、中部（0.96％）、中国（0.45％）、九州（0.17％）、

沖縄（0.04％）がプラスであることを考慮すると、平成 7年から平成

17年の 10年間における中部、中国の日本経済への貢献の大きさが読み

取れる。

　以上より、経済活動のウェイトおよび寄与度においても中部地域お

よび中国地域が躍進している。

　1.2.2　中間投入額の推移

　表 3を見ると、平成 17年における総産出額に占める中間投入額は、

456兆 1,860 億円で、平成 7年と比較して 7.96% の増加となり、総産出

額の増加（同、2.15％増）を上回った。地域別に中間投入額の動きを

みると、近畿（7年比、1.00％減）が減少しただけで、他の地域は全

て増加となった。特に、後 5年において中間投入額が減少したのは東

北だけであった。

一
五
〇
（
一
五
〇
）

北海道

東北

関東

中部

近畿

中国

四国

九州

沖縄

平成17年

平成12年

平成7年

図 1　地域別産出額構成比

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

資料：同、表１。
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　表3から得られる全期間における中間投入比率の変化を表 4でみる

と、10年間に全ての地域で増加している。地域計では 10年間に 2.59％

増加した。地域別では特に、中国（4.60％）、中部（4.41％）、沖縄

（3.39％）の上昇率が大きい。

北海道

表 3　中間投入額の状況

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州　

沖　縄

平成7年

中間投入額（10億円単位）

平成12年 平成17年 平成7～平成12

変化分（10億円単位） 変化率

平成12～平成17 平成7～平成17 平成7～平成12 平成12～平成17 平成7～平成17

資料出所：中間投入額に関する平成7年のデータは資料5、平成12年のデータは資料2のP.7「第1表　地域別中間投入額の状況」、
　　　　　平成12年のデータは資料6より加工作成。四捨五入のため合計が合わない場合もある。

14,732

25,817

177,620

56,425

71,960

27,896

11,897

34,029

2,180

422,555

14,778

26,321

184,591

57,835

70,223

27,874

11,459

34,217

2,474

429,773

14,840

26,282

193,551

66,270

71,238

32,757

12,052

36,676

2,519

456,186

46

504

6,971

1,410

‑1,737

‑22

‑438

188

294

7,217

62

‑39

8,960

8,435

1,015

4,883

593

2,459

45

26,414

109

466

15,931

9,845

‑722

4,861

155

2,647

339

33,630

0.31%

1.95%

3.92%

2.50%

‑2.41%

‑0.08%

‑3.68%

0.55%

13.49%

1.71%

0.42%

‑0.15%

4.85%

14.58%

1.45%

17.52%

5.18%

7.19%

1.83%

6.15%

0.74%

1.80%

8.97%

17.45%

‑1.00%

17.43%

1.30%

7.78%

15.57%

7.96%地域計

北海道

表 4　中間投入比率の状況

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州　

沖　縄

平成7年

中間投入比率

平成12年 平成17年 平成7～平成12

中間投入比率の変化

平成12～平成17 平成7～平成17

資料出所：同、表３。

42.31%

43.14%

45.38%

49.25%

44.90%

48.37%

44.97%

43.76%

40.29%

45.52%

42.56%

43.98%

45.70%

50.50%

44.77%

48.92%

44.48%

43.48%

41.69%

45.86%

43.75%

45.89%

47.36%

53.66%

46.78%

52.98%

46.96%

46.24%

43.68%

48.11%

0.25%

0.84%

0.33%

1.25%

‑0.13%

0.54%

‑0.49%

‑0.27%

1.40%

0.34%

1.18%

1.91%

1.66%

3.16%

2.02%

4.06%

2.48%

2.75%

1.99%

2.26%

1.43%

2.76%

1.99%

4.41%

1.89%

4.60%

1.99%

2.48%

3.39%

2.59%地域計
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　1.2.3　粗付加価値額の推移

　表 5 を見ると、平成 17 年の粗付加価値額は 491 兆 5,220 億円で、

平成 7年と比較して 2.72% の減少となった。地域別にみると、関東（7

年比、0.61％増）と沖縄（同、0.52％増）がわずかに増加しただけで、

東北 （同、8.98％減）、近畿（同、8.25％減）など他の地域は減少した。

一
四
八
（
一
四
八
）

北海道

表 5　粗付加価値額の状況

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州　

沖　縄

平成7年

粗付加価値額（10億円単位）

平成12年 平成17年 平成7～平成12

変化分（10億円単位） 変化率

平成12～平成17 平成7～平成17 平成7～平成12 平成12～平成17 平成7～平成17

資料出所：粗付加価値額に関する平成7年のデータは資料5、平成12年のデータは資料2のP.9「第1表　地域別粗付加価値額の状況」、
　　　　　平成12年のデータは資料6より加工作成。

20,077

34,006

213,644

58,054

88,214

29,745

14,557

43,720

3,229

505,246

19,934

33,512

219,221

56,677

86,612

29,099

14,297

44,458

3,458

507,268

19,063

30,952

214,940

57,122

80,934

29,056

13,597

42,614

3,246

491,522

‑143

‑494

5,577

‑1,377

‑1,602

‑646

‑260

738

229

2,022

‑871

‑2,560

‑4,281

445

‑5,678

‑43

‑700

‑1,844

‑212

‑15,746

‑1,014

‑3,054

1,295

‑932

‑7,280

‑689

‑960

‑1,106

17

‑13,724

‑0.71%

‑1.45%

2.61%

‑2.37%

‑1.82%

‑2.17%

‑1.79%

1.69%

7.08%

0.40%

‑4.37%

‑7.64%

‑1.95%

0.78%

‑6.56%

‑0.15%

‑4.90%

‑4.15%

‑6.13%

‑3.10%

‑5.05%

‑8.98%

0.61%

‑1.61%

‑8.25%

‑2.32%

‑6.59%

‑2.53%

0.52%

‑2.72%地域計

北海道

表 6　粗付加価値率の状況

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州　

沖　縄

平成7年

粗付加価値率

平成12年 平成17年 平成7～平成12

粗付加価値率の変化

平成12～平成17 平成7～平成17

資料出所：同、資料5。

57.67%

56.82%

54.58%

50.67%

55.04%

51.58%

55.02%

56.22%

59.69%

54.43%

57.42%

56.00%

54.28%

49.49%

55.21%

51.07%

55.50%

56.50%

58.27%

54.12%

56.19%

54.05%

52.60%

46.25%

53.15%

46.99%

52.98%

53.72%

56.29%

51.84%

‑0.25%

‑0.82%

‑0.30%

‑1.18%

0.18%

‑0.51%

0.48%

0.28%

‑1.42%

‑0.30%

‑1.22%

‑1.95%

‑1.68%

‑3.23%

‑2.06%

‑4.08%

‑2.52%

‑2.77%

‑1.99%

‑2.29%

‑1.47%

‑2.77%

‑1.98%

‑4.42%

‑1.89%

‑4.59%

‑2.04%

‑2.49%

‑3.41%

‑2.59%地域計
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　表6では、平成17年の粗付加価値率は 51.84％で、平成 7年（54.43％）

と比較して 2.59％の減少となった。地域別にみると、全ての地域で減

少している。中間投入比率が上昇した中国、中部での低下が大きいが、

特に中部は後 5年に唯一、粗付加価値額が 4,450 億円増加したものの、

付加価値率では 3.23％減と中国（4.08％減）に次いで低下率の変化が

大きい。以上より、全国的に付加価値額、付加価値率ともに低下傾向

にある。

　1.3　使用する産業連関表

　ここでは、まず、産業連関表の基本構造を整理する。ついで、本稿

で使用する地域間産業連関を用いた地域別産出額Ｘｓの導出法を整理

する。

　1.3.1　一国の産業連関表

　表7は生産部門を二部門に単純化した一国の競争輸入型産業連関表

である。競争輸入型（competitive import type）とは、同じ部門に分

類されている財であれば、輸入品と国産品を同一財とみなして区別

しない分類法である。非競争輸入型（non-competitive import type）と

は、同じ部門に分類されている財であっても、輸入品と国産品を同一

財とみなさず区別する分類法である。競争輸入型モデルでは、例えば、

輸　出

表 7　二部門の競争輸入型モデルの産業連関表

需要部門→

供給部門↓

１

２

粗付加価値

総産出額

国内最終

需要

ＦＤ
1

ＦＤ
2

Ｅ
1

Ｅ
2

輸入

（控除）

－Ｍ
1

－Ｍ
2

総産出額

Ｘ
1

Ｘ
2

２

ｘ
12

ｘ
22

ｖ
2

Ｘ
2

１

ｘ
11

ｘ
21

ｖ
1

Ｘ
1

産業部門

産業部門
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　農業部門の生産活動において投入される国産品と輸入品との比率だ

けが変化した場合でも、それは産業連関表に反映されない。しかし、

国産品も輸入品も同一財とみなしているため、投入係数の安定性が維

持され、部門間の相互依存関係を分析するためには優れている。

　表 7を横行方向へ読むと、次の需給均衡式が成立する。

　　中間需要額　＋国内最終需要額＋輸出額－輸入額＝総産出額

　　（ｘ11 + ｘ12）＋　　ＦＤ 1　　＋　Ｅ 1 －　Ｍ 1  ＝　Ｘ 1

　　（ｘ21 + ｘ22）＋　　ＦＤ 2　　＋　Ｅ 2 －　Ｍ 2  ＝　Ｘ 2

（1 － 1）　

ここで投入係数ａij を次のように定義する
（５）

 。

　　ａij ≡　ｘij ／Ｘｊ　　　　　　　　　　　　　　　　 （1－ 2）

その結果、（1－ 1）式は、

　　中間需要額　　　＋国内最終需要額＋輸出額－輸入額＝総産出額

　（ａ11・Ｘ 1 + ａ12・Ｘ 1）＋　ＦＤ 1　＋　Ｅ 1　－　Ｍ 1　＝　Ｘ 1

　（ａ21・Ｘ 2 + ａ22・Ｘ 2）＋　ＦＤ 2　＋　Ｅ 2　－　Ｍ 2　＝　Ｘ 2

（1 － 3）　

と書き改められる。

　なお本稿の分析では、次の二つの仮定がなされている。まず、中間

需要部門と国内最終需要部門だけに輸入が混在し、輸出部門には含ま

れないと仮定されている。その結果、

　　中間需要額＋国内最終需要額＋輸出額－輸入額＝総産出額

は、

輸入を除いた中間需要額＋輸入を除いた国内最終需要額＋輸出額

＝総産出額

と書き改められる。換言すると、

自給率ベースの中間需要額＋自給率ベースの国内最終需要額＋輸

出額＝総産出額

となる。

　次に、第ｉ部門の中間需要額と国内最終需要額には一定比率ｍｉで
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輸入が含まれていると仮定されている。したがって、第ｉ部門の自給

率は（１－ｍｉ）となる。以上のことを考慮すると（1－ 3）式は、

自給率ベースの中間需要額＋自給率ベースの国内最終需要額＋輸

出額＝総産出額

  （１－ｍ1 ）（ａ11・Ｘ 1 +ａ12・Ｘ 1）＋（１－ｍ1 ）ＦＤ 1 ＋Ｅ 1 ＝Ｘ 1

  （１－ｍ2 ）（ａ21・Ｘ 2 +ａ22・Ｘ 2）＋（１－ｍ2 ）ＦＤ 2 ＋Ｅ 2 ＝Ｘ 2

（1 － 4）　

となる。以上を行列表示すると、

　　（Ｉ－Ｍ）・ＡＸ＋（Ｉ－Ｍ）・ＦＤ＋Ｅ＝Ｘ

となり、これを総産出額ベクトルＸについて整理すると、

　Ｘ＝〔Ｉ－（Ｉ－Ｍ）・Ａ〕－１・〔（Ｉ－Ｍ）・ＦＤ＋Ｅ〕   （1 － 5）

となる。この式の右辺第１項〔Ｉ－（Ｉ－Ｍ）・Ａ〕－ 1 は生産技術構

造を表すレオンチェフの逆行列Ｂ、第 2 項〔（Ｉ－Ｍ）・ＦＤ＋Ｅ〕は

最終需要額行列Ｆである。二部門ベースでの各行列は次のようになっ

ている。

単位行列I ＝

輸入係数行列M ＝

投入係数行列A ＝

逆行列係数行列B ＝

総産出額列ベクトルX ＝

国内最終需要額列ベクトルFD
 
＝

輸出額列ベクトルE ＝

最終需要額列ベクトルF ＝
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　1.3.2　本稿で使用した地域間産業連関

　本研究の目的は地域別の生産格差要因の分析であるため、各地域の

産業部門分割をしない表 8 で示される形式の地域間産業連関表を使用

した。

　ここで表 8 における地域 1 と地域 2 を産業１と産業 2、地域内最終

需要を最終需要、地域内産出額を産出額に読み替えると、表 8 は表 7

と同じになる。したがって（1 － 5）式の導出法と同様の手順で、地

域別産出額Ｘ
ｒ
を導出できる。

　表 8の需給均衡式は次のようになる。

　　ｘ11 ＋ｘ12 ＋Ｆ 1 ＋Ｅ 1 －Ｍ 1 ＝Ｘ 1

　　ｘ21 ＋ｘ22 ＋Ｆ 2 ＋Ｅ 2 －Ｍ 2 ＝Ｘ 2　　　　　　　　  （1 － 6）

　前述した投入係数ａij と同様に、地域別投入係数ａrs はａrs ＝ｘrs

／Ｘｓと定義できる。したがって、（1 － 6）式は次のように書き改め

られる。

　　ａ11 Ｘ 1 ＋ａ12 Ｘ 2 ＋Ｆ 1 ＋Ｅ 1 －Ｍ 1 ＝Ｘ 1

　　ａ21 Ｘ 1 ＋ａ22 Ｘ 2 ＋Ｆ 2 ＋Ｅ 2 －Ｍ 2 ＝Ｘ 2   　　　  （1 － 7）

　ここで（1－ 7）式の各項は、

地域別中間需要額＋地域別最終需要＋地域別輸出－地域別輸入

＝地域別産出額

である。また、地域別輸入額Ｍ s は地域別中間需要額ｘrs と地域別最

終需要Ｆ r に一定割合で振り分けられると仮定する。その一定割合で

ある地域別輸入係数ｍ s をｍ s ＝Ｍ s ／Ｘ s と定義すると、（1 － 7）

式は自給率ベースでさらに書き改められる。

輸　出

表 8　二地域の地域間競争輸入型モデルの産業連関表

需要地域→

供給地域↓

地域１

地域２

粗付加価値

地域別総産出額

地域内

最終需要

Ｆ1

Ｆ2

Ｅ1

Ｅ2

輸入

（控除）

－Ｍ1

－Ｍ2

地域別

総産出額

Ｘ1

Ｘ2

ｘ12

ｘ22

ｖ2

Ｘ2

ｘ11

ｘ21

ｖ1

Ｘ1

地域１　地域２
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（1－8）　  

　（1－ 8）式に行列記号を用いると、地域別産出額X´ が導出できる。

　　（Ｉ－Ｍ′）・Ａ′・Ｘ′＋（Ｉ－Ｍ′）・Ｆ′＋Ｅ′＝Ｘ′

　∴Ｘ′－（Ｉ－Ｍ′）・Ａ′・Ｘ′＝（Ｉ－Ｍ′）・Ｆ′＋Ｅ′

　∴ [Ｉ－（Ｉ－Ｍ′）・Ａ′]・Ｘ′＝（Ｉ－Ｍ′）・Ｆ′＋Ｅ′

　∴Ｘ′＝ [Ｉ－（Ｉ－Ｍ′）・Ａ′]
－１

・[（Ｉ－Ｍ′）・Ｆ′＋Ｅ′]

（1－ 9）　

　（1 － 9）式の右辺第一項 [Ｉ－（Ｉ－Ｍ′）・Ａ′]
－１

は地域別の生

産技術構造を示す地域別レオンチェフ逆行列、第二項 [（Ｉ－Ｍ′）・

Ｆ′＋Ｅ′]は地域別最終需要額行列である。その第一項をＢ、第二項

をＦとし、さらに以下では地域別産出額Ｘ′をＸで表すと、（1 － 9）

式は次式で示すことができる。

　　Ｘ＝Ｂ・Ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　   （1 － 10）

　 2 　分析

　本稿では（1－ 10）式を使い、二つの分析を行う。まず、地域別生

産格差をもたらしている要因として、最終需要額の変化、技術構造の

変化、交絡項の変化を確認した後に、それぞれの値を地域別に求める

ことにより、地域別産出額に影響を与える生産波及要因の違いを明ら

かにする。次に、地域別生産誘発額を求め、それを利用することにより、

地域間の依存関係の違いを明らかにする。なお、すでに本稿（1.2　平

成 17年の地域経済状況）において中部と中国の二地域の動きが最近の

日本経済に対してプラスの影響を与えていることを見た。この点を視

野に入れて以下の分析を行う。
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　2.1　生産波及要因分析

　2.1.1　分析準備

　まず、変化前のデータに下添え字 0、変化後のデータに下添え字１

をつけると、（1 － 10）式は、

　　Ｘ０＝Ｂ０・Ｆ０　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2 － 1）

　　Ｘ１＝Ｂ１・Ｆ１　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2 － 2）

と書き改めることができる。ここで、

　　⊿Ｘ≡Ｘ１－Ｘ０　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2 － 3）

　　⊿Ｂ≡Ｂ１－Ｂ０　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2 － 4）

　　⊿Ｆ≡Ｆ１－Ｆ０　　　　　　　　　　　　　　　　　  （2 － 5）

とすると、（2－ 4）式より、

　　Ｂ１≡Ｂ０＋⊿Ｂ　　　 　　　　　　　　　　　　　　（2－ 6）

を得る。また、（2 － 5）式より、

　　Ｆ１≡Ｆ０＋⊿Ｆ　　　 　　　　　　　　　　　　　　（2－ 7）

を得る。（2－ 6）式と（2 － 7）式を（2 － 2）式に代入すると、

　　Ｘ１＝Ｂ１・Ｆ１＝（Ｂ０＋⊿Ｂ）・（Ｆ０＋⊿Ｆ）　　   　（2－ 8）

を得る。（2－ 3）式に（2 － 1）式と（2 － 8）式とを代入し整理すると、

　　⊿Ｘ≡Ｘ１－Ｘ０＝（Ｂ０＋⊿Ｂ）・（Ｆ０＋⊿Ｆ）－Ｂ０・Ｆ０　

　　　　＝Ｂ０・⊿Ｆ＋⊿Ｂ・Ｆ０＋⊿Ｂ・⊿Ｆ

　∴⊿Ｘ＝Ｂ０・⊿Ｆ＋⊿Ｂ・Ｆ０＋⊿Ｂ・⊿Ｆ　　　　　（2－ 9）

を得る。

　（2－ 9）式の左辺は産出額の変化分、右辺は産出額の変化分が三つ

の部分で構成されていること示している。つまり、（2－ 9）式の右辺

第 1項は最終需要額の変化分⊿Ｆによって生じた産出額の変化分Ｂ０・

⊿Ｆ、第 2項は技術構造の変化分⊿Ｂによって生じた産出額の変化分

⊿Ｂ・Ｆ０、そして第 3項は交絡項によって生じた産出額の変化分⊿Ｂ・

⊿Ｆを表している。

　次に、変化前を 1995 年（添え字 0）、変化後を 2005 年（添え字 1）
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として、（2－ 9）式左辺の三項目の計算手順を整理しておく
（６）

 。

ｉ）最終需要額の変化⊿Ｆによる産出額の変化分Ｂ０・⊿Ｆの計算

　最終需要額の変化によって生じる産出額の変化分⊿ＸＦ（＝Ｂ０・

⊿Ｆ）を、

　　⊿ＸＦ＝Ｂ０・⊿Ｆ＝Ｂ０・（Ｆ１－Ｆ０）＝Ｂ０・Ｆ１－Ｂ０・Ｆ０

として求める
（７）

 。その計算結果が表 9である。表 9によると、最終需要

額の変化は全体で 3兆 2,840 億円の産出増加をもたらしている。地域

別では、中部、九州、関東、中国、沖縄が増加効果、近畿、東北、北

海道、四国で減少効果を示している。

ⅱ） 技術構造の変化分⊿Ｂによる産出額の変化分⊿Ｂ・Ｆ０の計算

　技術構造の変化によって生じる産出額の変化分⊿ＸＢ（＝⊿Ｂ・Ｆ０）

を、

　　⊿ＸＢ＝⊿Ｂ・Ｆ０＝Ｂ１・Ｆ０－Ｂ０・Ｆ０　

として求める
（８）

 。その計算結果が表10である。表10によると、技術構造

の変化は全体で 16兆 9,310 億円の産出増加をもたらしている。この

大きさは最終需要額の変化による誘発額の約 5倍である、地域別では、

関東、中部、中国、北海道、沖縄が増加効果、九州、近畿、東北、四

国で減少効果を示している。

一
四
一
（
一
四
一
）

資料出所：資料5、資料6より作成。

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

地域計

北海道

‑1,531

72

‑759

‑294

‑249

‑47

‑24

‑14

4

‑2,842

東　北

‑37

‑3,947

‑1,218

‑727

‑328

‑202

‑72

‑27

1

‑6,558

関　東

‑327

‑778

‑6,478

‑1,562

‑1,537

‑520

‑428

‑1,054

44

‑12,640

中　部

113

44

323

‑1,452

393

‑167

‑24

369

47

‑354

近　畿

‑147

‑239

‑2,388

‑281

‑11,538

‑915

‑583

‑654

‑9

‑16,708

中　国

5

12

‑197

‑125

‑171

‑1,063

9

‑30

3

‑1,557

四　国

‑27

‑2

‑436

‑218

‑144

‑198

‑680

‑80

3

‑1,781

九　州

‑30

36

‑984

‑147

‑264

‑240

‑73

‑1,341

‑44

‑3,086

沖　縄

3

5

‑46

‑58

‑35

‑20

‑2

7

119

‑26

域内輸出額

436

2,850

15,564

10,476

7,303

4,929

1,135

6,223

‑82

48,834

地域別誘発額

‑1,541

‑1,946

3,382

5,615

‑6,571

1,558

‑697

3,398

88

3,284

（単位：10億円）
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四
〇
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一
四
〇
）

ⅲ） 交絡項による産出額の変化分⊿Ｂ・⊿Ｆの計算

　交絡項による産出額の変化分⊿Ｂ・⊿Ｆは、

　　⊿Ｘ＝Ｂ０・⊿Ｆ＋⊿Ｂ・Ｆ０＋⊿Ｂ・⊿Ｆ

より、

　　⊿Ｂ・⊿Ｆ＝⊿Ｘ―Ｂ０・⊿Ｆ―⊿Ｂ・Ｆ０

として求める
（９）

 。つまり、総産出額の差額⊿Ｘから先に得られた

ｉ）とⅱ）の値を差し引くことにより交絡項に関する産出額の変化分

⊿Ｂ・⊿Ｆを求めることができる。

　あるいは、ⅰ）で求めた⊿Ｆとⅱ）で求めた⊿Ｂを利用し、⊿Ｂの

右側から⊿Ｆを掛け合わせることでも求めることができる。その計算

結果が表11である。表11によると、交絡項の変化は全体で290億円の

産出減少をもたらしている。地域別では、九州（11億円増）、東北（2

億円増）の 2地域で増加効果、それ以外の 7地域で減少効果を示して

いる。

資料出所：資料5、資料6より作成。

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

地域計

北海道

‑116

26

293

22

‑41

57

26

‑1

2

268

東　北

114

89

920

51

‑97

55

24

‑31

3

1,128

関　東

214

‑798

6,078

566

‑833

27

2

‑789

22

4,490

中　部

164

72

1,625

539

138

274

47

14

15

2,889

近　畿

83

‑35

1,334

780

‑100

181

‑139

‑289

8

1,824

中　国

38

17

463

186

‑154

1,073

‑11

‑49

‑3

1,560

四　国

9

6

271

40

‑25

106

‑106

‑23

0

279

九　州

23

51

878

610

‑138

414

88

‑443

25

1,508

沖　縄

8

3

77

8

‑31

13

‑0

‑6

185

256

域内輸出額

128

‑66

2,009

547

‑154

491

‑2

‑238

17

2,731

地域別誘発額

666

‑636

13,947

3,349

‑1,434

2,691

‑70

‑1,856

275

16,931

（単位：10億円）
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　2.1.2　波及要因に関する分析結果

　以上の i）～ⅲ）をまとめたものが表 12である。平成 7（1995）年

から平成 17（2005）年の 10年間に 19兆 9,250億円の総産出増があった。

そのうち、技術構造の変化による部分が 16兆 9,310億円と 70％以上を

占め、最終需要の変化による産出増 3兆 2,840 億円の約 5倍強の規模

である。

　井出（2003、P.158）によると、平成 2（1990）年から平成 7年（1995）

年における産出増 50兆 7,400 億円のうち、最終需要の変化による産出

増が 54兆 5,227 億円で、他の二要因は減少を示し、最終需要の変化が

大きく影響していることを示している。さらに武縄（2008、P.15）で

は、平成 7（1995）年から平成 12（2000）年における産出増 22兆 1,509

億円のうち、最終需要の変化による産出増 26兆 4,611 億円、技術構造

の変化による産出減 4兆 6,975億円、交絡項による産出増 3,873億円で、

継続して最終需要が経済の牽引車であることが示されている。

　井出（2003）と武縄（2008）の分析を考慮すると、平成 2（1990）

年から平成 12（2000）年の 10年間は最終需要の変化が経済をけん引し

てきたが、平成 12（2000）年から平成 17（2005）年の 5年間は、技術

構造の変化が経済活動に貢献したと推察する。

資料出所：資料5、資料6より作成。

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

地域計

北海道

‑7

0

28

4

‑3

4

1

‑1

‑0

27

東　北

15

12

111

9

‑9

11

3

‑2

0

151

関　東

9

‑12

198

40

‑20

24

‑1

‑26

‑1

210

中　部

4

4

16

5

7

9

1

7

‑2

51

近　畿

8

‑6

156

97

‑18

33

‑21

‑41

0

209

中　国

1

1

14

6

‑5

38

‑0

‑1

‑0

53

四　国

1

‑0

22

4

‑2

10

‑5

‑2

‑0

29

九　州

1

‑1

38

18

‑6

15

2

‑14

2

56

沖　縄

0

‑0

1

1

1

1

‑0

‑0

‑5

‑2

域内輸出額

‑50

4

‑708

‑225

48

‑229

‑5

90

‑0

‑1,076

地域別誘発額

‑17

2

‑124

‑40

‑7

‑84

‑25

11

‑5

‑290

（単位：10億円）
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　2.2　依存関係の分析　

　2.2.1　地域別生産誘発額の推移

　（1 － 10）式を用いた計算結果が地域別生産誘発額である。この地

域別生産誘発額は、地域別に生じる最終需要を満たすのに必要な地域

別産出額の大きさを示している。平成 17年の地域別生産誘発額を表し

たのが表13である。この表13を概観して、地域別の依存関係を整理す

る。

北海道

表12　9地域による生産誘発額の変化要因一覧表（平成7年～平成17年）

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州　

沖　縄

平成7年

生産額（10億円）

平成17年 変化額

変化額の内訳

資料出所：資料5、資料6より作成。

34,817

59,848

391,440

114,578

160,281

57,669

26,457

77,770

5,410

928,269

33,925

57,267

408,644

123,501

152,269

61,834

25,665

79,322

5,767

948,193

‑892

‑2,580

17,204

8,924

‑8,013

4,164

‑792

1,552

357

19,925

666

‑636

13,947

3,349

‑1,434

2,691

‑70

‑1,856

275

16,931

‑1,541

‑1,946

3,382

5,615

‑6,571

1,558

‑697

3,398

88

3,284

‑17

2

‑124

‑40

‑7

‑84

‑25

11

‑5

‑290地域計

表13　平成17年地域別生産誘発額（名目値、10億円単位）

資料出所：資料6より作成。

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

地域計

北海道

24,362

1,037

6,219

1,502

1,663

598

200

446

18

36,043

東　北

970

33,221

12,985

2,598

2,578

918

385

839

28

54,521

関　東

4,043

10,779

272,727

19,022

17,653

6,835

2,672

6,096

411

340,238

中　部

1,031

1,842

19,573

55,872

8,615

2,664

995

2,253

106

92,951

近　畿

1,203

2,107

19,630

9,863

88,470

4,732

1,886

3,521

148

131,559

中　国

362

728

7,826

2,790

4,428

30,008

1,003

2,268

34

49,448

四　国

149

366

3,993

1,341

2,507

1,336

14,279

756

16

24,742

九　州

495

1,077

11,620

4,041

5,086

3,530

919

51,321

129

78,218

沖　縄

35

73

902

267

324

137

43

302

4,638

6,723

域内輸出額

1,274

6,037

53,168

26,205

20,945

11,076

3,283

11,519

240

133,749

33,925

57,267

408,644

123,501

152,269

61,834

25,665

79,322

5,767

948,193

24,362

33,221

272,727

55,872

88,470

30,008

14,279

51,321

4,638

574,898

9,563

24,047

135,917

67,630

63,799

31,826

11,386

28,001

1,129

373,295

地域計

Ａ＋Ｂ

自地域からの

生産誘発額Ａ

他地域からの

生産誘発額Ｂ
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　表13を縦列方向に数値を読むと、「表頭の地域の最終需要が表側の

地域の産出額をどれだけ誘発したか」が分かる。さらに、縦列方向の

構成比を求めると、表頭の地域が与える自地域への誘発率と他地域へ

の誘発率が得られる。これらの地域別誘発率を表したのが図 2 であ

る。図 2 を地域別にみると、どの地域も自地域への生産誘発率が他地

域への生産誘発率を上回っている。自地域への誘発率が地域計では

60.63％であるのに対して、関東が 80.16％、続いて沖縄 68.99％、九

州 65.61％となっている。関東が突出していることが分かる。

　表 13を横行方向に数値を読むと、「表頭の地域の最終需要が表側の

地域の生産活動をどれだけ誘発したか」が分かる。表 13の表頭と表側

の同じ地域名が交差する箇所の数値は、自地域の最終需要から誘発さ

れた自地域への誘発額である。例えば平成 17年の北海道では、誘発さ

れた産出額 33兆 9,250 億円のうち、自地域からの生産誘発額Ａが 24

兆 3,620 億円であるから、海外を含む他地域からの誘発分額Ｂは 9兆

5,630億円となる。自地域からの生産誘発額と他地域からの生産誘発額

を示したのが表14である。

図 2　平成17年　自地域・他地域別生産誘発率

地域計

沖縄

九州

四国

中国

近畿

中部

関東

東北

北海道

資料：　資料6より作成。

自地域への生産誘発率 他地域への生産誘発率

 39.37％

    31.01％

  34.39％

42.29％

 39.31％

  32.75％

 39.89％

       19.84％

 39.07％

   32.41％

　60.63％

　　　68.99％

　　65.61％

57.71％

　60.69％

　　67.25％

　60.11％

　　　　　80.16％

　60.93％

　　67.59％
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　全体としては平成 7（1995）年から平成 17（2005）年にかけて、自

地域からの生産誘発額は 595 兆 4,050 億円から 574 兆 8,980 億円へ減

少し、他地域からの生産誘発額は 332 兆 8,640 億円から 373 兆 2,950

億円へ増加している。

　これを地域別にみると、平成 7（1995）年においては、中部を除く

他の地域で、自地域からの生産誘発額が他地からの域生産誘発額を上

回っている。平成 17（2005）年においては中部と中国において自地域

からの生産誘発額が他地域からの生産誘発額を下回っている。これら

の生産誘発額を構成比でみると、自地域からの生産誘発額構成比が低

下し、他地域生産誘発額構成比は増加している。

　生産誘発額の構成比は依存度ともみなせる。したがって、中部と中

国では自地域への依存度が低下し、他地域への依存度が上昇している

ことになる。地域別産出額において中部と中国の増加を前節で指摘し

たが、この二地域の経済構造が他地域依存型に移行したこととどの程

度関連があるかは今後の研究となる。

表14　平成17年地域別生産誘発額の構成（名目値、10億円単位）

資料出所：資料5、資料6より作成。

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

地域計

26,015

37,066

272,930

56,779

100,126

29,961

15,070

53,119

4,339

595,405

地域計

Ａ＋Ｂ

自地域からの

生産誘発額：Ａ

8,801

22,781

118,509

57,798

60,155

27,709

11,387

24,651

1,071

332,864

34,817

59,848

391,440

114,578

160,281

57,669

26,457

77,770

5,410

928,269

74.72%

61.93%

69.72%

49.56%

62.47%

51.95%

56.96%

68.30%

80.20%

64.14%

25.28%

38.07%

30.28%

50.44%

37.53%

48.05%

43.04%

31.70%

19.80%

35.86%

24,362

33,221

272,727

55,872

88,470

30,008

14,279

51,321

4,638

574,898

9,563

24,047

135,917

67,630

63,799

31,826

11,386

28,001

1,129

373,295

33,925

57,267

408,644

123,501

152,269

61,834

25,665

79,322

5,767

948,193

71.81%

58.01%

66.74%

45.24%

58.10%

48.53%

55.64%

64.70%

80.43%

60.63%

28.19%

41.99%

33.26%

54.76%

41.90%

51.47%

44.36%

35.30%

19.57%

39.37%

地域計

Ａ＋Ｂ

平成7年 平成17年

他地域からの

生産誘発額：Ｂ

自地域依存度

Ａ／（Ａ＋Ｂ）

他地域依存度

Ｂ／（Ａ＋Ｂ）

自地域からの

生産誘発額：Ａ

他地域からの

生産誘発額：Ｂ

自地域依存度

Ａ／（Ａ＋Ｂ）

他地域依存度

Ｂ／（Ａ＋Ｂ）
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　2.2.2　各地域の依存関係

　次に、表 13 の値を加工して、生産誘発額に関する地域間の相互依

存関係を表しているのが表 15である。表中の上段の数値は、表頭の地

域の最終需要によって誘発された表側の地域の産出額を表している。

対角線の下部に示されている取引額を 1 としてある。その取引関係の

逆の数値との比率が対角線上部の下段に示されている。

　例えば、関東地域の最終需要によって誘発される近畿地域の産出額

は17兆 6,530億円である。一方、近畿地域の最終需要によって誘発さ

れる関東地域の産出額は 19兆 6,300億円である。後者の数値を前者の

数値で除した結果が対角線上部の表中下段の数値 1.112 である。この

数値が 1以上（以下）の場合には、表頭の地域が表側の地域へ与える

影響が大きい（小さい）が、表頭の地域が表側の地域から受ける影響

が小さい（大きい）ことを意味している。したがって、この値が 1か

ら乖離するほど、その地域間で一方的な誘発関係があることになる。

以下ではこの値を生産依存係数と呼ぶ。

表15　平成17年地域別生産誘発額の依存関係（名目値、10億円単位）

資料出所：資料6より作成。

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

1,037

6,219

1,502

1,663

598

200

446

18

970

0.936

12,985

2,598

2,578

918

385

839

28

生産誘発地域

最終需要地域

北海道　　東　北　　関　東　　中　部　　近　畿　　中　国　　四　国　　九　州　　沖　縄

1,031

0.687

1,842

0.709

19,573

1.029

8,615

2,664

995

2,253

106

4,043

0.650

10,779

0.830

19,022

17,653

6,835

2,672

6,096

411

1,203

0.723

2,107

0.817

19,630

1.112

9,863

1.145

4,732

1,886

3,521

148

362

0.606

728

0.794

7,826

1.145

2,790

1.047

4,428

0.936

1,003

2,268

34

149

0.744

366

0.950

3,993

1.494

1,341

1.347

2,507

1.330

1,336

1.332

756

16

495

1.109

1,077

1.284

11,620

1.906

4,041

1.794

5,086

1.445

3,530

1.556

919

1.215

129

35

2.007

73

2.620

902

2.196

267

2.523

324

2.193

137

4.016

43

2.693

302

2.351
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　経済産業省（2010b）では生産依存係数が 0.8 以下または 1.4 以上

がアンバランスな関係としている。この基準に従うと、以下のような

関係が分かる
（10）

 。

［生産依存係数が 0.8 以下の関係にある地域］

　この関係にあるのは、北海道（生産誘発地域）と関東、中部、近畿、

中国、四国（最終需要地域）および東北（生産誘発地域）と中部・中

国（最終需要地域）である。

［生産依存係数 1.4 以上の関係にある地域］

　この関係にあるのは、四国（最終需要地域）と関東（生産誘発地域）、

九州（最終需要地域）と関東、中部、近畿、中国（生産誘発地域）お

よび沖縄（最終需要地域）と全地域（生産誘発地域）である。特に、

沖縄は他地域への生産誘発額は大きいが、他地域から生産が誘発され

る効果が小さい。

　これらのアンバランス地域では、前者の地域の最終需要による後者

の地域への生産誘発額が大きいことを意味し、関東、中部、近畿、中

国の 4地域が波及効果を多く受ける地域である。

表16　地域間の依存関係

生産依存係数が
0.8以下の関係

生産依存係数が
1.4以上の関係

生産誘発地域

最終需要地域

北海道
東北

四国
九州
沖縄

最終需要地域

生産誘発地域

関東、中部、近畿、中国、四国
中部、中国

関東
関東、中部、近畿、中国
北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州
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　2.2.3　生産誘発係数の推移

　平成 17年の地域別生産誘発係数（地域別生産誘発額／地域別最終需

要額）をみると、地域計では 1.932 と平成 7年と比較して 0.085 ポイ

ントの上昇となった（表 19）。これを自地域と他地域に分けてみると、

自地域生産誘発係数が 1.171 で－ 0.014 ポイントの低下、他地域生産

誘発係数は0.761で 0.098ポイントの上昇となった。

　地域別に地域計（Ａ＋Ｂ）をみると、平成 7 年（地域計 1.847）に

は関東（1.860）、中部（2.119）、中国（1.996）の 3 地域が、平成 17

（地域計 1.932）年には中部（2.300）、中国（2.117）の 2 地域が 2 ポ

イント台で地域計を上回っている。沖縄が平成 7 年 1.445、平成 17

年 1.487 と特に低い。

　地域別に自地域生産誘発係数をみると、いずれの年も関東だけが地

域計を上回っている。四国はいずれの年も最低ポイントを示しており、

特に平成 17 年には 1.000 以下になっている。

　地域別に他地域生産誘発係数をみると、中部、近畿、中国、四国の

4 地域が両年において地域計を上回っている。特に沖縄は両年におい

て地域系の半分以下のポイントである。

　以上のことから、関東は他の地域と比較すると自地域へ与える影響

が比較的大きく、中部、近畿、中国、四国はその他の地域と比較する

表17　地域別生産誘発係数の推移

資料出所：資料5、資料6より作成。

北海道

東　北

関　東

中　部

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

地域計

1.179

1.047

1.297

1.050

1.150

1.037

1.005

1.161

1.159

1.185

地域計

Ａ＋Ｂ

自地域生産

誘発係数

0.399

0.644

0.563

1.069

0.691

0.959

0.759

0.539

0.286

0.662

1.578

1.691

1.860

2.119

1.840

1.996

1.764

1.699

1.445

1.847

1.138

1.008

1.294

1.040

1.106

1.056

0.996

1.131

1.196

1.171

0.447

0.730

0.645

1.259

0.797

1.120

0.794

0.617

0.291

0.761

1.585

1.737

1.940

2.300

1.903

2.177

1.790

1.749

1.487

1.932

‑0.041

‑0.039

‑0.002

‑0.010

‑0.044

0.020

‑0.009

‑0.029

0.037

‑0.013

0.048

0.086

0.082

0.191

0.107

0.162

0.035

0.079

0.005

0.098

0.007

0.047

0.080

0.181

0.063

0.181

0.026

0.049

0.042

0.085

平成7（1995）年 変化分

他地域生産

誘発係数

平成17（2005）年

地域計

Ａ＋Ｂ

自地域生産

誘発係数

他地域生産

誘発係数

地域計

Ａ＋Ｂ

自地域生産

誘発係数

他地域生産

誘発係数
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と他地域へ与える影響が比較的大きい。

　表17の地域計Ａ＋Ｂの値を図にしたのが図3である。この10年間に

おける生産誘発係数においても中部、中国が高いレベルにある。

　結びにかえて

　 1　平成 17 年の地域別経済状況について

［全体像について］

　地域計では産出額、中間投入額が増加し粗付加価値額が減少している。

　地域別にみると、産出額が増加しているのは、関東、中部、中国、

九州、沖縄の 5地域だけである。特に、中部、中国の増加が大きく、

構成比でもこの 2地域で 2割ほどを占めている。中間投入額では近畿

だけが減少した。中間投入比率では全地域で上昇し、特に、中国、中

部、沖縄の上昇率が大きい。粗付加価値では、関東と沖縄だけでわず

かな上昇があっただけで、他の地域では低下している。

［中部、中国に関して］

　生産依存係数により他地域から影響を受けやすい他地域依存型だけ

でなく、生産誘発係数により他地域へ与える影響が比較的大きいこと

図 3　地域別生産誘発係数の推移

地域計Ｈ17

地域計Ｈ 7

沖　縄Ｈ17

沖　縄Ｈ 7

九　州Ｈ17

九　州Ｈ 7

四　国Ｈ17

四　国Ｈ 7

中　国Ｈ17

中　国Ｈ 7

近　畿Ｈ17

近　畿Ｈ 7

中　部Ｈ17

中　部Ｈ 7

関　東Ｈ17

関　東Ｈ 7

東　北Ｈ17

東　北Ｈ 7

北海道Ｈ17

北海道Ｈ 7

自地域への生産誘発係数 他地域への生産誘発係数

1.1715

1.1849

1.1959

1.1590

1.1313

1.1608

0.9958

1.0049

1.0563

1.0368

1.1058

1.1496

1.0404

1.0500

1.2945

1.2967

1.0079

1.0472

1.1381

1.1794

0.7607

0.6624

0.2910

0.2861

0.6172

0.5387

0.7940

0.7594

1.1203

0.9588

0.7975

0.6907

1.2594

1.0688

0.6451

0.5630

0.7296

0.6436

0.4468

0.3990
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が示された。

　地域別産出額において中部と中国が大きく増加したことと、この二

地域の経済構造が他地域依存型に移行したことにどの程度関連がある

かは今後の研究となる。

　 2　産出額の変化要因に関して

　最終需要額の変化により、地域計、中部、九州、関東、中国、沖縄

で増加効果、近畿、東北、北海道、四国で減少効果を示している。

技術構造の変化より、最終需要の変化の場合と同様に、地域計、中部、

九州、関東、中国、沖縄で増加効果、近畿、東北、北海道、四国で減

少効果を示している。

　交絡項の変化は地域計に産出減少をもたらしている。九州、東北の

2地域で増加効果、それ以外の 7 地域で減少効果を示している。

　井出（2003）と武縄（2008）の分析を考慮すると、平成 12（2000）

年から平成 17（2005）年の 5年間に我が国の技術構造の変化が経済活

動に貢献したことが分かる。

　 3　地域間の依存関係および生産誘発係数に関して

　どの地域も自地域への生産誘発率が他地域への生産誘発率を上回っ

ている。関東が突出している。中部と中国では自地域への依存度が低

下し、他地域への依存度が上昇している。そのような中部、中国の誘

発系係数から、他地域へ与える影響が大きいことが分かる。

　以上の 1 ～ 3 から、中部、中国の各要素の動きが地域計の動きにプ

ラス要因となっている様子が明らかになった。したがって、この 2地

域の経済活動が今後の日本経済の動きを決めるセクターとして重要な

位置になるのか、換言すれば、この 2 地域が日本の経済構造的に重要

な地位を占めるのかどうかについて、あるいは一時的な状態なのかに

ついて引き続き調査する必要がある。さらに、日本経済における中部、
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中国の経済力のウェイトを高めている要因を探る必要がある。

　 4　本稿において扱わなかった分析

　第一に、各地域の産業部門を考慮外に置いたため、ある地域の産業

1 と他地域の産業 2 との相互関連の分析ができなかった。第二に、最

終需要項目を一括したため、消費財需要、投資財需要など最終需要項

目別生産誘発額を利用した分析ができなかった。

　内生部門に関しては、本稿では 9 地域の 9 × 9行列で構成されてい

た。分析の精度を高めるには、各地域に少なくとも 50 部門程度の産

業を設定する必要がある。つまり、（50× 9地域）×（50× 9地域）行

列の内生部門だけでも、2,500 倍の情報量になる。さらに、最終需要

部門も拡張すると、分析すべき情報量が増加する。したがって、分析

にはかなりの時間を必要とするが、そのような拡張作業を通じて、中

部、中国の各産業が他地域・自地域のどの産業と誘発し合っているか

が明らかになるとともに、日本の経済活動を牽引している地域と産業

に関する具体的な結論も得られる。本研究を継続して行う予定である。

（ 1） 本稿は、平成20年度日本大学学術研究助成金（課題番号：個08－ 011）

の報告書を兼ねている。

（ 2 ） 雇用マトリックスおよび固定資本マトリックスのデータを利用した労働

の生産性および資本の生産性を考慮した分析は本稿の範囲外である。なお、そ

れらの重要性は認識しているが、本稿と同様に膨大な数値計算と分析の時間が

必要なため、それらに関しては今後の研究課題である。

（ 3 ） 9地域の構成内容は、経済産業省の地域区分と同様に、次のようになっ

ている。

北海道

青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、新潟、山梨、長野、静岡

富山、石川、岐阜、愛知、三重

福井、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

鳥取、島根、岡山、広島、山口

徳島、香川、愛媛、高知

福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島

沖縄

地域区分表
地域区分 対象地域範囲（域内都道府県） 作　成　担　当

資料出所：資料４（P.95「２）対象地域」）より引用。
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　　このような部門統合により得られる利便性と引き替えに、投入係数、逆

行列係数の値にバイアスが生じる。特に逆行列係数へのバイアスはそれを用

いて計算される諸結果、例えば、表9以降の諸表の結果へも影響すると思う

が、このバイアスに関しては本稿では考察していない。

（ 4 ） 経済業省、地域間産業連関表の注意事項より以下の内容を抜粋。

http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/tiikiio/kekka.html#menu02　
　　平成12年試算地域間表については、下記の3点で大きく異なるため注意

されたい。

1） 平成 12年地域内表から屑・副産物の扱いが「再生資源回収・加工処理」

経由に変更となった点に対応

2） 平成12年試算地域間表以外は、全ての取引額セルで9地域の合計が全

国表（中間製品などの地域表独自の部門・概念調整をしたもの）と完全

一致しているが、平成12年試算地域間表は、地域内表段階で完全整合を

行っていないため、その分地域合計の値は全国の数値と差が出ている点

3） 最終的なバランス調整作業において、機械的な誤差調整を多用し、人的

調整を極力減らしていることから、細部をみると誤差の配分先に偏りが

生じている可能性がある点 

（ 5 ） この定義により、いかなる生産額Ｘｉに対してもこの関係が成立するこ

とになる。

　　つまり、産業連関表の背後には線型性の生産関数が仮定されている。

（ 6 ） 付表2参照。平成7（1995）年の技術構造行列Ｂ０、最終需要構造行列Ｆ０、

平成17年の技術構造行列Ｂ１、最終需要構造行列Ｆ１の四つの行列表と、技

術構造の変化行列⊿Ｂ、最終需要構造の変化行列⊿Ｆの二つの行列表の合計

6つの表を作成した。

（ 7 ） Ｂ０は付表2-1、Ｆ０は付表2-2、Ｆ１は付表2-3を参照。

（ 8 ） Ｂ１は付表2-4を参照。

（ 9 ） ⊿Ｂは付表2-5、⊿Ｆは付表2-6を参照。

（10） 表15の数値が、資料3のp.60「第6－3表」の数値と異なっているのは、

部門統合のバイアスによるものと考える。ただし、0.8以下の地域と1.4以上

の地域は上記資料3の結果と同じである。
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